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Ⅰ 令和５年度の業務実績評価について 

 

 長岡市公立大学法人評価委員会は、「公立大学法人長岡造形大学 各事業年度の業務実績

評価（年度評価）実施要領」に基づき、公立大学法人長岡造形大学（以下、「法人」という。）

の令和５年度における業務の実績に関する評価を行った。 

 令和５年度は、令和２年度に策定した「教育研究組織の見直しに関する基本方針」に基づ

き、新たな３学科体制及び令和５年度以降入学者カリキュラム（以下、「Ｒ５カリ」という。）

を開始した。令和２年度から３年間でＲ５カリの編成、広報戦略、専任教員の増員、施設整

備等を着実に実行し、建学の理念である「造形を通して真の人間的豊かさを探求し、これを

社会に還元することのできる創造力を備えた人材を養成する」ことの実現に向けて、大学一

丸となって大きな変革をスタートさせたことに対して評価を行ったところである。 

 

１ 評価に関する基本的な考え方 

(1) 評価は、教育研究の特性、自主性、自律性に配慮しつつ、法人の継続的な質的向上 

に資するものとする。 

(2) 評価は、中期目標・中期計画の達成状況を踏まえ、法人の業務実績全体について総合的に 

行う。 

(3) 評価は、一連の過程を通じて、法人の状況を分かりやすく示し、社会への説明責任 

を果たすものとする。 

(4) 評価は、法人が自主的に行う組織・業務全般の見直しや次期の中期目標・中期計画 

の検討に資するものとする。 

(5) 評価にかかる業務が法人の過度の負担とならないように留意する。 

(6) 評価の仕組みについては、必要に応じて工夫・改善を行う。 

 

２ 評価方法 

業務実績評価は、「全体評価」、「大項目別評価」、「事業単位・指標単位評価」によ

り行った。 

・全体評価 

大項目別評価及び事業単位・指標単位評価の結果を踏まえ、法人の中期目標の達成に

向けた中期計画全体の進捗状況を総合的に勘案して評価を行った。 

・大項目別評価 
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事業単位・指標単位評価の結果を踏まえ、４つの大項目ごとに、中期計画の進捗状況

について評価を行った。 

・事業単位・指標単位評価 

年度計画に記載された事項ごと（事業単位）及び評価指標ごと（指標単位）の実施状

況または達成状況を確認し、評価を行った。 
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Ⅱ 評価結果 

 

１ 全体評価 

(1) 評価結果 

中期計画の進捗は順調 

 

 (2) 評価理由 

大項目（４区分）別評価の「第２ 研究に関する目標」については、令和５年度業

務実績で年度計画を上回る取組が多く認められた点などを総合的に勘案し『Ａ 中期

計画の進捗は順調』と判断した。 

「第３ 地域貢献に関する目標」については、令和５年度の取組の多くが年度計画

どおりに実施されていることに加え、「地域貢献に関する研究・プロジェクト」及び

「小中高生を対象とする本学主催の講座受講者数」は 目標を大きく上回る成果をあ

げたことなどを総合的に勘案し『Ａ 中期計画の進捗は順調』と判断した。 

「第１ 教育に関する目標」及び「第４ 業務運営等に関する目標」については、

令和５年度の取組の多くが年度計画通りに実施されていることなどを総合的に勘案

し、『Ｂ 中期計画の進捗は概ね順調』と判断した。 

以上のことから、大項目別評価の全てが「Ｂ 中期計画の進捗は概ね順調」以上で

あり、かつ２区分が「Ａ 中期計画の進捗は順調」となっていることに加え、大学一

丸となって新たな３学科体制及びＲ５カリを円滑にスタートさせたことなどを総合的

に勘案し、(1)の評価が相当と判断した。 

大項目別評価 

大項目（４区分） 
評価 
結果 

Ｓ 
 

中期計画 
の進捗は
優れて 
順調 

Ａ 
 

中期計画
の進捗は
順調 
 

Ｂ 
 

中期計画
の進捗は
概ね順調 

 

Ｃ 
 

中期計画
の進捗は
やや遅れ
ている 

Ｄ 
 

中期計画 
の進捗は 

遅れている 

第１ 教育に関する目標 Ｂ   ○  
 

 

第２ 研究に関する目標 Ａ  〇   
 

 

第３ 地域貢献に関する目標 Ａ  ○   
 

 

第４ 業務運営等に関する目標 Ｂ   ○  
 

 

 

 (3) 令和５年度の特筆すべき取組 

【第１ 教育に関する目標】 

 ・教育の成果、内容に関する取組 

令和２年度に策定した「教育研究組織の見直しに関する基本方針」に基づき、新た

な３学科体制及びＲ５カリを開始した。デジタル技術等を活用する「テクノロジー

×デザイン」と併せて、デッサンなどのデザインの基礎を学ぶ「基礎造形演習」の

実施により、本学オリジナルのカリキュラムを実践している。デジタル技術の進歩

や社会のニーズを的確に捉え、学生が望む学びを提供していることが、高い志願倍

率や学生の授業内容満足度につながっている。 
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また、オープンキャンパスでは、ウェブオープンキャンパスから来場型オープンキャ

ンパスへ誘導する流れを作り出し、受験生が本学の魅力をより深く理解できる仕組み

づくりを行っている。積極的な魅力発信が、高い志願倍率に結びついている。 

 

・学生への支援に関する取組 

  NAGAOKA WORKER（ナガオカワーカー）や NIFP（NAGAOKA WORKER INTERN FRAME 

PROJECT）と連携して、新潟県内及び長岡市内での就職促進に向けて継続的な取組を

行っており、地元への就職実績として着実に結びついている。 

 

【第２ 研究に関する目標】 

 ・研究の内容及び水準に関する取組 

受託研究、共同研究ともに継続的に推進し、着実に成果を出している。 

産学マッチングイベントの出展等により、企業のニーズ把握や産学連携の実績、教

員のシーズの積極的な発信を行い、産学マッチングを促進した。 

・研究の成果に関する取組 

外部研究資金の申請件数については、目標値（15 件）を大幅に上回る 21 件であっ

た。 

教員の外部研究資金に対する意識の向上に加え、外部研究資金募集案内の紹介など

事務局からの個別の申請支援が奏功している。 

・外部研究資金の獲得件数については、目標値(５件)を大幅に上回る 11件であった。 

申請件数が増えたことに加え、事務局からの個別の申請支援が奏功している。 

 

【第３ 地域貢献に関する目標】 

・産業振興に関する取組 

産学マッチングイベントの出展等により、企業のニーズ把握や産学連携の実績、教

員のシーズの積極的な発信を行い、産学マッチングを促進した。 

また、長岡工業高等専門学校との合同授業や長岡未来デザインコンテスト等を広く

学生に周知し、学生が学外の団体や学生と意欲的に連携、交流することのできる環

境づくりをしている。 

・地域貢献の成果に関する取組 

 地域貢献に関する研究・プロジェクト数については、目標値（25 件）を大幅に上回

る 49 件であった。 

産学マッチングイベントの出展等により、継続的に企業のニーズ把握や産学連携の

実績、教員のシーズの積極的な発信を行い、産学マッチングを促進したことの成

果。 

 

【第４ 業務運営等に関する目標】 

  ・自己点検・評価及び情報公開の推進に関する取組 

    様々な広報媒体を活用して効果的かつ積極的に本学の魅力を発信している。 

特に、SNS での情報発信は年間目標を大幅に上回る 1,078 件の発信を行った。 

     積極的な SNS での情報発信が受験生の目に留まり、受験につながったケースもある

など、本学の魅力を十分に発信し、高い志願倍率の維持にも寄与している。 
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２ 大項目別評価 

第１ 教育に関する目標 

Ｂ 中期計画の進捗は概ね順調 

 (1) 評価理由 

事業単位評価の45項目のうち、41項目がｂ評価（年度計画を実施）であったのに加え、４項目が

ａ評価（年度計画を上回る）であった。 

指標単位評価の３項目のうち、２項目が年度計画を上回る評価であったものの、１項目が年度計

画を十分に実施せずであった。 

当年度の実績を総合的に勘案すると、Ｂ評価（中期計画の進捗は概ね順調）が相当である。 

            

      

 

 

 

 

 

 

事業単位 

評価結果 

評定 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

評価の目安 

特に優れる

若しくは顕

著な成果 

上回る 
年度計画を

実施 

下回る若し

くは実施が

不十分 

特に劣る若

しくは実施

せず 

項目数 

45 

 

 

4 

（9％） 

41 

（91％） 
 

 

 

       

指標単位 

評価結果 

評定 年度計画

を大幅に

上回る 

年度計画

を上回る 

年度計画

を概ね実

施 

年度計画

を十分に

実施せず 

年度計画

を大幅に

下回る 

評価の目安 100％超かつ

顕著な成果 
100％超 

80％以上

100％以下 

60％以上

80％未満 
60％未満 

項目数 

3 
 

2 

（67％） 

 

 

1 

（33％） 

 

 

  

 (2)  概況 

○教育の成果、内容に関する目標を達成するための措置 

・令和２年度に策定した「教育研究組織の見直しに関する基本方針」に基づき、新たな３学科体制及び

Ｒ５カリを開始した。デジタル技術等を活用する「テクノロジー×デザイン」と併せて、デッサンな

どのデザインの基礎を学ぶ「基礎造形演習」の実施により、本学オリジナルのカリキュラムを実践し

ている。デジタル技術の進歩や社会のニーズを的確に捉え、学生が望む学びを提供していることが、

高い志願倍率や学生の授業内容満足度につながっている。 

デザイン学科において新設した「テクノロジー×デザイン」に関する学びを理解し、学生が領域選択

等の参考にできるよう、第一線で活動するデザイナーを招聘したイベント等を複数回実施した。また

イベントの機会やウェブマガジン「NIDfocus」を活用し、学外者に向けてＲ５カリを積極的に発信し

た。多面的な取組により円滑にＲ５をスタートさせた。 

9％

91％

事業単位評価

ａ ｂ

67%

33％

指標単位評価

上回る 不十分
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・大学院の修士課程では、大学院生が地域おこし協力隊として地域課題解決を図る、長岡市と本学の共

同事業である「イノベーター育成プログラム」を継続実施するとともに、博士（後期）課程では２年

連続で２人の博士号の学位取得者を輩出した。 

・オープンキャンパスでは、ウェブオープンキャンパスから来場型オープンキャンパスへ誘導する流

れを作り出し、受験生が本学の魅力をより深く理解できる仕組みづくりを行っている。 

積極的な魅力発信が、一般選抜 5.78 倍という高い志願倍率に結びついている。 

 

○教育の実施体制に関する目標を達成するための措置 

・学生の能動的な学修を目指すＲ５カリとの連動を考慮し、アイデアを創発しフレキシブルな授業運営

を促進する演習室什器の入替、自主学習をはじめ多様な利用ニーズに対応する図書館空間の再整備な

ど機能性と意匠性を兼ね備えた施設整備を行うとともに、第４アトリエ棟の建設を進めた。 

 

○学生への支援に関する目標を達成するための措置 

・学生の心身の健康と生活上の悩みに対しては、昨年度に引き続き、カウンセラーや関係課で情報共有

や意見交換を密に行い、個別の状況に応じた支援を行っている。 

また、SOGI（ソジ：性的指向・性自認）に関するガイドラインに基づく合理的配慮による修学環境の

改善に向けた取組を実施し、一人ひとりが多様性を尊重され、自分らしく安心して修学できる環境づ

くりに努めている。 

 令和４年度から開始したレストランサブスクサービスは対象をランチだけでなく夕食にも拡大し、昨

年度の 2.3 倍となる延べ 917 人が利用するなど、学生の心身の健康をサポートしている。 

・NAGAOKA WORKER（ナガオカワーカー）や NIFP（NAGAOKA WORKER INTERN FRAME PROJECT）と連携して

新潟県内及び長岡市内での就職促進に向けて継続的な取組を行っている。 

また、NAGAOKA WORKER の働き方を活用した長期有償インターンシップに関する学内セミナーを初め

て開催し、学外の学生も含めた学生 33 名のキャリアデザインを支援した。 

各取組の成果が、地元への就職実績として着実に結びついている。 

 

○国際化に関する目標を達成するための措置 

・国際交流協定締結校であるトリアー応用科学大学との交換留学のほか、漢陽大学のスプリングスクー

ル等に学生が参加した。学生の海外活動に対しては奨学金を給付し、経済的支援を行った。 

  ・海外留学経験者には成果発表の機会を必ず設け、複数名の学生による合同発表会にするとともに、昼

休みの時間帯にオープンスペースで、かつハイブリッドでの開催とした。学生が気軽に参加できるよ

う工夫を行い、多くの学生に海外活動を知る機会を提供した。 

 

○教育の成果に関する指標 

・一般選抜の志願倍率については、目標値（３倍）を上回る5.78倍であった。 

 学生の８割が県外出身学生であり、全国区の大学として広く認知されてきている。デジタル技術の

進歩や社会のニーズを的確に捉え、学生が望む学びを提供し、積極的に発信していることの成果。 

・授業評価アンケートの結果、学生の授業内容満足度については、目標値（５段階評価の４）を上回

る4.53（年間平均）であった。 

・大学院の入学者数については、目標値（修士15人、博士３人）を十分に実施せず、修士９人、博士

２人であった。 

 より効果的な学生募集の方法等を検討され、大学院についても入学者の確保に努められたい。 
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第２ 研究に関する目標 

 

Ａ 中期計画の進捗は順調 

 

 (1) 評価理由 

     事業単位評価の10項目のうち、８項目がｂ評価（年度計画を実施）であったのに加え、２項目が

ａ評価（年度計画を上回る）であった。 

     指標単位評価の４項目のうち、１項目が年度計画を上回る評価であったのに加え、３項目が年度

計画を大幅に上回る評価であった。 

当年度の実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期計画の進捗は順調）が相当である。 

 

       

      

      

      

      

      

 

 

事業単位 

評価結果 

評定 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

評価の目安 

特に優れる

若しくは顕

著な成果 

上回る 
年度計画を

実施 

下回る若し

くは実施が

不十分 

特に劣る若

しくは実施

せず 

項目数 

10 

 

 

2 

（20％） 

8 

（80％） 
 

 

 

       

指標単位 

評価結果 

評定 年度計画

を大幅に

上回る 

年度計画

を上回る 

年度計画

を概ね実

施 

年度計画

を十分に

実施せず 

年度計画

を大幅に

下回る 

評価の目安 100％超かつ

顕著な成果 
100％超 

80％以上

100％以下 

60％以上

80％未満 
60％未満 

項目数 

4 

3 

（75％） 

1 

（25％） 

 

   

 

 

 

 

 

 (2)  概況 

○研究の内容及び水準に関する目標を達成するための措置 

・受託研究、共同研究ともに継続的に推進し、着実に成果を出している。 

産学マッチングイベントの出展等により、企業のニーズ把握や産学連携の実績、教員のシーズの積

極的な発信を行い、産学マッチングを促進した。 

 

○研究の成果に関する目標を達成するための措置 

・卒業・修了研究展に合わせた米百俵プレイスミライエ長岡での学部映像作品の上映や、校舎壁面へ

のプロジェクションマッピングの実施など、新たな取組も積極的に取り入れながら、研究成果を広

20%

80%

事業単位評価

ａ ｂ

75%

25%

指標単位評価

大幅に上回る 上回る
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く発信することに努めている。 

 

○研究の実施体制に関する目標を達成するための措置 

・受託研究、共同研究ともに継続的に推進し、着実に成果を出している。 

産学マッチングイベントの出展等により、企業のニーズ把握や産学連携の実績、教員のシーズの積極

的な発信を行い、産学マッチングを促進した。 

また、長岡工業高等専門学校との合同授業や長岡未来デザインコンテスト等を学生に広く周知するこ

とで、学生が学外の団体や学生と意欲的に連携、交流することのできる環境づくりをしている。 

 

○教育研究組織の見直しに関する目標を達成するための措置 

・令和５年度からスタートした３学科体制のもと１年生を対象にＲ５カリをスタートさせるとともに

適切な教員の人員配置や拠点施設等の施設設備整備などに取り組んだ。 

 

○研究の成果に関する指標 

・地域貢献に関する研究・プロジェクト数については、目標値（25件）を大幅に上回る49件であっ

た。 

産学マッチングイベントの出展等により、継続的に企業のニーズ把握や産学連携の実績、教員のシ

ーズの積極的な発信を行い、産学マッチングを促進したことの成果。 

  ・大学として実施した研究成果の発表件数については、目標値（10件）を上回る 12件であった。 

・外部研究資金の申請件数については、目標値（15 件）を大幅に上回る 21 件であった。 

教員の外部研究資金に対する意識の向上に加え、外部研究資金募集案内の紹介など事務局からの個

別の申請支援が奏功している。 

・外部研究資金の獲得件数については、目標値(５件)を大幅に上回る 11件であった。 

申請件数が増えたことに加え、事務局からの個別の申請支援が奏功している。 
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第３ 地域貢献に関する目標 

 

Ａ 中期計画の進捗は順調 

 

 (1) 評価理由 

     事業単位評価の11項目のうち、９項目がｂ評価（年度計画を実施）であったのに加え、２項目が

ａ評価（年度計画を上回る）であった。 

指標単位評価では、３項目のうち、１項目が年度計画を上回る評価であったのに加え、２項目が

年度計画を大幅に上回る評価であった。 

当年度の実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期計画の進捗は順調）が相当である。 

 

      

      

      

 

      

       

      

 

事業単位 

評価結果 

評定 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

評価の目安 

特に優れる

若しくは顕

著な成果 

上回る 
年度計画を

実施 

下回る若し

くは実施が

不十分 

特に劣る若

しくは実施

せず 

項目数 

11 

 

 

2 

（18％） 

9 

（82％） 
 

 

 

       

指標単位 

評価結果 

評定 年度計画

を大幅に

上回る 

年度計画

を上回る 

年度計画

を概ね実

施 

年度計画

を十分に

実施せず 

年度計画

を大幅に

下回る 

評価の目安 100％超かつ

顕著な成果 
100％超 

80％以上

100％以下 

60％以上

80％未満 
60％未満 

項目数 

3 

2 

（67％） 

1 

（33％） 

 

 

 

 

 

 

 

 (2)  概況 

○地域社会との連携に関する目標を達成するための措置 

・受託研究、共同研究ともに継続的に推進し、着実に成果を出している。 

また、長岡工業高等専門学校との合同授業の実施等、学生が学外の団体や学生と意欲的に連携、交

流することのできる環境づくりをしている。 

・地域に根付く公立大学として、市民工房、こどもものづくり大学校を継続的な取組みとして実施

し、地域の幅広い年齢層を対象に美術やデザインを学ぶ機会を提供している。要望を受けた長岡市

内の中学校２校の美術部に対し、iPad を活用したイラスト講座及び映像編集講座を実施した。部活

18％

82％

事業単位評価

ａ ｂ

33％
67％

指標単位評価

大幅に上回る 上回る
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動では経験したことのない学びの機会となったとともに、サポートで参加した大学生の作品に触れ

たことで進路を考える機会としても寄与した。 

 

〇産業振興に関する目標を達成するための措置 

・産学マッチングイベントの出展等により、企業のニーズ把握や産学連携の実績、教員のシーズの積

極的な発信を行い、産学マッチングを促進した。 

また、長岡工業高等専門学校との合同授業や長岡未来デザインコンテスト等を学生に広く周知し、

学生が学外の団体や学生と意欲的に連携、交流することのできる環境づくりをしている。 

・市役所、企業、一般の方と幅広い対象者に対して継続的にデザイン思考に関する研修を実施してい

る。また、受講者のニーズを適切に汲み取り、企業向けのデザイン講座を開始するなど、積極的に

本学での学びを発信するとともに、学ぶ機会の提供や人材育成に寄与している。 

 

○若者の長岡への定着に関する目標を達成するための措置 

・昨年度に引き続き、長岡地域定住自立圏内高校の生徒対象の見学会を７回実施した。2024年度入学

者選抜において、前年度の見学会実施校から延べ46人の出願があり、15人が合格した。 

・学生の長岡への愛着を育む取組として、長岡の歴史、風土、産業等を学ぶ「長岡学」を令和５年度

から開講し、NaDeC構想を推進する長岡市内４大学１高専、行政、産業界等からの講師がオムニバス

形式で講義を行い、100人を超える学部１年生が履修した。当講座は４大学１高専の単位互換科目と

して開講するとともに、令和６年度はさらに、市民への公開授業として実施することが決定し、長

岡市の魅力を広く発信することにも貢献している。 

 

○地域貢献の成果に関する指標 

・地域貢献に関する研究・プロジェクト数については、目標値（25件）を大幅に上回る49件であっ

た。 

産学マッチングイベントの出展等により、継続的に企業のニーズ把握や産学連携の実績、教員のシ

ーズの積極的な発信を行い、産学マッチングを促進したことの成果。 

・小中高生を対象とする大学主催の講座受講者数については、目標値（延べ150人）を大幅に上回る延

べ175人であった。 

中学生向け講座の新設や本学の施設設備を利用した独自性のある講座の実施により、受講者獲得に

向けて取り組んだ成果。 

・マスメディアによるパブリシティ回数については、目標値（200件）を上回る300件であった。 
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第４ 業務運営等に関する目標 

 

Ｂ 中期計画の進捗は概ね順調 

 

 (1) 評価理由 

    30項目のうち、28項目でｂ評価（年度計画を概ね実施）であったのに加え、２項目がａ評価（年

度計画を上回る）であった。 

当年度の実績を総合的に勘案すると、Ｂ評価（中期計画の進捗は概ね順調）が相当である。 

      

      

 

 

      

      

      

      

 

 

事業単位 

評価結果 

評定 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

評価の目安 

特に優れる

若しくは顕

著な成果 

上回る 
年度計画を

実施 

下回る若し

くは実施が

不十分 

特に劣る若

しくは実施

せず 

項目数 

30 

 

 

2 

(7%) 

28 

（93％） 
 

 

 

 

 (2)  概況 

    〇業務運営の改善に関する目標を達成するための措置 

  ・事務職員は目標管理をベースとした業績評価及び職位に応じた能力評価を実施し、これらの結果も

踏まえ、適材適所への人員配置を行った。教員は１年間の教育研究業績を作成し、これを公開する

ことで、教員同士の相互理解を深め、コミュニケーションの円滑化を図った。 

  ・新たな課題への対応やワークライフバランスの確保に向けて、計画的な採用募集、適材適所への人

事異動を実施するとともに、豊富な知識、経験を持つ再雇用職員の登用などの人事配置を行った。

また、教員の採用においては、女性限定の募集を行い、女性教員の増加を図った。 

・各教員の担当授業コマ数を一元的に把握し、年間 250 300 コマを上限目安とする方針を設け、約１

 ２割の縮減を目指し、新カリキュラムの進行とともに各教員の担当コマ数を調整することでバラ

ンスの取れた教育体制につなげている。 

  〇財務内容の改善に関する目標を達成するための措置 

  ・市役所、企業、一般の方と幅広い対象者に対して継続的にデザイン思考に関する研修を実施してい

る。また、受講者のニーズを適切に汲み取り、企業向けのデザイン講座を開始するなど、積極的に

本学での学びを発信するとともに、学ぶ機会の提供や人材育成に寄与している。  

・受託研究、共同研究ともに継続的に推進し、着実に成果を出している。 

7％

93％

事業単位評価

ａ ｂ
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産学マッチングイベントの出展等により、企業のニーズ把握や産学連携の実績、教員のシーズの積

極的な発信を行い、産学マッチングを促進した。 

 

  〇自己点検・評価及び情報公開の推進に関する目標を達成するための措置 

  ・様々な広報媒体を活用して効果的かつ積極的に本学の魅力を発信している。特に SNS での情報発信

は年間目標を大幅に上回る 1,078 件の発信を行った。 

     積極的な SNS での情報発信が受験生の目に留まり、受験につながったケースもあるなど、本学の魅

力を十分に発信し、高い志願倍率の維持にも寄与している。 

 

  〇その他業務運営に関する目標を達成するための措置 

  ・第４アトリエ棟等整備基本計画に基づき、テクノロジーとデザインの掛け合わせを誘発する教育研

究活動を推進するため、プロトタイピングルーム、デジタルデザインアトリエ､映像・オーディオに

係るスタジオ等の整備・拡充に向け､基本設計及び実施設計を完了するとともに、施工事業者を決定

し、着工した。 

  ・学生の能動的な学修を目指す R５カリとの連動を考慮し、アイデアを創発しフレキシブルな授業運

営を促進する演習室什器の入替、自主学習をはじめ多様な利用ニーズに対応する図書館空間の再整

備など機能性と意匠性を兼ね備えた施設整備を行うとともに、エレベーターや電気制御機器などの

老朽化に対応した設備の更新を実施した。 

   また、第４アトリエ棟の建設を進めるとともに、棟内のアトリエや教室に整備する什器や設備の具

体的仕様を決定した。 
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自
己

評
価

R
５

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

第
1

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

第
1

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

1
教

育
の

成
果

、
内

容
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
1

教
育

の
成

果
、

内
容

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

(
1
)

学
士

課
程

に
お

け
る

教
育

(
1
)

学
士

課
程

に
お

け
る

教
育

1
　

建
学

の
理

念
に
基

づ
き
、

「
造
形

・
表
現

」
と

し
て

の
デ
ザ

イ
ン
と

「
問
題

発
見
・

解
決
プ

ロ
セ

ス
」

と
し
て

の
デ
ザ

イ
ン
を

探
求
し

、
社
会

が
抱

え
る

問
題
の

本
質
を

と
ら
え

、
新
た

な
価
値

を
創

り
出

す
こ
と

の
で
き

る
創
造

的
人
材

を
養
成

す
る

た
め

の
教
育

を
行
う

。

1
　
平

成
３
０

年
度
以

降
入
学

者
カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
を

着
実

に
運
用

す
る
。

　
ま

た
、
教

育
研
究

組
織

の
見

直
し

に
関
す

る
基

本
方

針
に
基

づ
き
策

定
し

た
造

形
学

部
の
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ
リ

シ
ー
（

卒
業

認
定

・
学

位
授
与

の
方

針
）

、
カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
・

ポ
リ

シ
ー

（
教
育

課
程

編
成

・
実
施

の
方
針

）
、

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
（
入

学
者
受

入
れ

の
方

針
）

を
踏
ま

え
た

令
和

５
年
度

以
降
入

学
者

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム
を

開
始

す
る

。

　
平
成

3
0
年

度
以
降

入
学
者

カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
に
基

づ
き

授
業
科

目
を
開

講
し
た

。
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス

感
染
症

の
５
類

感
染

症
へ
の

移
行
に

伴
い
対

面
授

業
の
機

会
を
増

や
し

つ
つ
、

遠
隔
の

利
点

を
活
か

し
両
者

を
併
用

し
、

円
滑
か

つ
効
果

的
な

授
業
を

実
施
し

た
。

　
ま
た

、
教

育
研
究

組
織
の

見
直

し
に
関

す
る
基

本
方

針
に
基

づ
き
策

定
し
た

、
造

形
学
部

の
デ
ィ

プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ
ー

（
卒

業
認
定

・
学
位

授
与
の

方
針

）
、
カ

リ
キ
ュ

ラ
ム

・
ポ
リ

シ
ー
（

教
育

課
程
編

成
・
実

施
の
方

針
）

、
ア
ド

ミ
ッ
シ

ョ
ン

・
ポ
リ

シ
ー
（

入
学

者
受
入

れ
の
方

針
）
に

基
づ

き
、
学

部
１
年

生
に

対
し
て

R
５
カ

リ
を
開

始
し
た

。

b
デ
ジ

タ
ル
技

術
等

を
活
用

す
る

「
テ

ク
ノ

ロ
ジ
ー

×
デ
ザ

イ
ン

」
と
併

せ
て

、
デ

ッ
サ

ン
な

ど
の

デ
ザ
イ

ン
の

基
礎
を

学
ぶ

「
基

礎
造

形
演

習
」

の
実
施

に
よ

り
、
本

学
オ

リ
ジ

ナ
ル

の
カ

リ
キ

ュ
ラ
ム

を
実

践
し
て

い
る

。
デ

ジ
タ

ル
技

術
の

進
歩
や

社
会

の
ニ
ー

ズ
を

的
確

に
捉

え
、

学
生

が
望
む

学
び

を
提
供

し
て

い
る

こ
と

が
、

高
い

志
願
倍

率
や

学
生
の

授
業

内
容

満
足

度
に

つ
な

が
っ
て

い
る

。
デ
ザ

イ
ン
学

科
に

お
い
て

新
設

し
た

「
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
×
デ

ザ
イ

ン
」
に

関
す

る
学

び
を

理
解

し
、

学
生
が

領
域

選
択
等

の
参

考
に

で
き

る
よ

う
、

第
一
線

で
活

動
す
る

デ
ザ

イ
ナ

ー
を

招
聘

し
た

イ
ベ
ン

ト
等

を
複
数

回
実

施
し

た
。

ま
た

イ
ベ

ン
ト
の

機
会

や
ウ
ェ

ブ
マ

ガ
ジ

ン
「
N
I
D
f
o
c
u
s
」

を
活

用
し

、
学

外
者

に
向
け

て
Ｒ
５

カ
リ
を

積
極

的
に
発

信
し

た
。

多
面

的
な

取
組

に
よ
り

円
滑

に
Ｒ
５

を
ス

タ
ー

ト
さ

せ
た
。

a

(
2
)

　
大

学
院

課
程

に
お

け
る

教
育

(
2
)

大
学

院
課

程
に

お
け

る
教

育

2
 
 
デ

ザ
イ
ン

の
対
象

領
域
の

拡
大
に

対
応
し

つ
つ

、
真

の
人

間
的
豊

か
さ
に

つ
い
て

、
理
論

と
実

用
・

実
践
の

両
面
か

ら
深
く

探
求
し

、
新
た

な
価

値
を

創
造
す

る
た
め

に
必
要

な
高
度

な
専
門

性
や

深
い

洞
察
力

、
企
画

・
調
整

力
を
養

う
た
め

の
教

育
を

行
う
。

2
　
平

成
３
０

年
度
以

降
入
学

者
カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
に

基
づ

き
、
理

論
と
実

用
・

実
践

の
両

面
か
ら

深
く

探
求

し
、
新

た
な
価

値
を

創
造

す
る

た
め
に

必
要

と
な

る
教
育

と
研
究

指
導

を
行

う
。

　
創
造

力
・

統
合
力

・
問
題

解
決

力
を
身

に
付
け

、
高

い
専
門

性
と
新

た
な
価

値
を

創
造
す

る
能
力

を
修

得
さ
せ

る
た
め

、
平

成
3
0
年

度
以
降

入
学
者

カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
に
基

づ
き

授
業
科

目
の
開

講
及

び
研
究

指
導
を

行
っ
た

。
　
ま
た

、
修

士
課
程

で
は
長

岡
市

と
本
学

の
共
同

事
業

で
あ
る

「
イ
ノ

ベ
ー
タ

ー
育

成
プ
ロ

グ
ラ
ム

」
を

継
続
実

施
す
る

と
と

も
に
、

博
士

（
後
期

）
課

程
で
は

２
年
連

続
で

２
人
の

博
士
号

の
学

位
取
得

者
を
輩

出
し
た

。

b
b

(
3
)

入
学

者
受

入
方

針
(
3
)

入
学

者
受

入
方

針

3
ア

　
目

的
意

識
や
向

学
心
が

高
く
、

優
れ
た

資
質

を
有

す
る
多

様
な
学

生
を
受

け
入
れ

る
た
め

、
ア

ド
ミ

ッ
シ
ョ

ン
ポ
リ

シ
ー
を

明
確
に

示
し
た

上
で

、
総

合
型

選
抜
、

学
校
推

薦
型
選

抜
、
一

般
選

抜
の

3
つ

の
種
類

の
入
学

試
験
を

実
施
す

る
こ
と

と
し

、
各

入
学

試
験
に

お
い
て

定
め
る

求
め
る

人
物

像
に

即
し
た

選
考
を

行
う
。

3
ア
　

令
和
５

年
度
か

ら
の
新

た
な
ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ
ー

に
基
づ

き
、

総
合

型
選

抜
、
学

校
推

薦
型

選
抜
及

び
一
般

選
抜

ご
と

に
定

め
る
求

め
る

人
物

像
に
則

し
た
入

学
者

を
確

保
す

る
た
め

に
入

試
実

施
方
法

を
検
証

、
評

価
し

つ
つ

、
そ
れ

ぞ
れ

の
入

学
試
験

を
確
実

に
実

施
す

る
。

出
願
手

続
き

に
つ

い
て
は

、
受
験

生
の

利
便

性
向

上
の
た

め
、

イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
出

願
シ

ス
テ

ム
を

導
入
す

る
。

ア
　
ア

ド
ミ

ッ
シ
ョ

ン
ポ
リ

シ
ー

に
基
づ

き
各
選

抜
ご

と
の
求

め
る
人

物
像
に

即
し

た
入
学

者
確
保

に
向

け
、
入

試
委
員

会
で

入
試
実

施
方
法

の
検
証

及
び

評
価
を

行
い
、

次
年

度
の
入

学
者
選

抜
に

向
け
て

の
改
善

策
を
立

案
し

た
。

　
令
和

５
年

度
か
ら

イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
出

願
シ
ス

テ
ム

を
導
入

し
た
こ

と
に
よ

り
、

受
験
生

の
利
便

性
が

向
上
し

、
出
願

者
数

の
増
加

や
出
願

事
務
処

理
の

効
率
化

に
寄
与

し
た

。

b
b

4
イ
　

学
部
生

の
本
学

大
学
院

進
学
を
促

す
た

め
、

大
学

院
説
明

会
を
開

催
す

る
と

と
も

に
、
一

定
成

績
基

準
等
を

満
た
し

た
者

を
対

象
と

し
て
学

部
４

年
生

で
先
行

履
修
し

た
大

学
院

科
目

の
単
位

を
認

め
る

３
o
n
３

入
学
試

験
を

着
実

に
実

施
す
る

。
学

外
者

向
け
に

は
オ
ン

ラ
イ

ン
進

学
相

談
会
を

実
施

し
、

P
B
L
（

問
題

発
見

・
解

決
型
）

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
な
ど

の
本
学

大
学
院

の
特

色
を

ア
ピ

ー
ル
す

る
。

イ
　
本

学
学

部
生
対

象
の
対

面
で

の
大
学

院
説
明

会
1
回

、
学
内

外
を
対

象
と
し

た
オ

ン
ラ
イ

ン
説
明

会
、

オ
ン
デ

マ
ン
ド

で
の

大
学
院

説
明
動

画
の
公

開
を

行
い
、

本
学
大

学
院

の
特
色

を
ア
ピ

ー
ル

す
る
と

と
も

に
、
本

学
大

学
院
で

の
研
究

内
容

を
よ
り

分
か
り

や
す

く
伝
え

る
た
め

の
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
改

修
を
行

っ
た

。
修
士

課
程
1
9
人
、

博
士
（

後
期
）

課
程
５

人
の

志
願
者

が
あ
り

、
入

学
者
は

修
士
課

程
９

人
、
博

士
（
後

期
）
課

程
２

人
の
結

果
と
な

っ
た

。

b
b

通
番

中
期

計
画

通
番

R
５

　
年

度
計

画
計

画
の

実
施

状
況

等
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

13
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R
５
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評
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分

通
番
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期

計
画
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番

R
５
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施
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況

等
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

4
イ

　
高

大
接

続
改
革

の
趣
旨

に
の
っ

と
り
、

「
知

識
・

技
能
」

、
「
思

考
力
・

判
断
力

・
表
現

力
」

、
「
主

体
性
を

持
っ
て

多
様
な

人
々
と

協
働

し
て

学
ぶ
態

度
」
の

学
力
の

3
要

素
を
評

価
す
る

入
学

試
験

を
行

う
。
ま

た
、
新

学
習
指

導
要
領

に
対

応
し

た
入
試

制
度
を

整
備
す

る
。

5
ウ
　

す
べ
て

の
入
学

試
験
に

お
い
て
「

知
識

・
技

能
」

、
「
思

考
力
・

判
断

力
・

表
現

力
」
、

「
主

体
性

を
持
っ

て
多
様

な
人

々
と

協
働

し
て
学

ぶ
態

度
」

の
学
力

の
３
要

素
を

評
価

す
る

試
験
を

実
施

す
る

と
と
も

に
、
令

和
７

年
度

以
降

の
新
学

習
指

導
要

領
に
対

応
し
た

入
試

制
度

の
実

施
に
向

け
周

知
を

進
め
る

。

ウ
　
各

選
抜

ご
と
の

求
め
る

人
物

像
に
沿

っ
た
形

で
学

力
の
3
要

素
を
評

価
す
る

試
験

を
実
施

し
た
。

 
 
ま
た

、
令

和
7
年
度
以

降
の
新

学
習

指
導

要
領

に
対
応

し
た
一

般
選
抜

共
通
テ

ス
ト

利
用
科

目
に
つ

い
て

、
大
学

ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ
、
総

合
パ
ン

フ
レ
ッ

ト
等

で
周
知

し
た
。

b
b

5
ウ

　
本

学
の

教
育
内

容
へ
の

深
い
理

解
を
得

る
と

と
も

に
、
特

色
の
あ

る
教
育

環
境
を

周
知
す

る
た

め
、

受
験
生

の
立
場

に
立
っ

た
積
極

的
か
つ

多
様

な
広

報
活
動

を
展
開

す
る
。

6
エ
　

高
校
生

が
参
加

し
や
す

い
高
校
内

や
予

備
校

内
に

お
い
て

本
学
独

自
の

大
学

説
明

会
、
進

学
相

談
会

を
オ
ン

ラ
イ
ン

の
利

用
も

含
め

て
開
催

す
る
。

　
広

報
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
チ

ー
ム

に
て

作
成
し

た
広

報
計

画
に
基

づ
き
、

総
合

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
の

作
成
、

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

や
S
N
S
で
の
情

報
発

信
、
メ

デ
ィ

ア
へ
の

広
告
掲

載
等

の
広

報
活

動
を
展

開
す

る
。

エ
　
高

校
や

予
備
校

教
員
に

働
き

か
け
、

デ
ザ
イ

ン
や

美
術
、

建
築
な

ど
に
興

味
を

持
つ
生

徒
に
対

し
て

、
本
学

独
自
の

大
学

説
明
会

、
進
学

相
談
会

を
開

催
す
る

と
と
も

に
、

受
験
生

個
人
か

ら
の

見
学
や

オ
ン
ラ

イ
ン
相

談
を

積
極
的

に
受
け

入
れ

た
。

・
高
校

/
予
備
校

内
で
の

本
学
独

自
の

説
明

会
：

3
9
回
で

3
0
1
人

参
加

・
会
場

型
進

学
相
談

会
（
対

面
）

：
2
5
回

で
4
1
2
人

参
加

・
オ
ン

ラ
イ

ン
Q
&
A
：
4
回
で

1
7
9
人
参

加
・
個
人

見
学

/
相

談
：
2
0
人

 
 
そ
の

結
果

、
学
部

志
願
者

数
は

前
年
比

1
1
1
%
の

1
,
2
5
0
人

（
志

願
倍
率

5
.
4
倍
）

を
確
保

し
た
。

 
 
ま
た

、
年

間
広
報

計
画
に

基
づ

き
、
総

合
パ
ン

フ
レ

ッ
ト
や

プ
ロ

モ
ー
シ

ョ
ン

動
画
な

ど
の
広

報
媒

体
を
制

作
し
､
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

や
S
N
S
､

イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
広

告
等
で

広
報

活
動
を

行
っ
た

。

b
b

7
オ
　

受
験
生

の
来
学

機
会
を

増
や
す
た

め
、

オ
ー

プ
ン

キ
ャ
ン

パ
ス
を

対
面

で
実

施
す

る
。
な

お
、

対
面

イ
ベ
ン

ト
へ
の

導
入

と
し

て
W
E
B
オ

ー
プ
ン

キ
ャ

ン
パ
ス

を
開
催

す
る

。

オ
　
W
e
b
オ
ー
プ

ン
キ
ャ

ン
パ
ス

を
6
月
2
5
日
、
来

場
型

オ
ー
プ

ン
キ
ャ

ン
パ
ス

を
8
月
5
日
、

6
日

に
開
催

し
た

。
W
e
b
で
は

3
5
1
人

、
入
場

制
限
な

し
で
開

催
し

た
来
場

型
は
1
,
2
5
6
人
（

付
添

者
含

め
2
,
7
1
8
人
）

の
参
加

が
あ
っ

た
。

自
宅
か

ら
気
軽

に
参

加
で
き

る
こ
と

を
狙

い
W
e
b
型

を
行

い
、
そ

こ
か

ら
さ
ら

に
来
場

型
へ

と
誘
導

す
る
こ

と
で

、
本
学

へ
の
理

解
を
十

分
に

深
め
て

も
ら
う

こ
と

が
で
き

た
。

a
ウ
ェ

ブ
オ
ー

プ
ン

キ
ャ
ン

パ
ス

か
ら

来
場

型
オ
ー

プ
ン
キ

ャ
ン

パ
ス
へ

誘
導

す
る

流
れ

を
作

り
出

し
、
受

験
生

が
本
学

の
魅

力
を

よ
り

深
く

理
解

で
き
る

仕
組

み
づ
く

り
を

行
っ

て
い

る
。

積
極

的
な
魅

力
発

信
が
、

一
般

選
抜

5
.
7
8
倍

と
い
う

高
い
志

願
倍

率
に
結

び
つ

い
て

い
る

。

a

8
カ
　

本
学
に

対
す
る

理
解
を

深
め
て
も

ら
う

た
め
、

高
校
教

員
等
を

対
象

と
す

る
大

学
説
明

会
を

開
催

す
る
。

カ
　
全

国
の

高
校
、

予
備
校

教
員

を
対
象

と
し
た

大
学

説
明
会

を
オ
ン

ラ
イ
ン

で
4
回
開

催
し
、

延
べ
1
9
0
人
の
参

加
が
あ

っ
た

。
 
 
あ
わ

せ
て

、
県
内

外
の
高

校
、

予
備
校

の
訪
問

を
実

施
し
、

高
校
教

員
等
の

本
学

に
対
す

る
理
解

を
深

め
、
高

校
・
予

備
校

内
で
の

本
学
進

学
説
明

会
の

開
催
に

つ
な
げ

た
。

b
b

(
4
)

教
育

課
程

(
4
)

教
育

課
程

ア
　

学
士
課

程
ア

　
学
士

課
程

6
（

ア
）

現
行

の
カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
ポ
リ

シ
ー
及

び
カ

リ
キ

ュ
ラ
ム

を
検
証

し
、
科

学
技
術

の
進
歩

や
社

会
の

ニ
ー
ズ

の
変
化

へ
の
対

応
と
学

生
の
自

主
的

、
自

律
的

な
学
修

、
研
究

、
創
作

活
動
の

活
性

化
を

目
指
し

た
見
直

し
・
改

編
を
行

う
。

9
（
ア

）
造
形

学
部
を

「
デ
ザ

イ
ン
学
科

」
「

美
術
・

工
芸
学

科
」
「

建
築

・
環

境
デ

ザ
イ
ン

学
科
」

の
３
学

科
で
構

成
し

、
新

た
な

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
（

令
和
５

年
度
以

降
入

学
者

カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
）

を
実

施
す
る

。

（
ア
）

令
和

５
年
度

か
ら
造

形
学

部
は
３

学
科
体

制
で

ス
タ
ー

ト
し
、

３
つ
の

ポ
リ

シ
ー
に

基
づ
く

新
た

な
カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
を

実
施
す

る
と
と

も
に
、

学
部

２
年
次

か
ら
始

ま
る

各
学
科

専
門
科

目
等

の
授
業

運
営
に

向
け
て

授
業

計
画
、

担
当
教

員
及

び
運
営

方
法
な

ど
を

整
備
し

た
。

b
b

7
（

イ
）

「
造

形
・
表

現
」
と

し
て
の

デ
ザ
イ

ン
と

「
問

題
発
見

・
解
決

プ
ロ
セ

ス
」
と

し
て
の

デ
ザ

イ
ン

を
体
系

的
に
学

修
す
る

た
め
、

学
部
共

通
の

基
盤

教
育
と

各
学
科

の
専
門

教
育
の

そ
れ
ぞ

れ
に

お
い

て
適
切

な
科
目

構
成
と

授
業
計

画
を
整

備
す

る
。

1
0

（
イ

）
「
造

形
・
表

現
」
と

し
て
の
デ

ザ
イ

ン
と

「
問

題
発
見

・
解
決

プ
ロ

セ
ス

」
と

し
て
の

デ
ザ

イ
ン

の
学
修

に
向
け

て
、

新
た

な
カ

リ
キ
ュ

ラ
ム

の
導

入
教
育

と
し
て

「
発

想
・

着
想

概
論
」

、
「
発

想
・
着

想
演
習

」
、

「
基

礎
造

形
演
習

」
及

び
各

学
科
の

基
礎
演

習
を

開
講

す
る

。

（
イ
）

新
た

に
開
講

し
た
R
５
カ

リ
で

は
「

造
形

・
表
現

」
と
し

て
の
デ

ザ
イ
ン

と
「

問
題
発

見
・
解

決
プ

ロ
セ
ス

」
と
し

て
の

デ
ザ
イ

ン
の
接

続
を
図

る
初

年
次
基

礎
科
目

と
し

て
「
基

礎
造
形

演
習

」
、
「

発
想
・

着
想
概

論
」

、
「
発

想
・
着

想
演

習
」
及

び
各
学

科
の

基
礎
演

習
を
実

施
し
た

。

b
b

14
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実

施
状

況
等

評
価

区
分

通
番

中
期

計
画

通
番

R
５

　
年

度
計

画
計

画
の

実
施

状
況

等
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

1
1

（
ウ

）
地
域

社
会
、

地
域
の

企
業
等
と

連
携

し
た

「
地

域
協
創

演
習
」

、
「

イ
ン

タ
ー

ン
シ
ッ

プ
」

及
び

「
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
実

習
」

を
選

択
必
修

科
目

と
し

て
開
講

す
る
。

b
b

イ
　

大
学
院

課
程

イ
　

大
学

院
課
程

8
（

ア
）

現
行

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

を
検
証

し
、
科

学
技

術
の

進
歩
や

社
会
の

ニ
ー
ズ

の
変
化

を
踏
ま

え
た

必
要

な
カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
の
見

直
し
を

行
う
。

1
2

（
ア

）
平
成

３
０
年

度
以
降

入
学
者
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

着
実
に

運
用
す

る
と

と
も

に
、

新
た
な

学
部

の
学

科
体
制

及
び
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

始
動
を

踏
ま

え
、

学
部
と

の
接
続

を
考

慮
し

た
カ

リ
キ
ュ

ラ
ム

の
改

編
に
向

け
引
き

続
き

検
討

を
行

う
。

（
ア
）

平
成

3
0
年
度

以
降
入

学
者

を
対
象

と
す
る

領
域

編
成
及

び
大
学

院
カ
リ

キ
ュ

ラ
ム
に

基
づ
き

授
業

科
目
を

開
講
し

た
。

　
ま
た

、
大

学
院
・

学
部
の

専
任

教
員
が

両
課
程

を
兼

担
す
る

こ
と
に

よ
り
教

育
研

究
の
ス

ム
ー
ズ

な
接

続
を
図

る
と
と

も
に

、
令
和

５
年
度

の
学
部

カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
完
成

年
度

で
あ
る

令
和
９

年
度

の
改
編

を
視
野

に
、
現

行
大

学
院
カ

リ
キ
ュ

ラ
ム

の
見
直

し
を
実

施
す

る
検
討

体
制
を

整
備
し

た
。

b
b

9
（

イ
）

高
度

な
専
門

性
の
追

求
や
、

「
造
形

・
表

現
」

と
し
て

の
デ
ザ

イ
ン
と

「
問
題

発
見
・

解
決

プ
ロ

セ
ス
」

と
し
て

の
デ
ザ

イ
ン
の

統
合
深

化
に

向
け

た
適
切

な
科
目

構
成
と

授
業
計

画
を
整

備
す

る
。

1
3

（
イ

）
創
造

力
・
統

合
力
・

問
題
解
決

力
を

身
に

付
け

、
高
い

専
門
性

と
新

た
な

価
値

を
創
造

す
る

能
力

を
備
え

た
人
材

を
育

成
す

る
た

め
、
修

士
課

程
で

基
礎
理

論
及
び

専
門

基
礎

能
力

を
学
修

す
る

「
基

礎
科
目

群
」
、

「
専

門
科

目
群

」
の
各

科
目

を
開

講
す
る

と
と
も

に
、

各
領

域
の

特
性
に

応
じ

て
専

門
性
を

深
め
る

「
領

域
科

目
群

」
の
研

究
科

目
を

開
講
す

る
。

 
ま

た
、

地
域
課

題
等

に
実

践
的
・

応
用

的
に
取

り
組
む

修
士
課

程
「
地

域
特

別
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

演
習
」

、
博
士

（
後
期

）
課

程
「

特
別

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
演
習

」
を
開

講
す

る
。

（
イ
）

修
士

課
程
科

目
と
し

て
、

基
礎
理

論
及
び

専
門

基
礎
を

学
修
す

る
「
基

礎
科

目
群
」

並
び
に

「
専

門
科
目

群
」
の

各
科

目
を
開

講
す
る

と
と
も

に
、

各
領
域

の
特
性

に
応

じ
て
専

門
性
を

深
め

る
「
領

域
科
目

群
」
を

開
講

し
た
。

 
 
ま
た

、
地

域
課
題

等
に
実

践
的

・
応
用

的
に
取

り
組

む
修
士

課
程

「
地
域

特
別

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

演
習

」
、
博

士
（
後

期
）

課
程
「

特
別
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

研
究
演

習
」
を

開
講

し
た
。

　
く
わ

え
て

、
効
果

的
に
オ

ン
ラ

イ
ン
を

活
用
し

、
対

面
と
組

み
合
わ

せ
て
授

業
の

実
施
や

研
究
発

表
を

行
っ
た

。

b
b

（
ウ
）

地
域

の
企
業

等
と
の

連
携

授
業
を

実
施
し

、
全

体
で
3
3
0
人

を
超

え
る
多

く
の

学
生
が

取
り
組

ん
だ

。
 
「

地
域

協
創
演

習
」
で

は
1
6
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
延

べ
2
5
0
人

が
受

講
し

た
。

 
「

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
実
習

」
で
は

、
大

学
を

通
し

て
実
施

す
る
公

募
型
の

1
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

に
3
0
人

が
参
加

し
た

。
ま

た
、

学
生
が

直
接
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

に
参

加
す
る

自
主
活

動
型

に
は
1
4
人
が
参

加
し

た
。

 
「

イ
ン

タ
ー
ン

シ
ッ
プ

」
で
は

、
延

べ
1
6
0
人
が

企
業

等
が
実

施
す
る

イ
ン
タ

ー
ン

シ
ッ
プ

に
参
加

し
、

そ
の
う

ち
4
5
人

が
単

位
を
修

得
し

た
。

 
実

施
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
等

は
以
下

の
と

お
り

。
 
【

地
域

協
創
演

習
】

 
①

生
活

の
中
に

お
け
る

情
報
可

視
化

 
②

カ
カ

シ
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
 
③

ニ
ョ

ロ
ニ
ョ

ロ
の
知

ら
な
い

世
界

（
長

岡
高

専
と
の

コ
ラ
ボ

企
画
）

 
④

F
M
 
N
A
G
A
O
K
A
 
メ

デ
ィ
ア

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
 
⑤

U
p
c
y
c
l
e
 
p
r
o
j
e
c
t
 
「
T
h
e
 
ニ
ュ

ー
」

 
⑥

越
後

み
し
ま

竹
あ
か

り
街
道

2
0
2
3

 
⑦

S
F
プ

ロ
ト
タ

イ
ピ
ン

グ
の
実

践
 
⑧

地
域

お
こ
し

協
力
隊

の
準
隊

員
に

な
ろ

う
！

 
⑨

ラ
オ

ス
不
発

弾
汚
染

地
域
に

お
け

る
持

続
可

能
な
商

品
開
発

を
目
指

　
 
し
た

C
h
a
m
p
a
y
a
y
a
m
 
p
r
o
j
e
c
t

 
⑩

長
岡

ま
ち
づ

く
り
タ

ウ
ン
誌

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

：
街
ル

ポ
ブ
ッ

ク
制
作

 
⑪

楽
天

寄
付
講

座
：
1
0
 
年

後
の

長
岡
を

考
え
、

仮
説

検
証
す

る
 
⑫

い
い

こ
と
を

デ
ザ
イ

ン
す
る

「
か

い
し

ゃ
」

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

　
（
４

大
学

１
高
専

コ
ラ
ボ

企
画

）
 
⑬

旅
館

再
生
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

 
⑭

ア
ウ

ト
ド
ア

商
品
開

発
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 
⑮

ア
ー

テ
ィ
ス

ト
 
イ
ン
 
レ
ジ

デ
ン

ス
 
ア
ー
テ

ィ
ス

ト
制
作

ア
シ
ス

　
 
ト

 
⑯

D
I
N
O
S
 
C
O
R
P
O
R
A
T
I
O
N
新

商
品

開
発
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

 
【

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
実
習

（
公
募

型
）

】
 
①

フ
ェ

ニ
ッ
ク

ス
花
火

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
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自
己

評
価

R
５

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

通
番

中
期

計
画

通
番

R
５

　
年

度
計

画
計

画
の

実
施

状
況

等
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

(
5
)

教
育

方
法

(
5
)

教
育

方
法

1
0

ア
　

学
生
の

個
性
と

創
造
性

を
尊
重

し
、
自

主
的

、
自

律
的

な
自
己

学
修
力

を
高
め

る
こ
と

を
目

指
し

て
、
教

員
と
学

生
の
豊

か
な
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を
図

り
な
が

ら
、
少

人
数
教

育
を
行

う
。

1
4

ア
　

教
員
と

学
生
と

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
を

重
視

す
る
少

人
数
教

育
と

し
て

実
習

、
演
習

、
ゼ

ミ
を

実
施
す

る
。

　
ま

た
、
令

和
５
年

度
以

降
入

学
者

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
で

の
自
主

的
な
課

題
選

択
に

よ
る

授
業
運

営
を

開
始

す
る
。

ア
　
学

年
進

行
に
よ

る
専
門

性
の

深
化
と

連
動
し

、
教

員
と
学

生
の
効

果
的
な

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
を

重
視
す

る
少
人

数
教

育
と
し

て
、
実

習
、
演

習
及

び
ゼ
ミ

を
開
講

し
た

。
 
 
特
に

、
学

生
を
グ

ル
ー
プ

分
け

し
、
複

数
の
課

題
を

交
互
に

取
り
組

む
こ
と

に
よ

り
、
教

員
と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

を
取

り
な
が

ら
学
生

の
個
性

と
創

造
性
を

引
き
出

す
少

人
数
教

育
の
効

果
的

な
授
業

運
営
が

で
き
た

。

b
b

1
1

イ
　

学
生
の

広
い
視

野
を
育

み
、
教

育
効
果

を
高

め
る

た
め
、

関
連
す

る
授
業

科
目
間

の
連
携

を
強

化
し

た
複
合

的
な
教

育
を
行

う
。

1
5

イ
　

初
年
次

教
育
に

お
け
る

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

科
目

の
学

修
内
容

を
基
礎

造
形

演
習

等
に

接
続
す

る
な

ど
、

関
連
す

る
授
業

間
の

連
携

強
化

に
よ
っ

て
、

効
果

的
か
つ

複
合
的

な
授

業
を

実
施

す
る
。

　
ま

た
、
そ

れ
ら
の

円
滑

か
つ

効
果

的
な
実

施
に

向
け

、
大
学

院
生
・

学
部

生
を

テ
ィ

ー
チ
ン

グ
ア

シ
ス

タ
ン
ト

と
し
て

積
極

的
に

登
用

す
る
。

　
さ

ら
に
、

対
面
を

主
体

と
し

つ
つ

、
遠
隔

又
は

そ
の

併
用
の

授
業
形

態
を

有
効

的
に

活
用
す

る
。

イ
　
初

年
次

教
育
に

お
け
る

コ
ン

ピ
ュ
ー

タ
科
目

の
学

修
内
容

を
基
礎

造
形
演

習
等

に
接
続

す
る
な

ど
、

関
連
す

る
授
業

間
の

連
携
強

化
に

よ
っ
て

、
効

果
的
か

つ
複
合

的
な

授
業
を

実
施
し

た
。

　
ま
た

、
大

学
院
生

・
学
部

生
を

テ
ィ
ー

チ
ン
グ

ア
シ

ス
タ
ン

ト
と
し

て
積
極

的
に

登
用
し

、
円
滑

か
つ

効
果
的

な
授
業

を
実

施
し
た

。
　
さ
ら

に
、

対
面
を

主
体
と

し
な

が
ら
録

画
や
画

面
共

有
な
ど

授
業
内

で
オ
ン

ラ
イ

ン
を
活

用
し
、

効
果

的
な
授

業
運
営

を
行

っ
た
。

b
b

1
2

ウ
　

地
域
の

企
業
、

高
等
教

育
機
関

、
自
治

体
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
等
と

連
携
し

、
地
域

の
様
々

な
課

題
に

取
り
組

む
実
践

的
な
教

育
を
行

う
。

1
6

ウ
　

地
域
社

会
、
地

域
の
企

業
、
高
等

教
育

機
関
、

自
治
体

等
と
連

携
す

る
「

地
域

協
創
演

習
」

を
は

じ
め
と

し
た
演

習
、

実
習

を
開

講
す
る

。

ウ
　
「

地
域

協
創
演

習
」
で

は
地

域
課
題

等
に
つ

い
て

1
6
の
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
を

組
み

立
て
、

全
体
で

2
5
0
人
を

超
え

る
多

く
の
学

生
が
取

り
組
ん

だ
。

　
ま
た

、
地

域
協
創

演
習
以

外
の

演
習
科

目
に
お

い
て

も
、
企

業
や
高

等
教
育

機
関

と
の
連

携
に
よ

り
課

題
設
定

の
も
と

授
業

を
実
施

し
た
。

　
実
施

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
等
は

以
下

の
と
お

り
。

【
地
域

協
創

演
習
】

①
生
活

の
中

に
お
け

る
情
報

可
視

化
②
カ
カ

シ
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

③
ニ
ョ

ロ
ニ

ョ
ロ
の

知
ら
な

い
世

界
（
長

岡
高
専

と
の

コ
ラ
ボ

企
画
）

④
F
M
 
N
A
G
A
O
K
A
 
メ
デ
ィ

ア
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

⑤
U
p
c
y
c
l
e
 
p
r
o
j
e
c
t
 
「
T
h
e
 
ニ

ュ
ー
」

⑥
越
後

み
し

ま
竹
あ

か
り
街

道
2
0
2
3

b
b

⑦
S
F
プ

ロ
ト

タ
イ
ピ

ン
グ
の

実
践

⑧
地
域

お
こ

し
協
力

隊
の
準

隊
員

に
な
ろ

う
！

⑨
ラ
オ

ス
不

発
弾
汚

染
地
域

に
お

け
る
持

続
可
能

な
商

品
開
発

を
目
指

 
 
し
た

C
h
a
m
p
a
y
a
y
a
m
 
p
r
o
j
e
c
t

⑩
長
岡

ま
ち

づ
く
り

タ
ウ
ン

誌
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
：

街
ル

ポ
ブ
ッ

ク
制
作

⑪
楽
天

寄
付

講
座
：

1
0
 
年
後
の

長
岡

を
考

え
、

仮
説
検

証
す
る

⑫
い
い

こ
と

を
デ
ザ

イ
ン
す

る
「

か
い
し

ゃ
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

 
 
（
４

大
学

１
高
専

コ
ラ
ボ

企
画

）
⑬
旅
館

再
生

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

⑭
ア
ウ

ト
ド

ア
商
品

開
発
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

⑮
ア
ー

テ
ィ

ス
ト
 
イ
ン

 
レ

ジ
デ

ン
ス
 
ア

ー
テ

ィ
ス
ト

制
作
ア

シ
ス

　
ト

⑯
D
I
N
O
S
 
C
O
R
P
O
R
A
T
I
O
N
新
商
品

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

【
そ
の

他
の

演
習
科

目
】

・
学
部

　
「

現
代
芸

術
論
」

に
て

、
新
潟

県
立
近

代
美

術
館
の

学
芸
員

　
に
よ

る
講

義
・
作

品
鑑
賞

解
説

を
同
館

で
実
施

1
3

エ
　

社
会
の

要
請
に

対
応
し

て
、
起

業
家
マ

イ
ン

ド
や

国
際
感

覚
を
醸

成
す
る

教
育
を

行
う
。

1
7

エ
　

起
業
家

マ
イ
ン

ド
を
醸

成
す
る
教

育
と

し
て
、

起
業
の

全
体
像

の
理

解
や

実
践

的
手
法

を
学

修
す

る
学
部

「
社
会

起
業

」
、

大
学

院
修
士

課
程

「
起

業
演
習

」
を
開

講
す

る
。

エ
　
起

業
の

概
要
と

手
続
き

等
を

学
修
す

る
学
部

科
目

「
社
会

起
業
」

及
び
起

業
計

画
を
立

案
す
る

修
士

課
程
科

目
「
起

業
演

習
」
を

開
講
し

た
。

 
ま

た
、

「
地
域

協
創
演

習
」
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お
い

て
チ
ー

ム
で
考

案
し
た

起
業

プ
ラ
ン

を
M
a
t
c
h
i
n
g
 
H
U
B
 
N
a
g
a
o
k
a
の
ビ

ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン

コ
ン
テ

ス
ト

で
発
表

し
た
。

b
b
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自
己

評
価

R
５

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

通
番

中
期

計
画

通
番

R
５

　
年

度
計

画
計

画
の

実
施

状
況

等
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

1
8

オ
　

国
際
感

覚
の
醸

成
や
デ

ザ
イ
ン
の

最
新

の
動

向
を

学
修
す

る
た
め

、
国

内
外

に
お

い
て
第

一
線

で
活

躍
す
る

講
師
を

招
聘

す
る

「
特

別
講
義

」
を

開
講

す
る
。

オ
　
各

学
科

と
も
、

国
内
外

に
お

い
て
第

一
線
で

活
躍

し
て
い

る
４
人

の
外
部

講
師

を
招
き

、
前
期

８
授

業
、
後

期
８
授

業
、

計
1
6
授

業
の
特

別
講
義

を
開

講
し
た

。
 
ま

た
、

客
員
教

授
が
講

義
と
と

も
に

、
実

演
を

交
え
た

授
業
を

実
施
す

る
こ
と

で
、

学
生
に

と
っ
て

刺
激

や
気
づ

き
の
機

会
を

提
供
し

た
。

b
b

1
4

オ
　

N
a
D
e
C
構
想

に
基
づ

き
、
市

内
高
等

教
育
機

関
の

間
で

そ
れ

ぞ
れ
の

専
門
性

を
生
か

し
た
授

業
連

携
を

行
う
。

1
9

カ
　

N
a
D
e
C
構
想

に
基
づ

き
、
長
岡

市
内
の

４
大

学
１
高

専
、
長

岡
市
、

産
業

界
等

か
ら

の
講
師

派
遣

に
よ

る
「
長

岡
学
」

を
着

実
に

開
講

す
る
と

と
も

に
、

単
位
互

換
制
度

に
よ

る
各

校
か

ら
の
履

修
者

の
受

入
れ
を

行
う
。

　
ま

た
、
「

地
域
協

創
演

習
」

の
他

大
学
等

と
の

共
同

実
施
を

推
進
す

る
。

カ
　
N
a
D
e
C
構
想

に
基
づ

き
、
長

岡
市

内
の

４
大

学
１
高

専
、
長

岡
市
、

産
業
界

等
か

ら
の
講

師
派
遣

に
よ

る
「
長

岡
学
」

を
開

講
し
た

。
単
位

互
換
制

度
に

よ
る
各

校
か
ら

の
履

修
者
の

受
入
れ

と
と

も
に
授

業
の
市

民
等
へ

の
公

開
に
つ

い
て
検

討
し

、
次
年

度
は
米

百
俵

プ
レ
イ

ス
ミ
ラ

イ
エ
長

岡
に

て
授
業

を
一
般

公
開

す
る
こ

と
を
決

定
し

た
。

 
 
ま
た

、
長

岡
工
業

高
等
専

門
学

校
の
「

ア
ン
ト

レ
プ

レ
ナ
ー

シ
ッ
プ

演
習
」

と
の

合
同
授

業
を
「

地
域

協
創
演

習
」
に

て
実

施
し
、

異
な
る

分
野
の

学
生

が
デ
ザ

イ
ン
思

考
を

も
と
に

混
成
チ

ー
ム

で
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
に
取

り
組

み
、
成

果
を
発

表
し

た
。

b
b

(
6
)

成
績

評
価

(
6
)

成
績

評
価

1
5

　
各

授
業
科

目
に
つ

い
て
達

成
目
標

、
授
業

計
画

、
成

績
評

価
基
準

等
を
シ

ラ
バ
ス

に
明
示

の
上

、
厳

正
な

成
績
評

価
を
行

う
と
と

も
に
、

学
位

授
与

基
準
に

基
づ
き

厳
格
に

学
位
授

与
を
行

う
。

2
0

　
各

授
業
科

目
に
つ

い
て
シ

ラ
バ
ス
を

作
成

し
、

授
業

計
画
、

達
成
目

標
、

成
績

評
価

基
準
等

を
学

生
に

明
示
す

る
。

　
ま

た
、
厳

正
な
成

績
評

価
に

基
づ

き
学
位

授
与

を
行

う
。

　
各
科

目
に

て
担
当

教
員
が

シ
ラ

バ
ス
の

見
直
し

を
行

い
、
そ

れ
を
学

生
に
明

示
し

た
上
で

、
厳
正

な
成

績
評
価

を
実
施

す
る

と
と
も

に
学
位

を
授
与

し
た

。
　
ま
た

、
デ

ィ
プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ

ー
の
達

成
を
意

識
し

、
卒
業

研
究
、

特
別
研

究
の

成
績
評

価
基
準

を
シ

ラ
バ
ス

に
明
示

し
、

こ
れ
に

基
づ
き

成
績
評

価
を

行
っ
た

。

b
b

2
教

育
の

実
施

体
制

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

2
教

育
の

実
施

体
制

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

(
1
)

教
員

の
適

切
な

配
置

と
教

育
力

の
向

上
(
1
)

教
員

の
適

切
な

配
置

と
教

育
力

の
向

上

1
6

ア
　

教
育
研

究
体
制

の
充
実

と
き
め

細
や
か

な
指

導
体

制
を
実

現
し
、

教
育
研

究
力
の

向
上
を

図
る

た
め

、
学
部

、
大
学

院
を
通

じ
た
全

学
的
な

見
地

か
ら

、
専
門

性
を
生

か
し
つ

つ
、
均

衡
に
も

配
慮

し
、

適
切
な

教
員
の

配
置
を

行
う
。

2
1

ア
　

採
用
計

画
に
基

づ
き
、

教
育
研
究

体
制

の
充

実
と

き
め
細

や
か
な

指
導

体
制

を
実

現
す
る

た
め
、

適
切
な

教
員
の

配
置

を
行

う
。

ア
　
造

形
学

部
の
各

学
科
の

現
状

に
合
わ

せ
た
適

切
な

採
用
活

動
を
行

い
、
令

和
６

年
４
月

１
日
付

け
で

採
用
す

る
３
人

の
専

任
教
員

を
決
定

し
た
。

ま
た

、
定
年

退
職
者

の
補

充
を
ベ

ー
ス
に

、
R
５

カ
リ
及

び
今
後

強
化
す

べ
き

分
野
へ

の
増
員

を
踏

ま
え
、

令
和
７

年
度

採
用
で

６
人
の

専
任
教

員
の

募
集
を

行
う
こ

と
を

決
定
し

た
。

b
b

1
7

イ
　

専
任
教

員
、
非

常
勤
講

師
の
採

用
に
当

た
り

、
各

分
野

の
最
前

線
で
活

躍
す
る

人
材
の

積
極

的
な

登
用
を

図
る
。

2
2

イ
　

学
部
共

通
専
門

科
目
、

各
学
科
専

門
科

目
、

大
学

院
科
目

等
に
お

い
て

、
各

分
野

の
最
前

線
で

活
躍

す
る
人

材
を
採

用
す

る
。

イ
　
現

役
デ

ザ
イ
ナ

ー
・
ア

ー
ト

デ
ィ
レ

ク
タ
ー

、
作

家
、
建

築
家
に

加
え
先

端
分

野
で
活

躍
す
る

デ
ジ

タ
ル
ア

ー
テ
ィ

ス
ト

等
、
多

方
面
で

活
躍
中

の
2
0
2
人

を
非
常

勤
講
師

と
し

て
採

用
し

た
。

b
b

1
8

ウ
　

優
れ
た

教
育
方

法
を
共

有
化
し

、
教
育

水
準

の
向

上
を
図

る
た
め

、
フ
ァ

カ
ル
テ

ィ
・
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ
ン

ト
活
動

を
推
進

す
る
。

2
3

ウ
　

教
育
方

法
の
共

有
や
教

育
水
準
の

向
上

を
目

的
と

し
、
フ

ァ
カ
ル

テ
ィ

・
デ

ィ
ベ

ロ
ッ
プ

メ
ン

ト
研

修
会
を

実
施
す

る
。

ウ
　
障

が
い

学
生
支

援
に
関

す
る

F
D
を
3
回

、
教

務
事
務

基
幹
シ

ス
テ
ム

に
関
す

る
F
D
を
１
回

、
生
成

系
A
I
に
関
す

る
F
D
を

1
回
、

就
職
進

路
に
関

す
る
F
D
を
1
回
、

学
生
支

援
に
関

す
る

F
D
を

1
回
、

ハ
ラ

ス
メ
ン

ト
防
止

に
関
す

る
F
D
を
１
回

、
教
務

系
D
X
に
関
す

る
F
D
を

1
回
、

情
報
セ

キ
ュ
リ

テ
ィ
に

関
す

る
F
D
を

1
回

、
化
学

物
質

の
取

扱
に

関
す
る

F
D
を
1
回

の
計

1
1
回
実

施
し

た
。

b
b

(
2
)

教
育

環
境

の
整

備
（

2
）

教
育

環
境

の
整

備

1
9

ア
　

「
キ
ャ

ン
パ
ス

ま
る
ご

と
デ
ザ

イ
ン
の

教
材

」
と

い
う

コ
ン
セ

プ
ト
の

下
、
費

用
対
効

果
や

既
存

の
施
設

設
備
の

有
効
活

用
に
留

意
し
つ

つ
、

時
代

の
性
能

水
準
等

に
即
し

、
教
育

効
果
の

高
い

施
設

設
備
の

整
備
を

行
う
。

2
4

      
ア
　

必
要
と

な
る
設

備
、

機
器

に
つ

い
て
、

時
代

の
潮

流
及
び

デ
ザ
イ

ン
を

考
慮

し
整

備
す
る

。
ア
　
学

生
の

能
動
的

な
学
修

を
目

指
す
R
５

カ
リ

と
の
連

動
を
考

慮
し
、

ア
イ
デ

ア
を

創
発
し

フ
レ
キ

シ
ブ

ル
な
授

業
運
営

を
促

進
す
る

演
習
室

什
器
の

入
替

、
自
主

学
習
を

は
じ

め
多
様

な
利
用

ニ
ー

ズ
に
対

応
す
る

図
書
館

空
間

の
再
整

備
な
ど

機
能

性
と
意

匠
性
を

兼
ね

備
え
た

施
設
整

備
を
行

う
と

と
も
に

、
エ
レ

ベ
ー

タ
ー
や

電
気
制

御
機

器
な
ど

の
老
朽

化
に
対

応
し

た
設
備

の
更
新

を
実

施
し
た

。
　
ま
た

、
第

４
ア
ト

リ
エ
棟

の
建

設
を
進

め
る
と

と
も

に
、
棟

内
の
ア

ト
リ
エ

や
教

室
に
整

備
す
る

什
器

や
設
備

の
具
体

的
仕

様
を
決

定
し

た
。

b
b
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５

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

通
番

中
期

計
画

通
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R
５

　
年

度
計

画
計
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の

実
施
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評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

2
0

イ
　

工
房
、

ア
ト
リ

エ
、
ス

タ
ジ
オ

、
コ
ン

ピ
ュ

ー
タ
室

、
プ
ロ

ト
タ
イ

ピ
ン
グ

ル
ー
ム

、
教

員
・

学
生
・

卒
業
生

作
品
の

展
示
ス

ペ
ー
ス

等
の

施
設

設
備
、

パ
ソ
コ

ン
の
ソ

フ
ト
ウ

ェ
ア
な

ど
の

維
持

管
理
・

更
新
・

整
備
を

適
切
に

行
う
。

2
5

イ
　

ア
ド
ビ

ク
リ
エ

イ
テ
ィ

ブ
ク
ラ
ウ

ド
等

の
教

育
、

研
究
に

必
要
と

な
る

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア
を

学
生

に
提

供
す
る

と
と
も

に
、

更
新

し
た

学
生
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト
「

パ
レ
ッ

ト
」

の
運

用
を

開
始
し

、
学

生
の

利
便
性

向
上
を

図
る

。
　
ま

た
、
工

房
、
ア

ト
リ

エ
、

プ
ロ

ト
タ
イ

ピ
ン

グ
ル

ー
ム
等

の
施
設

設
備

の
適

切
な

維
持
更

新
を

行
う

と
と
も

に
、
プ

ロ
ト

タ
イ

ピ
ン

グ
ル
ー

ム
に

は
多

学
年
・

多
学
科

で
構

成
す

る
学

生
ス
タ

ッ
フ

を
配

置
し
、

学
生
の

制
作

の
サ

ポ
ー

ト
等
を

行
う
。

イ
　
学

生
の

大
学
内

外
で
の

授
業

の
受
講

や
制
作

活
動

を
支
援

す
る
た

め
、
ア

ド
ビ

ク
リ
エ

イ
テ
ィ

ブ
ク

ラ
ウ
ド

、
Z
o
o
m
、
3
D
C
G
ソ
フ

ト
ウ
ェ

ア
等
を

継
続

し
て
無

料
で
提

供
し

た
。

　
ま
た

、
学

生
ポ
ー

タ
ル
サ

イ
ト

「
パ
レ

ッ
ト
」

の
更

新
に
伴

い
、
４

月
か
ら

本
格

運
用
を

開
始
す

る
と

と
も
に

、
学
生

各
自

の
ス
マ

ー
ト

フ
ォ
ン

を
用

い
た
出

席
登
録

の
仕

組
み
を

取
り
入

れ
た

。
　
さ
ら

に
、

プ
ロ
ト

タ
イ
ピ

ン
グ

ル
ー
ム

で
は
、

昨
年

度
に
引

き
続
き

専
門
の

職
員

の
ほ
か

多
学
年

・
学

科
で
構

成
す
る

学
生

ス
タ
ッ

フ
を
配

置
し
、

学
生

に
よ
る

自
立
的

な
機

材
や
工

房
の
管

理
・

運
営
の

実
施
及

び
他
学

生
の

制
作
サ

ポ
ー
ト

等
を

行
っ
た

結
果
、

作
品

制
作
に

お
い
て

効
率
的

、
効

果
的
に

稼
働
す

る
よ

う
に
な

っ
た
。

b
b

2
6

ウ
　

学
生
の

意
見
を

取
り
入

れ
た
図
書

館
利

用
方

法
の

見
直
し

を
行
う

。
ウ
　
学

生
ア

ン
ケ
ー

ト
、
図

書
館

カ
ウ
ン

タ
ー
学

生
ア

ル
バ
イ

ト
の
意

見
を
取

り
入

れ
な
が

ら
、
以

下
を

実
施
し

た
。

・
声
を

出
し

て
デ
ィ

ス
カ
ッ

シ
ョ

ン
等
が

で
き
る

ス
ペ

ー
ス
の

設
置

・
個
人

ブ
ー

ス
の
増

設
・
複
数

人
で

視
聴
可

能
な
視

聴
覚

ブ
ー
ス

の
設
置

（
既

存
ブ
ー

ス
は
老

　
朽
化

の
た

め
撤
去

）
・
ネ
ッ

ト
か

ら
の
貸

出
延
長

申
請

受
付

・
新
着

図
書

コ
ー
ナ

ー
の
増

設
（

新
着
図

書
を
手

に
取

り
や
す

く
）

・
要
望

の
多

か
っ
た

小
説
の

購
入

b
b

(
3
)

教
育

活
動

の
評

価
及

び
改

善
(
3
)

教
育

活
動

の
評

価
及

び
改

善

2
1

　
教

育
活
動

に
対
す

る
自
己

点
検
・

評
価
、

長
岡

市
公

立
大
学

法
人
評

価
委
員

会
及
び

認
証
評

価
機

関
の

外
部
評

価
、
学

生
に
よ

る
授
業

評
価
等

を
実

施
し

、
必
要

な
教
育

活
動
の

改
善
を

行
う
。

2
7

　
よ

り
良
い

授
業
運

営
に
向

け
て
全
学

生
を

対
象

と
し

た
授
業

評
価
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
す
る

と
と

も
に

、
集
計

結
果
及

び
学

生
の

声
に

対
す
る

担
当

教
員

の
コ
メ

ン
ト
を

学
生

に
公

開
す

る
。

　
ま

た
、
教

育
内
容

及
び

業
務

実
績

に
関
す

る
自

己
点

検
・
評

価
を
行

う
と

と
も

に
、

長
岡
市

公
立

大
学

法
人
評

価
委
員

会
及

び
大

学
教

育
質
保

証
セ

ン
タ

ー
に
よ

る
評
価

結
果

を
も

と
に

、
必
要

な
改

善
を

行
う
。

　
さ

ら
に
、

学
生
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

「
パ
レ

ッ
ト
」

を
活
用

し
た
学

生
の

学
修

成
果

・
履
歴

の
可

視
化

に
向
け

た
検
討

を
行

う
と

と
も

に
、
分

析
ツ
ー

ル
を
用

い
て
教

育
成

果
の

検
証

を
始
め

る
。

　
各
学

期
末

に
全
開

講
科
目

に
対

し
て
履

修
学
生

に
よ

る
授
業

評
価
ア

ン
ケ
ー

ト
を

行
い
、

そ
の
集

計
結

果
を
学

生
に
公

開
す

る
と
と

も
に
、

教
職
員

間
で

共
有
し

、
授
業

方
法

等
の
改

善
に
向

け
た

検
討
会

を
実
施

し
た
。

　
ま
た

、
卒

業
・
修

了
者
を

対
象

と
し
た

ア
ン
ケ

ー
ト

に
よ
り

在
学
期

間
中
を

通
し

た
教
育

・
研
究

に
関

す
る
評

価
や
意

見
を

聴
取
し

、
結
果

を
教
職

員
間

で
共
有

し
た
。

　
あ
わ

せ
て

、
業
務

実
績
に

関
す

る
自
己

評
価
を

行
う

と
と
も

に
、
長

岡
市
公

立
大

学
法
人

評
価
委

員
会

及
び
大

学
教
育

質
保

証
セ
ン

タ
ー
に

よ
る
評

価
結

果
を
も

と
に
見

直
し

を
行
い

、
概
ね

順
調

に
計
画

を
履
行

し
て
い

る
と

評
価
し

て
い
る

。
　
な
お

、
学

生
ポ
ー

タ
ル
サ

イ
ト

「
パ
レ

ッ
ト
」

の
機

能
を
用

い
て
学

生
の
学

修
成

果
の
可

視
化
に

取
り

組
む
と

と
も
に

、
大

学
の
教

育
成
果

に
つ
い

て
大

学
デ
ー

タ
集
約

シ
ス

テ
ム
「

I
R
Q
u
A
」

（
イ

ル
カ
）

を
導
入

し
、
外

部
の

専
門
機

関
と
の

協
働

に
よ
り

デ
ー
タ

の
分

析
を
進

め
た
。

b
b
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自
己

評
価

R
５

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

通
番

中
期

計
画

通
番

R
５

　
年

度
計

画
計

画
の

実
施

状
況

等
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

(
4
)

教
育

研
究

組
織

の
見

直
し

(
4
)

教
育

研
究

組
織

の
見

直
し

2
2

　
デ

ザ
イ
ン

の
創
造

性
に
テ

ク
ノ
ロ

ジ
ー
の

発
展

性
を

掛
け
合

わ
せ
、

人
々
の

暮
ら
し

を
よ
り

楽
し

く
豊

か
に
す

る
こ
と

を
目
指

し
て
、

新
し
い

学
科

を
創

設
す
る

等
、
時

代
の
変

化
を
見

据
え
た

教
育

研
究

組
織
の

見
直
し

を
行
う

。

2
8

　
デ

ザ
イ
ン

の
領
域

拡
大
や

融
合
に
柔

軟
に

対
応

す
べ

く
、
造

形
学
部

を
「

デ
ザ

イ
ン

学
科
（

入
学

定
員

1
5
0
人

）
」

、
「

美
術

・
工
芸

学
科

（
入
学

定
員
3
0
人

）
」

、
「
建

築
・

環
境

デ
ザ

イ
ン
学

科
（
入

学
定
員

5
0
人
）

」
の

３
学

科
体

制
と
し

、
次

の
事

項
に
取

り
組
む

。
・
令

和
５
年

度
以
降

入
学

者
カ

リ
キ

ュ
ラ
ム

の
運

営 ・
学

生
募
集

活
動
及

び
入

学
試

験
の

実
施

・
適

切
な
人

員
配
置

・
新

校
舎
建

設
を
含

む
施

設
設

備
の

再
整
備

　
令
和

５
年

度
か
ら

ス
タ
ー

ト
し

た
３
学

科
体
制

の
も

と
、
以

下
の
項

目
に
つ

い
て

取
り
組

ん
だ
。

　
・
１

年
生

を
対
象

に
R
５
カ
リ

を
実

施
し

た
。

初
年
次

教
育
の

一
つ
と

　
　
し

て
、

「
発
想

・
着
想

概
論

」
、
「

発
想
・

着
想

演
習
」

を
開
講

　
　
し

、
理

論
と
実

践
を
通

じ
て

デ
ザ
イ

ン
思
考

の
考

え
方
や

ス
キ
ル

　
　
を

教
授

し
た
。

　
・
令

和
６

年
度
の

入
学
者

受
入

に
向
け

て
学
生

募
集

活
動
、

入
学
試

　
　
験

を
実

施
し
た

。
　
・
各

学
科

の
現
状

に
合
わ

せ
た

適
切
な

人
員
配

置
を

行
う
た

め
、
令

　
　
和

６
年

４
月
１

日
付
け

で
３

人
の
専

任
教
員

を
採

用
し
た

。
　
・
第

４
ア

ト
リ
エ

棟
等
整

備
に

係
る
基

本
設
計

及
び

実
施
設

計
に
基

 
 
 
 
づ

き
、

第
４
ア

ト
リ
エ

棟
の

建
設
に

着
手
し

た
。

ま
た
、

既
存
校

 
 
 
 
舎

の
教

室
・
備

品
の
再

整
備

に
つ
い

て
は
、

用
途

・
機
能

、
規
模

 
 
 
 
な

ど
に

応
じ
て

段
階
的

に
実

施
し
た

。

b
b

3
学

生
へ

の
支

援
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
3

学
生

へ
の

支
援

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

(
1
)

修
学

・
生

活
支

援
(
1
)

修
学

・
生

活
支

援

2
3

ア
　

担
任
制

度
等
を

通
じ
て

、
教
員

が
学
生

の
修

学
面

で
の
困

難
を
把

握
し
、

き
め
細

や
か
な

配
慮

、
助

言
、

指
導
を

行
う
。

2
9

ア
　

担
任
制

度
を
通

じ
て
、

教
員
が
学

生
の

修
学

面
で

の
困
難

を
把
握

し
、

き
め

細
や

か
な
指

導
を

行
う

。
　
ま

た
、
学

生
が
同

級
生

や
先

輩
と

つ
な
が

り
を

持
て

る
機
会

を
増
や

す
た

め
の

支
援

を
実
施

す
る
。

ア
　
担

任
制

度
を
通

じ
て
、

教
員

が
学
生

の
修
学

面
で

の
困
り

ご
と
に

対
し
臨

機
応

変
に
指

導
を
行

っ
た

。
保
護

者
会
の

支
援

に
よ
り

、
年
間

３
回
ま

で
飲

食
費
が

補
助
さ

れ
る

懇
親
会

で
は
、

１
年

か
ら
３

年
ま
で

合
同
の

懇
親

会
を
実

施
し
、

同
級

生
だ
け

で
な
く

他
学

年
と
縦

の
つ
な

が
り
を

持
て

る
機
会

を
作
っ

た
。

b
b

2
4

イ
　

学
生
の

心
身
の

健
康
と

生
活
上

の
様
々

な
悩

み
に

対
し
て

、
職
員

、
医
務

室
職
員

、
カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

が
連
携

し
、
き

め
細
や

か
な
支

援
を
行

う
。

ま
た

、
障
が

い
へ
の

配
慮
等

、
修
学

す
る
上

で
支

援
を

必
要
と

す
る
学

生
に
対

し
、
修

学
特
別

支
援

室
な

ど
に
よ

る
組
織

的
な
対

応
を
行

う
と
と

も
に

、
そ

の
利

用
方
法

に
つ
い

て
広
く

学
生
に

周
知

す
る

。

3
0

イ
　

学
生
の

心
身
の

健
康
と

生
活
上
の

悩
み

に
対

し
て

、
職
員

、
医
務

室
職

員
、

カ
ウ

ン
セ
ラ

ー
、

外
部

医
療
機

関
が
連

携
し

、
き

め
細

や
か
な

支
援

を
行

う
。

　
ま

た
、
令

和
４
年

度
に

策
定

し
た

S
O
G
I
に

関
す

る
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン
に

基
づ

き
、

合
理

的
配
慮

に
よ

る
修

学
環
境

の
改
善

に
つ

い
て

検
討

す
る
。

　
さ

ら
に
、

学
生
の

心
身

の
健

康
及

び
経
済

的
支

援
を

目
的
と

し
た
レ

ス
ト

ラ
ン

で
の

サ
ブ
ス

ク
リ

プ
シ

ョ
ン
サ

ー
ビ
ス

を
実

施
す

る
。

イ
　
カ

ウ
ン

セ
ラ
ー

、
学
生

支
援

課
、
修

学
特
別

支
援

室
合
同

の
カ
ン

フ
ァ
レ

ン
ス

実
施
を

通
じ
て

情
報

共
有
や

意
見
交

換
を

密
に
行

っ
た
こ

と
で
、

学
生

の
心
身

の
健
康

と
生

活
上
の

悩
み
に

対
し

、
個
別

の
状
況

に
応
じ

た
支

援
に
繋

が
っ
た

。
　
令
和

４
年

度
策
定

し
た
S
O
G
I
（

ソ
ジ
：

性
的
指

向
、

性
自
認

)
に

関
す

る
ガ
イ

ド
ラ

イ
ン
に

基
づ
く

合
理

的
配
慮

に
よ
る

修
学

環
境
の

改
善
に

つ
な
げ

る
た

め
、
学

生
へ
の

ア
ン

ケ
ー
ト

や
ヒ
ア

リ
ン

グ
を
実

施
し
、

学
生
に

対
す

る
呼
称

の
改
善

な
ど

を
全
教

員
に
呼

び
か

け
た
。

　
２
年

目
と

な
る
レ

ス
ト
ラ

ン
サ

ブ
ス
ク

サ
ー
ビ

ス
は

対
象
を

ラ
ン
チ

だ
け
で

な
く

夕
食
に

も
拡
大

し
、

昨
年
度

の
2
.
3
倍

と
な

る
延
べ

9
1
7
人

が
利
用

し
た

。

b
b

2
5

ウ
　

女
子
学

生
が
多

く
在
籍

す
る
状

況
を
踏

ま
え

て
、

学
内
生

活
環
境

の
整
備

、
心
身

の
健
康

保
持

、
防

犯
等

に
留
意

し
た
支

援
を
行

う
。

3
1

ウ
　

女
子
学

生
が
多

く
在
籍

す
る
状
況

を
踏

ま
え

て
、

学
内
生

活
環
境

の
整

備
及

び
サ

ー
ビ
ス

向
上

の
た

め
、
ヒ

ア
リ
ン

グ
を

行
い

、
有

益
な
ア

イ
デ

ア
に

つ
い
て

検
討
・

実
施

す
る

。
 
 
ま

た
、
学

生
が
体

験
し

た
不

審
者

情
報
を

共
有

す
る

た
め
の

シ
ス
テ

ム
及

び
警

察
と

連
携
し

た
講

習
実

施
に
よ

り
、
学

生
の

防
犯

意
識

を
高
め

る
。

ウ
　
年

間
を

通
じ
て

学
内
女

子
ト

イ
レ
に

無
料
の

生
理

用
品
設

置
を

行
っ
た

。
　
学
内

の
環

境
整
備

の
た
め

、
女

子
学
生

か
ら
ヒ

ア
リ

ン
グ
を

行
い
、

環
境
改

善
の

検
討
を

行
っ
た

。
　
不
審

者
情

報
共
有

シ
ス
テ

ム
の

周
知
を

図
る
と

と
も

に
、
長

岡
警
察

署
と
連

携
し

講
習
会

を
実
施

し
た

ほ
か
、

防
犯
ア

プ
リ

の
導
入

を
推
奨

し
た
。

b
b
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自
己

評
価

R
５

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

通
番

中
期

計
画

通
番

R
５

　
年

度
計

画
計

画
の

実
施

状
況

等
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

2
6

エ
　

学
内
生

活
環
境

、
課
外

活
動
等

に
対
す

る
要

望
な

ど
を
学

生
ア
ン

ケ
ー
ト

を
通
じ

て
把
握

し
、

明
ら

か
に
な

っ
た
課

題
に
つ

い
て
対

応
を
図

る
。

3
2

エ
　

昨
年
度

実
施
し

た
学
生

生
活
等
実

態
調

査
の

結
果

を
も
と

に
必
要

な
改

善
を

行
う

。
　
ま

た
、
キ

ャ
ン
パ

ス
ラ

イ
フ

を
よ

り
楽
し

く
快

適
に

す
る
こ

と
を
目

的
と

し
た

「
ハ

ッ
ピ
ー

キ
ャ

ン
パ

ス
ラ
イ

フ
デ
ザ

イ
ン

コ
ン

ペ
」

を
実
施

す
る
。

エ
　
昨

年
度

実
施
し

た
学
生

生
活

等
実
態

調
査
の

結
果

を
も
と

に
、
レ

ス
ト
ラ

ン
の

動
線
の

改
善
を

行
い

、
混
雑

時
の
待

ち
時

間
の
短

縮
に
つ

な
げ
た

。
　
学
生

か
ら

の
ア
ン

ケ
ー
ト

で
多

く
寄
せ

ら
れ
た

困
り

ご
と
を

解
決
す

る
テ
ー

マ
で

ハ
ッ
ピ

ー
キ
ャ

ン
パ

ス
ラ
イ

フ
デ
ザ

イ
ン

コ
ン
ペ

を
実
施

し
、
学

生
間

の
繋
が

り
を
構

築
す

る
ア
イ

デ
ィ
ア

が
寄

せ
ら
れ

、
次
年

度
以
降

実
施

に
つ
い

て
検
討

す
る

。

b
b

2
7

オ
　

学
生
に

対
し
、

日
本
学

生
支
援

機
構
奨

学
金

ほ
か

各
種
奨

学
金
制

度
に
つ

い
て
、

適
切
に

情
報

提
供

を
行
う

。
ま
た

、
保
護

者
会
・

校
友
会

と
連

携
し

、
作
品

展
示
や

コ
ン
ペ

へ
の
出

品
等
、

学
生

の
自

主
的
な

活
動
の

奨
励
・

支
援
を

行
う
と

と
も

に
、

優
秀
な

学
生
に

対
し
て

奨
励
金

を
伴
う

表
彰

を
実

施
す
る

。

3
3

オ
　

成
績
優

秀
な
学

生
に
対

し
て
奨
励

金
を

伴
う

表
彰

を
実
施

す
る
と

と
も

に
、

学
外

か
ら
寄

せ
ら

れ
る

各
種
奨

学
金
の

情
報

を
タ

イ
ム

リ
ー
に

学
生

に
提

供
す
る

。
 
 
ま

た
、
校

友
会
助

成
金

事
業

を
学

生
に
周

知
し
、

制
作
活

動
、
コ

ン
ペ

等
へ

の
出

展
を
支

援
す

る
。

オ
　
長

岡
造

形
大
学

優
秀
学

生
賞

規
程
に

基
づ
き

、
造

形
学
部

1
2
人
の

学
生
を

表
彰

し
、
副

賞
と
し

て
報

奨
金
を

贈
呈
し

た
。

ま
た
一

般
財
団

法
人
絆

基
金

か
ら
の

寄
付
金

を
も

と
に
、

成
績
が

次
点

の
学
生

に
対
し

「
絆
賞

」
を

贈
呈
し

た
。

　
案
内

の
あ

っ
た
奨

学
金
に

つ
い

て
、
「

パ
レ
ッ

ト
お

知
ら
せ

情
報
」

で
の
周

知
を

タ
イ
ム

リ
ー
に

行
っ

た
こ
と

に
よ
り

、
日

本
学
生

支
援
機

構
以
外

の
奨

学
金
へ

の
申
込

み
が

昨
年
度

よ
り
4
0
％
増

加
し
た

。
　
校
友

会
助

成
金
事

業
を
学

生
に

周
知
し

、
学
生

の
諸

活
動
に

対
し
５

件
の
助

成
を

行
っ
た

。

b
b

(
2
)

就
職

・
進

学
等

支
援

(
2
)

就
職

・
進

学
等

支
援

2
8

　
ア

　
学

生
が

早
期
か

ら
キ
ャ

リ
ア
形

成
へ
の

理
解

を
深

め
る
こ

と
が
で

き
る
よ

う
、
低

学
年
か

ら
キ

ャ
リ

ア
教

育
や
説

明
会
を

実
施
す

る
。

3
4

ア
 
 
１

年
次

か
ら
４

年
次
ま

で
、
学
年

に
応

じ
た

ガ
イ

ダ
ン
ス

、
キ
ャ

リ
ア

教
育

科
目

、
講
座

や
説

明
会

等
の
キ

ャ
リ
ア

教
育

を
実

施
す

る
。

　
ま

た
、
企

業
等
と

連
携

し
、

デ
ザ

イ
ン
に

関
連

す
る

講
座
を

実
施
す

る
。

講
座

や
説

明
会
に

は
低

学
年

の
参
加

も
推
奨

す
る

。

ア
　
１

年
次

か
ら
４

年
次
ま

で
、

学
年
に

応
じ
た

ガ
イ

ダ
ン
ス

を
実
施

し
た
。

２
年

後
期
、

３
年
前

期
に

は
キ
ャ

リ
ア
教

育
科

目
を
開

講
し

た
。
そ

の
ほ

か
、
業

界
研
究

講
座

、
就
職

対
策
講

座
、

ポ
ー
ト

フ
ォ
リ

オ
個
別

講
評

会
を
実

施
し
、

当
該

学
年
だ

け
で
な

く
低

学
年
の

学
生
の

参
加
も

推
奨

し
た
。

２
月
に

6
2
社

の
協
力

を
得
て

実
施

し
た
「

キ
ャ
リ

ア
研
究

フ
ェ

ス
」
に

は
２
年

次
、

３
年
次

の
学
生

を
中

心
に
約

2
7
0
人
の

学
生
が

参
加

し
た
。

b
b

2
9

イ
　

学
生
の

キ
ャ
リ

ア
形
成

を
支
援

す
る
た

め
、

イ
ン

タ
ー
ン

シ
ッ
プ

、
進
路

選
択
に

関
す
る

講
座

・
説

明
会

の
実
施

等
の
取

り
組
み

を
強
化

す
る

。
ま

た
、

教
員
の

キ
ャ
リ

ア
形
成

支
援
力

向
上

の
た

め
の
セ

ミ
ナ
ー

等
を
実

施
す
る

。

3
5

イ
　

キ
ャ
リ

ア
デ
ザ

イ
ン
セ

ン
タ
ー
に

お
い

て
、

流
動

的
か
つ

多
様
化

す
る

企
業

の
採

用
活
動

の
状

況
に

学
生
が

的
確
に

対
応

で
き

る
よ

う
、
個

別
予

約
シ

ス
テ
ム

を
活
用

し
て

随
時

相
談

を
受
け

付
け

る
。

ま
た
、

対
面
に

加
え

オ
ン

ラ
イ

ン
で
の

個
別

相
談

を
実
施

す
る
。

イ
　
面

談
予

約
シ
ス

テ
ム
、

オ
ン

ラ
イ
ン

ミ
ー
テ

ィ
ン

グ
ツ
ー

ル
を
活

用
し
、

２
人

の
キ
ャ

リ
ア
ア

ド
バ

イ
ザ
ー

を
中
心

に
個

別
相
談

・
面
接

練
習
・

履
歴

書
及
び

エ
ン
ト

リ
ー

シ
ー
ト

の
添
削

な
ど

、
学
生

個
々
の

進
捗
状

況
や

要
望
に

応
じ
た

支
援

を
実
施

し
た
。

b
b

3
6

ウ
　

求
人
検

索
シ
ス

テ
ム
を

活
用
し
、

求
人

情
報

や
イ

ン
タ
ー

ン
シ
ッ

プ
情

報
を

学
生

に
提
供

す
る
。

　
ま

た
、
学

生
と
の

面
談

内
容

を
登

録
、
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ
ン

セ
ン
タ

ー
内

で
共

有
し

、
効
率

的
な

就
職

指
導
に

つ
な
げ

る
。

ウ
　
求

人
検

索
N
A
V
I
や
パ
レ

ッ
ト

を
活
用

し
、
１

万
件

超
の
求

人
情

報
、
イ

ン
タ

ー
ン
シ

ッ
プ
情

報
、

会
社
説

明
会
の

案
内

及
び
就

活
イ
ベ

ン
ト
情

報
を

随
時
提

供
し
た

。
ま

た
、
共

有
し
た

面
談

記
録
を

も
と
に

キ
ャ
リ

ア
デ

ザ
イ
ン

セ
ン
タ

ー
内

で
指
導

方
法
の

検
討

を
行
っ

た
ほ
か

､
必
要
に

応
じ

教
員
と

も
情
報

の
共

有
と
意

見
交
換

を
行

い
､
適
切

な
求
人

の
提
供

及
び

学
生
へ

の
指
導

に
つ

な
げ
た

。

b
b

3
7

エ
　

イ
ン
タ

ー
ン
シ

ッ
プ
の

探
し
方
や

マ
ナ

ー
に

関
す

る
講
座

を
実
施

し
、

学
生

の
参

加
促
進

を
図

る
。

　
ま

た
、
県

内
で
の

就
職

に
対

す
る

意
識
の

向
上

を
図

る
た
め

、
公
募

型
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ
プ

を
企

画
し

、
実
施

す
る
。

エ
　
リ

ク
ナ

ビ
、
マ

イ
ナ
ビ

と
連

携
し
、

イ
ン
タ

ー
ン

シ
ッ
プ

の
検
索

の
仕
方

や
エ

ン
ト
リ

ー
方
法

な
ど

を
説
明

し
、
学

生
の

参
加
促

進
を

図
っ
た

。
長

岡
市
周

辺
及
び

県
内

の
企
業

７
社
と

「
公

募
型
イ

ン
タ
ー

ン
シ
ッ

プ
」

を
企
画

し
、
延

べ
６

人
の
学

生
が
参

加
し

た
。
ま

た
長
岡

市
体
験

型
イ

ン
タ
ー

ン
シ
ッ

プ
に

５
人
、

新
潟
県

土
木

部
イ
ン

タ
ー
ン

シ
ッ
プ

に
１

人
参
加

し
た
。

イ
ン

タ
ー
ン

シ
ッ
プ

に
延

べ
1
6
0
人

が
参
加

し
た
。

b
b

3
8

オ
　

学
生
が

大
学
で

得
た
造

形
表
現
力

や
課

題
解

決
プ

ロ
セ
ス

な
ど
、

学
び

や
気

付
き

を
就
職

活
動

で
ア

ピ
ー
ル

で
き
る

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の
制

作
支

援
講

座
を
実

施
す
る

。
　
ま

た
、
志

望
す
る

業
界

に
あ

っ
た

制
作
が

で
き

る
よ

う
、
先

輩
学
生

に
よ

る
ポ

ー
ト

フ
ォ
リ

オ
説

明
会

及
び
ア

ド
バ
イ

ス
会

を
実

施
す

る
。

オ
 
ポ
ー

ト
フ
ォ

リ
オ
作

成
講
座

を
５

回
、

個
別

講
評
会

を
４
回

実
施

し
、
延

べ
6
0
0
人

の
学
生

が
受
講

し
た

。
ま

た
、

就
職
内

定
者
に

よ
る

ポ
ー
ト

フ
ォ

リ
オ
プ

レ
ゼ
ン

会
を

２
回
実

施
し
、

下
級

生
の
ポ

ー
ト

フ
ォ
リ

オ
制

作
の
一

助
と
し

た
ほ

か
、
卒

業
生
か

ら
ポ

ー
ト
フ

ォ
リ
オ

の
提
供

を
受

け
、
学

生
が
最

新
の

も
の
を

閲
覧
で

き
る

よ
う
随

時
入
替

を
行
っ

て
い

る
。
ま

た
、
学

内
で

の
対
面

企
業
説

明
会

実
施
に

併
せ
企

業
デ
ザ

イ
ナ

ー
に
よ

る
ポ
ー

ト
フ

ォ
リ
オ

指
導
を

実
施

し
た
。

b
b

20



自
己

評
価

R
５

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

通
番

中
期

計
画

通
番

R
５

　
年

度
計

画
計

画
の

実
施

状
況

等
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

3
9

カ
　

キ
ャ
リ

ア
形
成

支
援
力

向
上
の
た

め
、

教
員

向
け

の
セ
ミ

ナ
ー
を

実
施

す
る

。
カ
　
キ

ャ
リ

ア
形
成

支
援
力

向
上

の
た
め

、
教
員

対
象

の
研
修

会
を
１

回
開
催

し
た

。
b

b

4
0

キ
　

企
業
と

学
生
の

マ
ッ
チ

ン
グ
を
図

る
た

め
、

企
業

の
採
用

担
当
者

、
大

学
の

教
員

及
び
就

職
支

援
担

当
者
を

対
象
と

す
る

情
報

交
換

会
等
に

参
加

し
、

就
職
情

報
に
関

し
て

相
互

理
解

を
深
め

る
。

な
お

、
新
学

科
体
制

を
求

人
企

業
等

に
ア
ピ

ー
ル

す
る

。

キ
　
媒

体
主

催
の
県

内
企
業

と
の

情
報
交

換
会
に

参
加

し
た
ほ

か
、

キ
ャ
リ

ア
研

究
フ
ェ

ス
開
催

時
に

参
加
企

業
と
情

報
交

換
を
行

っ
た
。

ま
た
、

２
月

の
卒
業

・
修
了

研
究

展
に
合

わ
せ
、

県
内

外
約
4
5
社

の
企

業
と
情

報
交

換
を
行

っ
た
。

b
b

4
1

ク
　

学
生
の

新
潟
県

内
及
び

長
岡
市
内

で
の

就
職

促
進

に
向
け

、
地
元

企
業

と
の

連
携

を
深
め

る
と

と
も

に
、
長

岡
市
が

推
進

す
る

N
A
G
A
O
K
A
 
W
O
R
K
E
R

（
ナ

ガ
オ
カ

ワ
ー
カ

ー
）

事
業

と
連

携
す
る

。

ク
　
N
A
G
A
O
K
A
 
W
O
R
K
E
R
（
ナ

ガ
オ

カ
ワ
ー

カ
ー
）

と
連

携
し
、

長
岡
に

進
出
し

た
企

業
に
学

生
１
人

が
就

職
し
た

ほ
か
、

長
岡

市
役
所

に
４
人

が
就
職

し
た

。
長
岡

市
と
協

力
し

、
市
内

に
進
出

を
検

討
し
て

い
る
企

業
と
情

報
交

換
会
を

２
回
行

っ
た

。
ま
た

N
I
F
P
（

N
A
G
A
O
K
A
 
W
O
R
K
E
R

I
N
T
E
R
N
 
F
R
A
M
E
 
P
R
O
J
E
C
T
）

と
連

携
し
、

N
A
G
A
O
K
A
 
W
O
R
K
E
R
の

働
き
方

を
活
用

し
た

長
期
有

償
イ
ン

タ
ー

ン
シ
ッ

プ
に
関

す
る

学
内
セ

ミ
ナ
ー

を
実
施

し
、

長
岡
技

術
科
学

大
学

生
、
長

岡
工
業

高
等

専
門
学

校
生
1
1

人
を
含

む
3
3
人
の
参

加
が
あ

っ
た

。

a
N
A
G
A
O
K
A
 
W
O
R
K
E
R
（

ナ
ガ

オ
カ

ワ
ー
カ

ー
）

や
N
I
F
P
（

N
A
G
A
O
K
A
 
W
O
R
K
E
R
 
I
N
T
E
R
N
 
F
R
A
M
E

P
R
O
J
E
C
T
）

と
連
携

し
て

、
新

潟
県
内

及
び

長
岡

市
内

で
の
就

職
促

進
に
向

け
て

継
続

的
な

取
組

を
行

っ
て
い

る
。

ま
た
、

初
開

催
の

学
内

セ
ミ

ナ
ー

で
は
学

外
の

学
生
も

含
め

た
学

生
3
3
名

の
キ
ャ

リ
ア
デ

ザ
イ

ン
を
支

援
し

た
。

各
取

組
の
成

果
が

、
地
元

へ
の

就
職

実
績

と
し

て
着

実
に
結

び
つ

い
て
い

る
。

a

3
0

ウ
　

教
員
が

、
研
究

室
に
所

属
す
る

学
生
を

は
じ

め
と

し
て
、

学
生
の

状
況
を

的
確
に

把
握
し

、
就

職
・

進
学
に

関
す
る

適
切
な

情
報
提

供
や
助

言
を

行
う

。

4
2

ケ
　

卒
業
研

究
指
導

教
員
を

は
じ
め
と

す
る

教
員

と
キ

ャ
リ
ア

デ
ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
が

連
携
し

、
学

生
の

就
職
活

動
・
起

業
の

状
況

把
握

、
適
切

な
情

報
提

供
、
助

言
を
行

う
。

ケ
　
キ

ャ
リ

ア
デ
ザ

イ
ン
セ

ン
タ

ー
会
議

で
学
生

の
進

路
決
定

状
況
及

び
就
職

活
動

支
援
状

況
を
共

有
す

る
と
と

も
に
、

卒
業

研
究
指

導
教
員

と
連
携

し
、

学
生
の

就
活
状

況
の

把
握
や

指
導
・

助
言

を
行
っ

た
。
教

員
が
主

導
し

、
関
係

の
あ
る

企
業

を
招
い

て
の
学

内
企

業
説
明

会
や
、

顕
著
な

活
躍

の
あ
る

卒
業
生

の
講

演
な
ど

も
実
施

し
た

。

b
b

4
国

際
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

4
国

際
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

3
1

（
1
）

　
国

際
交
流

協
定
締

結
校
と

の
交
換

留
学
、

連
携

事
業

、
単
位

互
換
等

を
推
進

す
る
。

4
3

（
1
）

　
ト

リ
ア
ー

応
用
科

学
大

学
（

独
）

と
の
交

換
留

学
を

実
施
す

る
。

　
新
型

コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感

染
症

の
５
類

移
行
に

伴
い

、
国
際

交
流
協

定
締
結

校
で

あ
る
ト

リ
ア
ー

応
用

科
学
大

学
と
の

交
換

留
学
の

ほ
か
、

漢
陽
大

学
の

ス
プ
リ

ン
グ
ス

ク
ー

ル
に
学

生
が
参

加
し

た
。

・
ト
リ

ア
ー

応
用
科

学
大
学

　
派

遣
３
人

、
受
入

２
人

・
漢
陽

大
学

ス
プ
リ

ン
グ
ス

ク
ー

ル
　
派

遣
１
人

　
こ
の

ほ
か

、
新
潟

県
内
４

公
立

大
学
（

新
潟
県

立
大

学
・
長

岡
造
形

大
学
・

三
条

市
立
大

学
・
新

潟
県

立
看
護

大
学
）

と
連

携
し
た

取
組

で
、
モ

ン
ゴ

ル
と
の

交
流
を

通
し

て
グ
ロ

ー
バ
ル

人
材

の
育
成

を
目
的

と
し
た

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
に
対

し
て

、
３
大

学
か
ら

1
0
人

が
選
抜

さ
れ
、

う
ち
本

学
か

ら
２
人

が
参
加

し
た

。
 
 
本
学

国
際

交
流
事

業
支
援

奨
学

金
規
程

に
よ
り

往
復

航
空
運

費
を
一

定
額
補

助
し

、
学
生

の
活
動

及
び

経
済
的

支
援
を

行
っ

た
。

b
b

3
2

（
2
）

　
学

生
の
国

際
的
視

野
の
拡

大
を
図

る
た
め

、
国

際
交

流
事
業

支
援
奨

学
金
制

度
の
活

用
等
に

よ
り

、
海

外
留

学
・
研

修
、
国

際
的
な

コ
ン
ペ

や
発

表
の

場
な
ど

へ
の
参

加
を
促

進
す
る

。

4
4

（
2
）

　
学

生
の
国

際
的
視

野
の

涵
養

及
び

海
外
活

動
の

思
索

に
つ
な

げ
、
自

主
的

な
活

動
を

促
進
す

る
た

め
、

各
地
の

最
新
情

報
、

留
学

情
報

等
を
提

供
す

る
と

と
も
に

、
国
際

交
流

事
業

支
援

奨
学
金

制
度

の
活

用
を
推

進
す
る

。

　
３
事

業
９

人
に
対

し
国
際

交
流

事
業
支

援
奨
学

金
を

給
付
し

た
。
ま

た
、
今

後
の

学
生
の

自
主
的

な
海

外
活
動

の
推
進

に
向

け
て
、

海
外
留

学
を
し

た
学

生
が
、

自
身
の

経
験

や
留
学

に
よ
り

得
た

も
の
を

発
表
す

る
機
会

を
必

ず
設
け

て
、
ほ

か
の

学
生
に

も
留
学

に
対

し
て
興

味
を

も
っ
て

も
ら

う
機
会

を
創
出

し
た

。
　
あ
わ

せ
て

、
本
学

外
国
出

身
教

員
の
ほ

か
、
そ

れ
ら

教
員
の

人
脈
を

活
か
し

た
台

湾
や
ス

イ
ス
の

大
学

講
師
に

よ
る
海

外
文

化
や
研

究
内
容

を
紹
介

す
る

講
座
を

実
施
し

、
学

生
に
最

新
の
海

外
事

情
を
知

る
機
会

を
提
供

し
た

。

a
奨
学

金
制
度

を
活

用
し
て

学
生

の
海

外
活

動
を

経
済

的
に
支

援
し

た
。

ま
た

、
海
外

留
学

経
験
者

に
よ

る
成

果
発

表
は
、

複
数
名

の
学

生
に
よ

る
合

同
発

表
会

に
す

る
と

と
も
に

、
昼

休
み
の

時
間

帯
に

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス
で

、
か

つ
ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

で
の

開
催

と
し

た
。
学

生
が

気
軽
に

参
加

で
き

る
よ

う
工

夫
を

行
い
、

多
く

の
学
生

に
海

外
活

動
を

知
る

機
会

を
提
供

し
た

。

a

3
3

（
3
）

　
留

学
生
の

受
入
れ

を
推
進

す
る
た

め
、
学

修
面

や
生

活
面
に

お
い
て

、
留
学

生
に
配

慮
し
た

環
境

・
制

度
を

整
備
す

る
。

4
5

（
3
）

　
留

学
生
が

安
全
か

つ
有

意
義

な
大

学
生
活

を
送

る
た

め
、
学

生
チ
ュ

ー
タ

ー
に

よ
る

サ
ポ
ー

ト
を

実
施

す
る
。

　
ト
リ

ア
ー

応
用
科

学
大
学

か
ら

の
特
別

研
究
生

１
人

、
特
別

聴
講
学

生
１
人

、
ブ

ラ
ジ
ル

か
ら
の

(
新

潟
県

)
県

費
留
学

生
１

人
の
合

計
３
人

の
留
学

生
に

対
し
て

、
そ
れ

ぞ
れ

１
人
の

チ
ュ
ー

タ
ー

を
配
置

し
て
留

学
生
を

サ
ポ

ー
ト
し

た
。

b
b
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自
己

評
価

R
５

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

通
番

中
期

計
画

通
番

R
５

　
年

度
計

画
計

画
の

実
施

状
況

等
評

価
委

員
に

よ
る

評
価

結
果

【
教

育
の

成
果

に
関

す
る

指
標

の
目

標
値

】
【

教
育

の
成

果
に

関
す

る
指

標
の

目
標

値
】

①
・

志
願

倍
率

　
３
倍

　
<
志

願
者

/
募

集
定
員

(
一

般
)
>
：

毎
年

度
①

・
志

願
倍
率

　
３
倍

　
<
志

願
者
/
募
集

定
員

(
一

般
)
>

・
志
願

倍
率

　
5
.
7
8
倍
　
<
志
願

者
7
5
2
人

/
募
集

定
員
1
3
0
人
(
一

般
)
>

1
0
0
％

超
目
標

値
を
上

回
っ

て
い
る

。
年

度
計

画
を
上

回
る

②
・

学
生

の
授

業
内
容

満
足
度

　
4
.
0
以
上

　
<
５

段
階

評
価

>
：

毎
年

度
②

・
学

生
の
授

業
内
容

満
足
度

　
4
.
0
以
上
　

<
５
段

階
評

価
>

・
学
生

の
授

業
内
容

満
足
度

　
前
期

：
4
.
4
9
　
　

後
期
：

4
.
5
6

　
年
間

平
均

 
 
4
.
5
3
 
<
5
段
階
評

価
>

 　
毎
年

全
科

目
に
お

い
て
実

施
す

る
授
業

評
価
ア

ン
ケ

ー
ト
（

5
段

階
評

価
）
で

の
設

問
「
授

業
指
導

内
容

に
満
足

で
き
ま

し
た

か
」
に

対
し
て

の
回
答

1
0
0
％

超
目
標

値
を
上

回
っ

て
い
る

。
年

度
計

画
を
上

回
る

③
・

大
学

院
の

入
学
者

数
　
修

士
1
5
人

、
博
士

3
人

：
毎

年
度

③
・
大

学
院
の

入
学
者

数
　
修

士
1
5
人
、

博
士

3
人

・
大
学

院
の
入

学
者
数

　
修

士
9
人
、
博

士
2
人

6
0
％

以
上

8
0
％

未
満

よ
り

効
果
的

な
学

生
募
集

の
方

法
等

を
検

討
さ

れ
、

大
学
院

に
つ

い
て
も

入
学

者
の

確
保

に
努

め
ら

れ
た
い

。

年
度

計
画

を
十

分
に

実
施

せ
ず
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自
己

評
価

R
５

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

第
2
　

研
究

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

第
2

研
究

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

1
研

究
の

内
容

及
び

水
準

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

1
研

究
の

内
容

及
び

水
準

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

3
4

（
1
）

　
デ

ザ
イ
ン

の
役
割

や
対
象

領
域
の

拡
大
を

探
求

す
る

研
究
、

実
用
性

・
実
践

性
の
高

い
研
究

、
複

数
専

門
領
域

の
教
員

等
が
共

同
で
実

施
す
る

学
際

的
な

研
究
な

ど
、
先

進
的
で

質
の
高

い
研
究

に
対

し
、

特
別
研

究
費
等

を
通
じ

て
重
点

的
に
支

援
す

る
。

4
6

（
1
）

　
特

別
研
究

費
に
お

い
て

は
、

デ
ザ

イ
ン
の

役
割

や
対

象
領
域

の
拡
大

を
探

求
す

る
研

究
、
実

用
性
・

実
践
性

の
高
い

研
究

、
複

数
専

門
領
域

の
教

員
等

が
共
同

で
実
施

す
る

学
際

的
な

研
究
な

ど
、

先
進

的
で
質

の
高
い

研
究

を
優

先
的

に
採
択

す
る

こ
と

と
し
、

重
点
的

に
支

援
す

る
。

　
特

別
研
究

費
の
申

請
は

、
外

部
競

争
的
資

金
応

募
を

前
提
と

し
た
計

画
と

す
る

こ
と

で
、
研

究
の

質
の

確
保
及

び
外
部

資
金

の
獲

得
を

推
進
す

る
。

　
研
究

の
質

の
向
上

や
外
部

研
究

資
金
の

獲
得
を

促
進

す
る
た

め
、
特

別
研
究

費
の

申
請
時

に
外
部

研
究

資
金
獲

得
の
計

画
を

含
め
る

こ
と
を

条
件
と

し
て

募
集
を

行
っ
た

。
申

請
内
容

を
精
査

し
た

上
で
、

特
別
研

究
か
ら

外
部

研
究
資

金
の
獲

得
に

つ
な
が

り
、
さ

ら
に

質
の
高

い
研
究

に
発
展

す
る

可
能
性

の
あ
る

も
の

を
3
件
採

択
し

た
。

b
b

3
5

（
2
）

　
教

員
の
研

究
意
欲

を
向
上

し
、
研

究
の
活

性
化

を
図

る
た
め

、
教
員

顕
彰
制

度
を
実

施
す
る

。
4
7

（
2
）

　
優

れ
た
成

果
を
挙

げ
た

教
員

に
対

し
、
教

員
顕

彰
制

度
に
よ

り
表
彰

を
行

う
。

な
お

、
申
請

条
件

は
外

部
競
争

的
資
金

で
の

研
究

（
応

募
も
含

む
）

又
は

共
同
・

受
託
研

究
を

行
っ

た
者

か
つ
各

種
の

受
賞

、
学
会

等
で
の

実
績

、
制

作
活

動
に
お

け
る

実
績

等
で
優

れ
た
評

価
を

受
け

た
者

と
す
る

。

　
各
教

員
か

ら
提
出

さ
れ
た

教
員

顕
彰
制

度
の
申

請
内

容
を
精

査
し
、

外
部
競

争
的

資
金
へ

の
応
募

実
績

が
あ
り

か
つ
各

種
の

受
賞
、

学
会
等

で
の
実

績
、

制
作
活

動
に
お

け
る

実
績
等

で
優
れ

た
教

員
1
2
人

を
表
彰

し
た
。

学
内

外
へ
発

信
す
る

こ
と

で
、
今

後
の
研

究
意

欲
向
上

及
び
活

性
化
を

図
っ

た
。

b
b

3
6

（
3
）

　
職

員
・
学

生
の
研

究
意
欲

を
高
め

る
た
め

の
環

境
・

制
度
の

整
備
を

図
り
つ

つ
、
地

域
課
題

解
決

に
向

け
た
研

究
や
企

業
等
と

連
携
し

た
研
究

を
推

進
す

る
。

4
8

（
3
）

　
地

域
協
創

セ
ン
タ

ー
を

窓
口

と
し

、
地
域

課
題

解
決

に
向
け

た
研
究

や
企

業
等

と
連

携
し
た

研
究

を
推

進
す
る

。

　
地
域

協
創

セ
ン
タ

ー
を
窓

口
に

企
業
等

と
連
携

を
進

め
、
受

託
研
究

６
件
（

昨
年

度
８
件

）
、
共

同
研

究
1
0
件

（
昨
年

度
７

件
）
の

契
約
を

締
結
し

、
研

究
を
実

施
し
た

。
　
ま
た

、
燕

三
条
も

の
づ
く

り
メ

ッ
セ
、

M
a
t
c
h
i
n
g
 
H
U
B
 
 
N
a
g
a
o
k
a
、

M
a
t
c
h
i
n
g
 
H
U
B
北
陸

に
出
展

し
、

本
学
の

産
学
連

携
の

実
績
や

教
員
の

シ
ー
ズ

を
P
R
し
、
出

展
企
業

と
の

共
同
研

究
等
の

掘
り

起
こ
し

を
行
っ

た
。
そ

の
結

果
、
具

体
的
な

連
携

相
談
の

あ
っ
た

１
企

業
と
研

究
等
に

む
け
て

調
整

を
行
っ

て
い
る

。
　
相
談

を
受

け
る
だ

け
で
な

く
、

積
極
的

に
シ
ー

ズ
を

P
R
す
る

こ
と

で
、
連

携
の

機
会
を

増
や
す

こ
と

に
繋
げ

る
こ
と

が
で

き
た
。

a
受

託
研
究

、
共

同
研
究

と
も

に
継

続
的

に
推
進

し
、

着
実

に
成

果
を
出

し
て

い
る

。
産

学
マ
ッ

チ
ン

グ
イ
ベ

ン
ト

の
出

展
等

に
よ

り
、

企
業

の
ニ

ー
ズ
把

握
や

産
学

連
携

の
実

績
、

教
員

の
シ

ー
ズ
の

積
極

的
な

発
信

を
行

い
、

産
学

マ
ッ

チ
ン
グ

を
促

進
し

た
。

a

2
研

究
の

成
果

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

2
研

究
の

成
果

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

3
7

（
1
）

　
卒

業
・
修

了
研
究

展
を
は

じ
め
と

す
る
公

開
の

展
示

会
や
事

業
等
を

通
じ
て

、
教
員

や
学
生

の
研

究
成

果
の
発

表
を
積

極
的
に

行
う
。

4
9

（
1
）

　
学

生
の
研

究
成
果

の
発

表
の

場
と

し
て
卒

業
・

修
了

研
究
展

を
着
実

に
実

施
す

る
。

　
ま

た
、
教

員
の
教

育
研

究
成

果
を

発
表
す

る
教

員
作

品
展
を

実
施
す

る
。

　
卒
業

・
修

了
研
究

展
で
は

3
,
5
0
0
人

を
超

え
る

一
般
来

場
者
の

入
場
を

受
け
入

れ
、

卒
業
・

修
了
研

究
の

成
果
を

広
く
発

表
し

た
。

　
ま
た

、
博

士
（
後

期
）
課

程
学

生
の
新

潟
県
立

近
代

美
術
館

で
の
展

示
、
学

部
映

像
作
品

の
米
百

俵
プ

レ
イ
ス

ミ
ラ
イ

エ
長

岡
で
の

上
映
を

実
施
す

る
こ

と
で
、

大
学
広

報
に

つ
な
が

る
学
生

の
成

果
発
表

の
機
会

と
な
っ

た
。

　
く
わ

え
て

、
本
学

展
示
館

に
て

、
大
学

院
教
員

の
教

育
研
究

成
果
を

発
表
す

る
教

員
作
品

展
を
開

催
し

、
約
5
3
0
人
の

来
場
者

を
受
け

入
れ
る

と
と
も

に
、

3
0
周
年

記
念
事

業
を

見
据
え

て
、
テ

ク
ノ

ロ
ジ
ー

×
デ
ザ

イ
ン
領

域
に

関
連
す

る
教
員

及
び

学
生
に

よ
る
校

舎
壁

面
へ
の

プ
ロ

ジ
ェ
ク

シ
ョ

ン
マ
ッ

ピ
ン
グ

を
実

施
し
、

幅
広
く

公
開

し
た
。

b
b

3
8

（
2
）

　
教

員
・
学

生
の
作

品
を
体

系
的
に

蓄
積
す

る
と

と
も

に
、
学

術
機
関

が
提
供

す
る
ウ

ェ
ブ
シ

ス
テ

ム
を

活
用
し

、
学
術

情
報
や

研
究
成

果
の
公

開
を

行
う

。

5
0

（
2
）

　
学

部
の
「

卒
業
研

究
」

及
び

大
学

院
の
「

特
別

研
究

」
の
成

果
を
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
で

蓄
積
・

公
開

す
る

。

 
 
卒
業

・
修

了
研
究

展
の
特

設
W
e
b
サ

イ
ト

に
て

、
学
生

の
研
究

成
果
を

蓄
積
・

公
開

し
た
。

b
b

5
1

（
3
）

　
学

術
情
報

や
教
員

の
研

究
成

果
を

ウ
ェ
ブ

シ
ス

テ
ム

（
長
岡

造
形
大

学
リ

ポ
ジ

ト
リ

）
で
蓄

積
・

公
開

す
る
。

　
令
和

４
年

度
末
に

完
成
し

た
研

究
紀
要

第
2
0
号

の
掲

載
論
文

の
う
ち

1
8
本
を

、
令

和
５
年

４
月
に

リ
ポ

ジ
ト
リ

へ
登
録

し
公

開
し
た

。
b

b

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
R

５
  

年
度

計
画

計
画

の
実

施
状

況
等

23



自
己

評
価

R
５

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
R

５
  

年
度

計
画

計
画

の
実

施
状

況
等

3
研

究
の

実
施

体
制

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

3
研

究
の

実
施

体
制

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

3
9

（
1
）

　
地

域
の
企

業
、
高

等
教
育

機
関
、

自
治
体

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

等
と
連

携
し
た

実
用
的

か
つ
実

践
的

な
研

究
を
実

施
す
る

。

5
2

（
1
）

　
地

域
協
創

セ
ン
タ

ー
を

窓
口

と
し

、
地
域

社
会

や
地

域
の
企

業
等
と

連
携

し
た

受
託

研
究
と

共
同

研
究

を
実
施

し
、
地

域
課

題
の

解
決

等
に
取

り
組

む
。

そ
の
際

に
、
N
a
D
e
C
構

想
に
よ

る
４

大
学
１

高
専
の

連
携
、

企
業
等

と
の

包
括

連
携

協
定
も

効
果

的
に

活
用
す

る
。

　
地
域

協
創

セ
ン
タ

ー
を
窓

口
に

企
業
等

と
連
携

を
進

め
、
受

託
研
究

６
件
（

昨
年

度
８
件

）
、
共

同
研

究
1
0
件

（
昨
年

度
７

件
）
の

契
約
を

締
結
し

、
研

究
を
実

施
し
た

。
［

再
掲
_
4
8
］

　
N
a
D
e
C
構
想
に

よ
る
連

携
で
M
a
t
c
h
i
n
g
 
H
U
B
 
N
a
g
a
o
k
a
を

開
催

し
、
大

学
シ
ー

ズ
の

紹
介
や

企
業
の

ニ
ー

ズ
の
把

握
及
び

マ
ッ

チ
ン
グ

を
行
う

こ
と
で

地
域

課
題
の

解
決
に

取
り

組
ん
だ

。
　
K
D
D
I
株
式

会
社
と

の
連
携

協
定

の
も
と

、
長
岡

工
業

高
等
専

門
学
校

と
の
持

続
可

能
性
社

会
の
構

築
を

テ
ー
マ

と
し
た

合
同

授
業
を

実
施
し

た
。

　
楽
天

グ
ル

ー
プ
株

式
会
社

及
び

長
岡
市

と
連
携

し
、

長
岡
未

来
デ
ザ

イ
ン
コ

ン
テ

ス
ト
（

地
域
の

魅
力

発
信
を

テ
ー
マ

）
を

開
催
し

た
。
学

生
が
他

大
学

の
学
生

と
と
も

に
参

加
し
た

。
　
他
団

体
等

と
連
携

し
、
実

施
し

て
い
る

事
業
等

へ
の

学
生
参

加
も
増

え
て
お

り
、

連
携
の

成
果
が

見
え

て
き
て

い
る
。

a
受

託
研
究

、
共

同
研
究

と
も

に
継

続
的

に
推
進

し
、

着
実

に
成

果
を
出

し
て

い
る

。
産

学
マ
ッ

チ
ン

グ
イ
ベ

ン
ト

の
出

展
等

に
よ

り
、

企
業

の
ニ

ー
ズ
の

把
握

や
産

学
連

携
の
実

績
、

教
員

の
シ

ー
ズ
の

積
極

的
な

発
信

を
行

い
、

産
学

マ
ッ

チ
ン
グ

を
促

進
し

た
。

ま
た

、
長

岡
工

業
高
等

専
門

学
校

と
の

合
同
授

業
や

長
岡

未
来

デ
ザ
イ

ン
コ

ン
テ

ス
ト

等
を
学

生
に

広
く

周
知

す
る
こ

と
で

、
学

生
が

学
外
の

団
体

や
学

生
と

意
欲
的

に
連

携
、

交
流

す
る
こ

と
の

で
き

る
環

境
づ
く

り
を

し
て

い
る

。

a

4
0

（
2
）

　
地

域
の
企

業
・
団

体
等
と

の
人
的

・
技
術

的
な

協
力

関
係
を

強
化
す

る
た
め

、
研
究

成
果
を

積
極

的
か

つ
効
果

的
に
発

信
す
る

。

5
3

（
2
）

　
地

域
の
企

業
、
団

体
等

と
の

協
力

関
係
を

よ
り

強
化

す
る
た

め
、
地

域
貢

献
に

関
す

る
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
研
究

成
果
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に
て

発
信

す
る

。
　
産

学
マ
ッ

チ
ン
グ

に
関

す
る

イ
ベ

ン
ト
へ

の
出

展
を

通
し
、

本
学
の

産
学

連
携

の
実

績
や
教

員
の

シ
ー

ズ
を
ピ

ー
ア
ー

ル
す

る
。

ま
た

、
出
展

企
業

の
シ

ー
ズ
を

知
る
こ

と
で

の
共

同
研

究
等
の

掘
り

起
こ

し
に
努

め
る
。

　
地
域

と
連

携
し
た

取
組
に

つ
い

て
積
極

的
に
報

道
リ

リ
ー
ス

を
行

い
、
地

域
貢

献
や
産

学
等
連

携
の

事
例
に

つ
い
て

発
信

す
る
こ

と
に
努

め
た
。

　
地
域

協
創

セ
ン
タ

ー
を
窓

口
と

し
た
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

を
含
め

、
全
学

的
に
実

施
し

た
地
域

と
の
連

携
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
や

授
業

実
績
を

集
約

し
、
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

を
中
心

に
発

信
し
た

。
　
ま
た

、
燕

三
条
も

の
づ
く

り
メ

ッ
セ
、

M
a
t
c
h
i
n
g
 
H
U
B
　
N
a
g
a
o
k
a
、

M
a
t
c
h
i
n
g
 
H
U
B
北
陸

に
出
展

し
、

本
学
の

産
学
連

携
の

実
績
や

教
員
の

シ
ー
ズ

を
P
R
し
、
出

展
企
業

と
の

共
同
研

究
等
の

掘
り

起
こ
し

を
行
っ

た
。
そ

の
結

果
、
具

体
的
な

連
携

相
談
の

あ
っ
た

１
企

業
と
研

究
等
に

む
け
て

調
整

を
行
っ

て
い
る

。
[
再
掲

_
4
8
]

b
b

4
1

（
3
）

　
N
a
D
e
C
構

想
に

基
づ
き

、
長
岡

市
中
心

市
街
地

に
整

備
さ

れ
る

研
究
拠

点
を
活

用
し
、

職
員
・

学
生

が
地

域
社
会

と
協
力

し
て
研

究
・
調

査
等
を

推
進

す
る

。

5
4

（
3
）

　
長

岡
市
中

心
市
街

地
に

お
い

て
令

和
５
年

に
一

部
完

成
す
る

米
百
俵

プ
レ

イ
ス

ミ
ラ

イ
エ
長

岡
の

研
究

拠
点
を

活
用
し

、
地

域
社

会
と

協
力
し

た
研

究
・

調
査
を

実
施
す

る
。

　
長
岡

工
業

高
等
専

門
学
校

の
「

ア
ン
ト

レ
プ
レ

ナ
ー

シ
ッ
プ

演
習
」

と
本
学

「
地

域
協
創

演
習
」

の
合

同
授
業

を
N
a
D
e
C
 
B
A
S
E
で
実

施
し
、

異
な
る

分
野

の
学
生

が
デ
ザ

イ
ン

思
考
を

も
と
に

混
成

チ
ー
ム

で
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
に

取
り
組

ん
だ
。

［
再

掲
_
1
9
］

　
長
岡

市
米

百
俵
財

団
が
主

催
す

る
「
米

百
俵
未

来
塾

」
で
、

本
学
の

教
員
が

デ
ザ

イ
ン
思

考
ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ
プ

を
行
い

、
小

中
学
生

5
0
人
が

受
講
し

た
。

b
b

4
教

育
研

究
組

織
の

見
直

し
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
4

教
育

研
究

組
織

の
見

直
し

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

4
2

　
デ

ザ
イ
ン

の
創
造

性
に
テ

ク
ノ
ロ

ジ
ー
の

発
展

性
を

掛
け
合

わ
せ
、

人
々
の

暮
ら
し

を
よ
り

楽
し

く
豊

か
に
す

る
こ
と

を
目
指

し
て
、

新
し
い

学
科

を
創

設
す
る

等
、
時

代
の
変

化
を
見

据
え
た

教
育

研
究

組
織
の

見
直
し

を
行
う

。
[
再

掲
]

5
5

　
デ

ザ
イ
ン

の
領
域

拡
大

や
融

合
に

柔
軟
に

対
応

す
べ

く
、
造

形
学
部

を
「

デ
ザ

イ
ン

学
科
（

入
学

定
員

1
5
0
人

）
」

、
「

美
術

・
工
芸

学
科

（
入
学

定
員
3
0
人

）
」

、
「
建

築
・

環
境

デ
ザ

イ
ン
学

科
（
入

学
定
員

5
0
人
）

」
の

３
学

科
体

制
と
し

、
次

の
事

項
に
取

り
組
む

。
・
令

和
５
年

度
以
降

入
学

者
カ

リ
キ

ュ
ラ
ム

の
運

営 ・
学

生
募
集

活
動
及

び
入

学
試

験
の

実
施

・
適

切
な
人

員
配
置

・
新

校
舎
建

設
を
含

む
施

設
設

備
の

再
整
備

[
再

掲
_
2
8
]

　
令
和

５
年

度
か
ら

ス
タ
ー

ト
し

た
３
学

科
体
制

の
も

と
、
以

下
の
項

目
に
つ

い
て

取
り
組

ん
だ
。

 
　

・
１

年
生
を

対
象
に

R
５

カ
リ

を
実
施

し
た
。

初
年

次
教
育

の
一
つ

　
　
　

と
し

て
、
「

発
想
・

着
想

概
論
」

、
「
発

想
・

着
想
演

習
」
を

 
 
 
 
 
 
開
講

し
、
理

論
と
実

践
を

通
じ
て

デ
ザ
イ

ン
思

考
の
考

え
方
や

 
 
 
 
 
 
ス
キ

ル
を
教

授
し
た

。
 
　

・
 
令
和

６
年
度

の
入
学

者
受

入
に
向

け
て
学

生
募

集
活
動

、
入
学

　
　
 
 
試
験

を
実
施

し
た
。

 
　

・
 
各
学

科
の
現

状
に
合

わ
せ

た
適
切

な
人
員

配
置

を
行
う

た
め
、

 
 
　
 
 
令
和

６
年
４

月
１
日

付
け

で
３
人

の
専
任

教
員

を
採
用

し
た
。

 
　

・
 
第
４

ア
ト
リ

エ
棟
等

整
備

に
係
る

基
本
設

計
及

び
実
施

設
計
に

 
 
　
 
 
基
づ

き
、
第

４
ア
ト

リ
エ

棟
の
建

設
に
着

手
し

た
。
ま

た
、
既

 
 
 
　
 
存
校

舎
の
教

室
・
備

品
の

再
整
備

に
つ
い

て
は

、
用
途

・
機

 
 
 
 
 
 
能
､
規
模

な
ど
に

応
じ
て

段
階

的
に

実
施

し
た
。

[
再
掲

_
2
8
]

b
b
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自
己

評
価

R
５

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
R

５
  

年
度

計
画

計
画

の
実

施
状

況
等

【
研

究
の

成
果

に
関

す
る

指
標

の
目

標
値

】

④
・

地
域

貢
献

に
関
す

る
研
究

・
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
数

2
5
件

：
毎
年

度
④

・
地

域
貢
献

に
関
す

る
研
究

・
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
数

2
5
件

・
地
域

貢
献

に
関
す

る
研
究

・
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
数

4
9
件

デ
ザ
イ

ン
研

究
開
発

受
託
研

究
・

共
同
研

究
計
1
6
件
、

地
域
協

創
セ
ン

タ
ー
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

3
件

（
原
信

コ
ラ

ボ
ラ

ト
リ

ー
、
N
E
X
C
O
と

連
携
し

た
高
速

道
路

の
錦
鯉

吹
き
流

し
、

栃
尾
東

小
学
校

の
総

合
学
習

に
て
栃

尾
紬
の

手
織

り
体
験

）
、
(
学
部

)
地
域
協

創
演
習

・
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
実

習
計
1
7
件
、

(
大

学
院
)
地
域

特
別

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

演
習

・
特
別

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
研

究
演
習

計
4
件
、
長

岡
芸

術
工

事
中

2
0
2
3
主

催
、
大

湯
温
泉

ア
ー
ト

参
加

、
い
の

プ
ロ
3
件
、

キ
ャ

ン
ド

ル
ナ

イ
ト
＠

与
板
、

中
学
校

美
術
部

作
品

展
、
新

潟
日
報

記
事

挿
絵
協

力
（
佐

渡
絢

爛
）
、

米
百
俵

フ
ェ
ス

協
力

（
装
飾

、
迷
子

防
止

策
）

1
0
0
％

超
か
つ

顕
著
な

成
果

目
標

値
を

大
幅

に
上
回

っ
て

い
る

。
産

学
マ
ッ

チ
ン

グ
イ
ベ

ン
ト

の
出

展
等

に
よ

り
、

継
続

的
に

企
業
の

ニ
ー

ズ
把

握
や

産
学
連

携
の

実
績

、
教

員
の
シ

ー
ズ

の
積

極
的

な
発
信

を
行

い
、

産
学

マ
ッ
チ

ン
グ

を
促

進
し

た
こ
と

の
成

果
。

年
度

計
画

を
大

幅
に

上
回

る

⑤
・

大
学

と
し

て
実
施

し
た
研

究
成
果

の
発
表

件
数

1
0
件

：
毎
年

度
⑤

・
大

学
と
し

て
実
施

し
た
研

究
成
果
の

発
表

件
数

1
0
件

・
大
学

と
し

て
実
施

し
た
研

究
成

果
の
発

表
件
数

1
2
件

研
究
紀

要
、

リ
ポ
ジ

ト
リ
、

地
域

協
創
セ

ン
タ
ー

・
文

化
振
興

セ
ン

タ
ー
報

告
書

、
オ
ー

プ
ン
キ

ャ
ン

パ
ス
、

燕
三
条

も
の

づ
く
り

メ
ッ

セ
、
M
a
t
c
h
i
n
g
 
H
U
B
 
N
a
g
a
o
k
a
、

M
a
t
c
h
i
n
g
 
H
U
B
北
陸

、
大
学

院
教
員

展
、
ミ

ラ
イ

エ
長
岡

で
の
教

員
作

品
展
示

、
長
岡

芸
術

工
事
中

2
0
2
3
、

卒
業
・

修
了

研
究
展

2
0
2
3
、

フ
ァ

ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ

ー
「

I
 
w
a
s
 
b
o
r
n
.
」

1
0
0
％

超
目

標
値
を

上
回

っ
て
い

る
。

年
度

計
画

を
上

回
る

⑥
・

外
部

研
究

資
金
の

申
請
件

数
　
1
5
件

：
毎

年
度

⑥
・

外
部
研

究
資
金

の
申
請

件
数

　
1
5
件

・
外
部

研
究

資
金
の

申
請
件

数
　

2
1
件

1
0
0
％
超

か
つ
顕

著
な
成

果

目
標

値
を

大
幅

に
上
回

っ
て

い
る

。
教

員
の
外

部
研

究
資
金

に
対

す
る

意
識

の
向
上

に
加

え
、

外
部

研
究
資

金
募

集
案

内
の

紹
介
な

ど
事

務
局

か
ら

の
個
別

の
申

請
支

援
が

奏
功
し

て
い

る
。

年
度

計
画

を
大

幅
に

上
回

る

⑦
・

外
部

研
究

資
金
の

獲
得
件

数
　
5
件
：

毎
年
度

⑦
・

外
部
研

究
資
金

の
獲
得

件
数

　
5
件

・
外
部

研
究

資
金
の

獲
得
件

数
　

1
1
件

1
0
0
％
超

か
つ
顕

著
な
成

果

目
標

値
を

大
幅

に
上
回

っ
て

い
る

。
申

請
件
数

が
増

え
た
こ

と
に

加
え

、
事

務
局
か

ら
の

個
別

の
申

請
支
援

が
奏

功
し

て
い

る
。

年
度

計
画

を
大

幅
に

上
回

る
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自
己

評
価

R
５

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

第
3

地
域

貢
献

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

第
3

地
域

貢
献

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

1
地

域
社

会
と

の
連

携
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
1

地
域

社
会

と
の

連
携

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

4
3

（
1
）

　
地

域
協
創

セ
ン
タ

ー
の
事

業
や
学

部
・
大

学
院

に
お

け
る
地

域
連
携

科
目
等

を
通
じ

て
、
地

域
の

企
業

、
高
等

教
育
機

関
、
自

治
体
、

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
な

ど
と

連
携
し

、
地
域

課
題
の

解
決
や

地
域

の
新

し
い
価

値
創
造

を
目
指

し
た
事

業
や
研

究
活

動
を

行
う
。

5
6

（
1
）

　
地
域

協
創
セ

ン
タ

ー
を

窓
口

と
し
て

、
地
域

の
企

業
、

自
治
体

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
と
の

連
携
や

、
４

大
学

１
高
専

の
連

携
を

活
用

し
な
が

ら
、
地

域
課

題
の

解
決
や

地
域

の
新

し
い

価
値
創

造
を
目

指
し

た
授

業
や
研

究
活

動
を

行
う

。

　
地
域

協
創
セ

ン
タ

ー
を
窓

口
に
企

業
等

と
連
携

を
進
め

、
受

託
研
究

6
件
（
昨

年
度
8
件

）
、
共

同
研
究

1
0
件
（

昨
年
度

7
件
）
の

契
約

を
締
結

し
、
研

究
を
実

施
し

た
。
［

再
掲
_
4
8
、

5
2
］

　
ま
た

、
長
岡

工
業

高
等
専

門
学
校

の
「

ア
ン
ト

レ
プ
レ

ナ
ー

シ
ッ
プ

演
習
」

と
の
合

同
授

業
を
「

地
域
協

創
演

習
」
に

て
実
施

し
、

異
な
る

分
野
の

学
生
が

デ
ザ

イ
ン
思

考
を
も

と
に

混
成
チ

ー
ム
で

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
に
取

り
組
み

、
成

果
を
発

表
し
た

。
［

再
掲
_
1
9
］

a
受
託

研
究

、
共
同

研
究

と
も

に
継

続
的
に

推
進

し
、

着
実

に
成
果

を
出

し
て

い
る

。
ま
た

、
長

岡
工
業

高
等

専
門

学
校

と
の
合

同
授

業
の

実
施

等
、
学

生
が

学
外

の
団

体
や
学

生
と

意
欲

的
に

連
携
、

交
流

す
る

こ
と

の
で
き

る
環

境
づ

く
り

を
し
て

い
る

。

a

4
4

(
2
)

　
市

民
工
房

や
こ
ど

も
も
の

づ
く
り

大
学
校

等
を

通
じ

て
、
幅

広
い
年

齢
層
の

市
民
な

ど
に
生

涯
学

習
の

機
会
を

提
供
す

る
。

5
7

(
2
)

　
社
会

人
の
生

涯
学

習
の

場
と

し
て
、

市
民
工

房
を

開
講

す
る
。

卒
業

生
等

を
活

用
し
、

夜
間
や

土
日

に
新

規
講
座

の
試

行
を

行
う

。

　
硝
子

・
陶
芸

（
前

期
の
み

）
・
漆

芸
・

染
織
の

４
講
座

を
企

画
し
、

講
座
ご

と
に
受

講
者

の
興
味

と
経
験

に
合

わ
せ
た

ク
ラ
ス

設
定

に
よ
り

開
講
し

た
。
後

期
は

新
型
コ

ロ
ナ
ウ

イ
ル

ス
の
５

類
移
行

に
伴

い
一
部

講
座
で

定
員
数

を
増

や
し
て

実
施
し

、
さ

ら
に
こ

れ
ま
で

市
民

工
房
の

受
講
歴

の
無
い

人
を

対
象
に

次
年
度

以
降

の
新
規

受
講
に

繋
が

る
よ

う
、
バ

ー
ナ
ー

ワ
ー

ク
、
パ

ー
ト
・

ド
・

ヴ
ェ
ー

ル
、
織

機
の

体
験
講

座
を
行

っ
た
。

令
和

５
年
度

受
講
者

数
は

以
下
の

結
果
と

な
っ

た
。

 
①
硝
子

講
座
1
2
2
人

 
②
陶
芸

講
座
6
人

 
③
漆
芸

講
座
5
3
人

 
④
染
織

講
座
2
3
人

 
⑤
体
験

講
座
2
2
人

合
計
2
2
6
人

b
b

5
8

(
3
)

　
小
学

生
を
対

象
に

こ
ど

も
も

の
づ
く

り
大
学

校
を

開
講

す
る
。

　
ま
た

、
長
岡

市
内

の
中

学
校

美
術
部

と
連
携

を
図

る
な

ど
し
、

美
術

・
デ

ザ
イ

ン
を
学

ぶ
機
会

を
提

供
す

る
。

　
こ
ど

も
も
の

づ
く

り
大
学

校
は
、

小
学

2
年
生

か
ら
６

年
生
の

延
べ

1
5
2
人
を
対

象
に

ク
ラ
フ

ト
、
伝

統
工
芸

、
デ
ジ

タ
ル
等

を
テ
ー

マ
に
全

9
種

類
の
講

座
を

開
講
し

た
。

　
長
岡

市
内
の

中
学

校
美
術

部
員
向

け
に

、
本
学

卒
業
生

が
講

師
と
な

り
、
i
P
a
d
の
ア

プ
リ

を
活
用

し
た
イ

ラ
ス

ト
講
座

及
び
映

像
編

集
講
座

を
し
た

。
（
越

路
中

学
校
美

術
部
員

1
1
人

、
大
島

中
学
校

美
術

部
員
1
2

人
）

b
b

4
5

（
3
）

　
地

域
の
文

化
の
発

展
に
寄

与
す
る

た
め
、

芸
術

文
化

に
関
す

る
諸
団

体
等
と

連
携
し

、
各
種

の
文

化
活

動
の
発

表
や
市

民
の
交

流
の
場

を
提
供

す
る

。

5
9

(
4
)

　
諸
団

体
等
と

連
携

し
、

長
岡

市
中
学

校
美
術

部
作

品
展

、
長
岡

芸
術

工
事

中
な

ど
の
企

画
を
実

施
す

る
。

　
長
岡

市
中
学

校
美

術
部
作

品
展
は

長
岡

市
内
1
1
中
学
校

校
約

1
9
6
人
が

作
品
を

出
品
し

、
5
0
7
人

の
一
般

来
場
が

あ
っ
た

。
新
た

に
、
作

品
展
参

加
校
共

通
の
テ

ー
マ

（
テ
ー

マ
：
想

像
上

の
生
き

物
）
を

設
け

て
作
品

を
展
示

し
た
。

遠
方

か
ら
い

つ
で
も

ア
ク

セ
ス
で

き
る
W
e
b
な
ら

で
は
の

利
点
を

活
か
し

、
特

設
サ
イ

ト
上
で

も
作

品
を
公

開
し
た

。
　
長
岡

芸
術
工

事
中

は
、
本

学
と
長

岡
悠

久
ラ
イ

オ
ン
ズ

ク
ラ

ブ
が
主

催
、
長

岡
市
と

な
が

お
か
・

若
者
・

し
ご

と
機
構

が
共
催

と
な

り
、
長

岡
の
中

心
市
街

地
1
0
会
場
を

拠
点
に

、
学

生
や
卒

業
生
が

制
作

し
た

様
々
な

分
野
の

作
品

を
展
開

し
た
。

1
0
回

目
の
今

回
で
長

岡
芸

術
工
事

中
は
終

了
と
な

る
。

こ
れ
ま

で
に
参

加
し

た
卒
業

生
が
長

岡
を

拠
点
に

活
動
を

始
め
る

な
ど

し
て
お

り
（
ア

ー
ト

コ
レ
ク

テ
ィ
ブ

「
模

様
」
）

長
岡
芸

術
工
事

中
の

成
果
が

出
て
き

て
い

る
。

b
b

6
0

(
5
)

　
学
内

外
の
施

設
に

お
い

て
教

員
や
学

生
の
活

動
、
教

育
研
究

や
地

域
連

携
の

成
果
を

発
信
す

る
。

　
ま
た

、
市
民

や
企

業
に

教
育

成
果
等

を
広
く

知
っ
て

も
ら
う

機
会

と
す

る
た

め
、
卒

業
・
修

了
研

究
展

等
に
合

わ
せ

て
公

開
講

座
等
を

実
施
す

る
ほ

か
、

ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ
を

利
用

し
て
積

極
的
に

公
開

す
る

。

　
展
示

館
「
M
 
R
o
 
の

杜
」
を

活
用

し
、

大
学

院
教
員

展
を
開

催
し
、

４
人
の
教

育
研
究

等
の

成
果
を

発
信
し

た
。

ま
た
、

展
示
館

「
M
 
R
o
 
の

杜
」
及

び
長
岡

市
美

術
セ
ン

タ
ー
で

丸
山

正
三
展

2
0
2
3
を

2
つ
の

会
期
に

分
け
て

開
催
し

た
。

（
第
１

期
：
展

示
館

「
M
 
R
o
 
の
杜

」
開
館

1
0
年
記

念
展
、

第
2
期
：

丸
山
正

三
生
誕

1
1
0
年
記

念
展
）

　
来
場

者
数
：

大
学

院
教
員

展
5
2
9
人
、

丸
山
正

三
展
1
,
5
5
1
人

　
卒
展

見
学
会

：
一

般
来
場

者
3
,
6
8
4
人

　
卒
業

終
了
研

究
展

で
は
一

般
来
場

に
加

え
、
企

業
を
招

待
し

大
学
紹

介
、
作

品
展
見

学
会

を
実
施

す
る
こ

と
で

教
育
成

果
の
周

知
を

積
極
的

に
行
っ

た
。

b
b

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
R

５
  

年
度

計
画

計
画

の
実

施
状

況
等
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自
己

評
価

R
５

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
R

５
  

年
度

計
画

計
画

の
実

施
状

況
等

6
1

(
6
)

　
長
岡

市
、
諸

団
体

と
連

携
し

、
デ
ザ

イ
ン
を

学
ぶ

機
会

を
提
供

す
る

。
①

ま
ち

な
か
キ

ャ
ン

パ
ス

長
岡

へ
の
参

画
（
市

民
対

象
）

②
長
岡

市
熱
中

！
感

動
！

夢
づ

く
り
教

育
へ
の

参
画

（
小

学
生
対

象
）

③
米
百

俵
プ
レ

イ
ス

ミ
ラ

イ
エ

長
岡
子

ど
も
ラ

ボ
へ

の
参

画
（
小

学
生

対
象

、
デ

ジ
タ
ル

デ
ザ
イ

ン
な

ど
）

④
米
百

俵
未
来

塾
へ

の
協

力
（

小
中
学

生
対
象

、
デ

ザ
イ

ン
思
考

な
ど

）

①
ま
ち

な
か
キ

ャ
ン

パ
ス
長

岡
の
運

営
協

議
会
委

員
に
３

人
、

講
師
に

 
 
３
人

の
専
任

教
員

及
び
大

学
院
生

２
人

と
、
学

生
委
員

に
２

人
を
派

 
 
遣
し

、
講
座

の
運

営
に
参

画
し
た

。
②
令
和

５
年
８

月
８

日
に
専

任
教
員

２
人

が
２
講

座
を
実

施
し

、
小
学

 
 
生
6
7
人
が
受

講
し

た
。

③
令
和

５
年
1
1
月
1
1
日
に
タ

ブ
レ
ッ

ト
を

使
っ
た

写
真
・

映
像

編
集
な

 
 
ど
デ

ジ
タ
ル

コ
ン

テ
ン
ツ

の
制
作

を
体

験
し
、

小
学
生

1
5
人

が
受
講

 
 
し
た

。
④
長
岡

市
米
百

俵
財

団
が
主

催
す
る

「
米

百
俵
未

来
塾
」

で
、

本
学
の

 
 
専
任

教
員
が

デ
ザ

イ
ン
思

考
ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ
プ

を
行
い

、
小

中
学
生

 
 
5
0
人

が
受
講

し
た

。
［
再

掲
_
5
4
］

b
b

2
産

業
振

興
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
2

産
業

振
興

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

4
6

　
地

域
の
産

業
振
興

に
寄
与

す
る
た

め
、
N
a
D
e
C
構

想
に

基
づ
き

、
地
域

の
高
等

教
育
機

関
、
企

業
、

自
治

体
、
金

融
機
関

等
と
連

携
し
、

新
た
な

価
値

の
創

造
に
向

け
た
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
や

社
会
人

対
象

の
デ

ザ
イ
ン

教
育
を

実
施
す

る
。

6
2

　
N
a
D
e
C
構

想
の

も
と

、
産
学

マ
ッ

チ
ン
グ

を
促

進
す

る
イ

ベ
ン
ト

や
４

大
学

１
高

専
で
連

携
し
た

共
同

授
業

等
を
実

施
す

る
。

　
ま
た

、
自
治

体
職

員
や

企
業

人
を
対

象
と
し

た
デ

ザ
イ

ン
教
育

を
実

施
す

る
。

　
産
学

マ
ッ
チ

ン
グ

イ
ベ
ン

ト
「
M
a
t
c
h
i
n
g
 
H
U
B
 
N
a
g
a
o
k
a
 
2
0
2
3
」
を

開
催
し

、
産
学

の
マ

ッ
チ
ン

グ
を
促

進
し

た
。
そ

れ
に
よ

り
共

同
研
究

に
繋
が

る
可
能

性
の

相
談
が

あ
っ
た

。
 
 
ま
た

、
「
M
-
B
I
P
 
N
a
g
a
o
k
a
 
2
0
2
3
（
学

生
に
よ

る
ビ
ジ

ネ
ス

ア
イ

デ
ィ
ア

発
表
会

）
」

、
「
長

岡
未
来

デ
ザ

イ
ン
コ

ン
テ
ス

ト
」

、
「
リ
ー

ン
・
ロ

ー
ン

チ
パ
ッ

ド
・
プ

ロ
グ

ラ
ム
」

に
本
学

学
生

が
他
大

学
の
学

生
と
参

加
し

た
。

　
デ
ザ

イ
ン
思

考
に

関
す
る

研
修
を

、
長

岡
市
職

員
を
対

象
に

1
4
回
、

N
C
T
４
回
、

三
菱

マ
ー
ケ

テ
ィ
ン

グ
研
究

会
３
回

、
奈
良

県
産
業

振
興
セ

ン
タ
ー

３
回
、

事
業

構
想
大

学
院
大

学
１

回
、
一

般
の
方

４
回

（
オ
ン

ラ
イ
ン

）
、
小

学
生

向
け
に

１
回
、

計
3
0
回
実
施

し
た
。

 
 
企
業

向
け
の

デ
ザ

イ
ン
講

座
を
開

始
し

、
１
社

に
対
し

て
３

回
実
施

し
た
。

a
産
学

マ
ッ

チ
ン
グ

イ
ベ

ン
ト

の
出

展
等
に

よ
り
、

企
業

の
ニ
ー

ズ
把

握
や

産
学

連
携
の

実
績
、

教
員

の
シ
ー

ズ
の

積
極

的
な

発
信
を

行
い
、

産
学

マ
ッ
チ

ン
グ

を
促

進
し

た
。

ま
た

、
長

岡
工
業

高
等

専
門

学
校

と
の
合

同
授

業
や

長
岡

未
来
デ

ザ
イ

ン
コ

ン
テ

ス
ト
等

を
学

生
に

広
く

周
知
し

、
学

生
が

学
外

の
団
体

や
学

生
と

意
欲

的
に
連

携
、

交
流

す
る

こ
と
の

で
き

る
環

境
づ

く
り
を

し
て

い
る

。

a

3
若

者
の

長
岡

へ
の

定
着

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

3
若

者
の

長
岡

へ
の

定
着

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

4
7

(
1
)

　
市

内
高
校

生
を
対

象
と
す

る
大
学

説
明
会

や
個

別
相

談
会
の

開
催
等

、
き
め

細
や
か

な
広
報

活
動

を
展

開
す
る

と
と
も

に
、
市

内
在
住

の
高
校

生
及

び
市

内
高
校

出
身
者

の
入
試

優
先
枠

を
拡
大

し
、

積
極

的
な
受

入
れ
を

図
る
。

6
3

(
1
)

　
長
岡

地
域
定

住
自

立
圏

内
の

高
校
の

生
徒
を

対
象

に
大

学
見
学

会
、

相
談

会
を

実
施
し

、
低
学

年
の

う
ち

か
ら
デ

ザ
イ

ン
へ

の
理

解
を
促

進
す
る

こ
と

で
志

願
者
の

増
加

に
つ

な
げ

る
。

 
 
前
年

度
に
続

き
、

長
岡
地

域
定
住

自
立

圏
内
高

校
の
生

徒
対

象
の
見

学
会
を

7
回

実
施

し
た
。

 
 
な
お

、
2
0
2
4
年
度

入
学
者

選
抜
に

お
い

て
、
前

年
度
の

見
学

会
実
施

校
か
ら

延
べ
4
6
人
の

出
願
が

あ
り
、

1
5
人

が
合
格

し
た
。

b
b

4
8

(
2
)

　
学

生
の
長

岡
へ
の

愛
着
を

育
む
た

め
、
長

岡
の

自
然

、
歴
史

・
文
化

、
暮
ら

し
、
産

業
等
の

魅
力

を
知

り
、
体

験
す
る

取
り
組

み
を
実

施
す
る

。
ま

た
、

学
生
の

長
岡
市

内
企
業

に
対
す

る
理
解

を
深

め
る

た
め
、

長
岡
市

と
連
携

し
つ
つ

、
企
業

説
明

会
や

イ
ン
タ

ー
ン
シ

ッ
プ
を

実
施
す

る
。

6
4

(
2
)

　
学
生

の
長
岡

へ
の

愛
着

を
育

む
た
め

、
長
岡

の
歴

史
、

風
土
、

産
業

等
を

学
ぶ

「
長
岡

学
」
を

開
講

す
る

。
あ
わ

せ
て

、
令

和
５

年
度
か

ら
当
該

科
目

を
４

大
学
１

高
専

の
単

位
互

換
科
目

と
し
て

開
講

す
る

と
と
も

に
、

授
業

内
容

を
蓄
積

し
検
証

を
行

う
。

 
「

長
岡
学

」
を

開
講
し

、
長
岡

市
内
４

大
学
１

高
専
、

長
岡
市

、
産
業

界
等
か

ら
の
講

師
が

オ
ム
ニ

バ
ス
形

式
で

長
岡
の

歴
史
、

風
土

、
産
業

な
ど
多

岐
に
わ

た
る

内
容
の

講
義
を

行
い

、
1
0
0
人

を
超

え
る
学

部
1
年

生
が
履

修
し
た

。
　
ま
た

、
授
業

の
ア

ー
カ
イ

ブ
動
画

を
学

生
が
反

復
学
習

で
き

る
よ
う

に
提
供

し
た
。

b
b

6
5

(
3
)

　
長
岡

市
内
企

業
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ
ッ

プ
を
実

施
す

る
。

　
ま
た

、
長
岡

市
や

長
岡

市
内

高
等
教

育
機
関

と
連

携
し

、
学
生

の
起

業
支

援
プ

ロ
グ
ラ

ム
を
実

施
す

る
。

　
長
岡

市
及
び

長
岡

市
内
の

企
業
の

イ
ン

タ
ー
ン

シ
ッ
プ

に
1
4
人

の
学

生
が
参

加
し
た

。
ま

た
、
キ

ャ
リ
ア

授
業

内
で
起

業
し
て

い
る

卒
業
生

を
招
い

て
講
演

を
実

施
し
、

起
業
と

い
う

選
択
肢

に
つ
い

て
考

え
る
機

会
を
設

け
た
。

b
b

4
9

(
3
)

　
卒

業
生
に

対
し
、

校
友
会

と
連
携

し
つ
つ

、
求

人
情

報
の
提

供
や
就

職
相
談

等
の
キ

ャ
リ
ア

支
援

を
行

う
。

6
6

(
4
)

　
校
友

会
と
連

携
し

、
校

友
会

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

か
ら

申
請

す
る
こ

と
に

よ
り

卒
業

生
の
求

人
検
索

シ
ス

テ
ム

を
利
用

可
能

と
す

る
。

　
校
友

会
と
連

携
し

、
卒
業

生
に
中

途
採

用
の
求

人
情
報

を
提

供
し

た
。
卒

業
生
９

人
よ

り
転
職

に
係
る

相
談

を
受
け

、
う
ち

１
人

よ
り
就

職
の
報

告
が
あ

っ
た

。

b
b
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自
己

評
価

R
５

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
R

５
  

年
度

計
画

計
画

の
実

施
状

況
等

【
地

域
貢

献
の

成
果

に
関

す
る

指
標

の
目

標
値

】
【

地
域

貢
献

の
成

果
に

関
す

る
指

標
の

目
標

値
】

⑧
・

地
域

貢
献

に
関
す

る
研
究

・
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
数

2
5
件

：
毎
年

度
［
再

掲
］

⑧
・

地
域

貢
献

に
関
す

る
研
究

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

数
2
5
件
［

再
掲
］

・
地
域

貢
献
に

関
す

る
研
究

・
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
数

4
9
件

デ
ザ
イ

ン
研
究

開
発

受
託
研

究
・
共

同
研

究
計
1
6
件
、
地

域
協

創
セ
ン

タ
ー
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

3
件

（
原
信

コ
ラ
ボ

ラ
ト
リ

ー
、
N
E
X
C
O
と

連
携
し

た
高
速

道
路
の

錦
鯉

吹
き
流

し
、
栃

尾
東

小
学
校

の
総
合

学
習

に
て
栃

尾
紬
の

手
織
り

体
験

）
、
(
学
部

)
地

域
協

創
演
習

・
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
実

習
計
1
7
件
、
(
大

学
院
)
地
域

特
別
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

演
習
・

特
別

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
研
究

演
習

計
4
件
、
長

岡
芸
術

工
事
中

2
0
2
3
主

催
、
大

湯
温
泉

ア
ー
ト

参
加
、

い
の

プ
ロ
3
件
、

キ
ャ
ン

ド
ル
ナ

イ
ト
＠

与
板
、

中
学
校

美
術
部

作
品
展

、
新

潟
日
報

記
事
挿

絵
協

力
（
佐

渡
絢
爛

）
、

米
百
俵

フ
ェ
ス

協
力
（

装
飾

、
迷
子

防
止
策

）
［
再
掲

_
④

］

1
0
0
％

超
か

つ
顕

著
な

成
果

目
標

値
を

大
幅
に

上
回

っ
て

い
る

。
産
学

マ
ッ

チ
ン
グ

イ
ベ

ン
ト

の
出

展
等
に

よ
り
、

継
続

的
に
企

業
の

ニ
ー

ズ
把

握
や
産

学
連

携
の

実
績

、
教
員

の
シ

ー
ズ

の
積

極
的
な

発
信

を
行

い
、

産
学
マ

ッ
チ

ン
グ

を
促

進
し
た

こ
と

の
成

果
。

年
度

計
画

を
大

幅
に

上
回

る

⑨
・

市
民

工
房

受
講
者

数
　
延

べ
5
0
0
人
：

毎
年
度

⑩
・

小
中

高
生

を
対
象

と
す
る

本
学
主

催
の
講

座
受

講
者

数
　
延

べ
1
5
0
人
：

毎
年
度

⑩
・

小
中

高
生

を
対
象

と
す
る

本
学

主
催

の
講
座

受
講

者
数

　
延
べ

1
5
0
人

・
小
中

高
生
を

対
象

と
す
る

本
学
主

催
の

講
座
受

講
者
数

　
延

べ
1
7
5
人

1
0
0
％

超
か

つ
顕

著
な

成
果

目
標

値
を

大
幅
に

上
回

っ
て

い
る

。
中
学

生
向

け
講
座

の
新

設
や

本
学

の
施
設

設
備

を
利

用
し

た
独
自

性
の

あ
る

講
座

の
実
施

に
よ

り
、

受
講

者
獲
得

に
向

け
て

取
り

組
ん
だ

成
果
。

年
度

計
画

を
大

幅
に

上
回

る

⑪
・

マ
ス

メ
デ

ィ
ア
に

よ
る
パ

ブ
リ
シ

テ
ィ
回

数
2
0
0
件

：
毎

年
度

⑪
・

マ
ス

メ
デ

ィ
ア
に

よ
る
パ

ブ
リ

シ
テ

ィ
回
数

2
0
0
件

・
マ
ス

メ
デ
ィ

ア
に

よ
る
パ

ブ
リ
シ

テ
ィ

回
数
3
0
0
件

1
0
0
％

超
目
標

値
を

上
回
っ

て
い

る
。

年
度

計
画

を
上

回
る
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自
己

評
価

R
５

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

第
4

業
務

運
営

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
第

4
業

務
運

営
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

１
業

務
運

営
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

１
業

務
運

営
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

(
1
)

運
営

体
制

の
改

善
(
1
)

運
営

体
制

の
改

善

5
0

ア
　

民
間
的

発
想
や

第
三
者

的
視
点

を
取
り

入
れ

、
社

会
の

ニ
ー
ズ

に
的
確

に
対
応

し
た
、

効
率

的
な

大
学
運

営
を
行

う
た
め

、
理
事

会
、
経

営
審

議
会

・
教
育

研
究
審

議
会
に

外
部
有

識
者
を

登
用

す
る

。

6
7

ア
　

理
事
会

、
経
営

審
議

会
、

教
育

研
究
審

議
会

に
お

い
て
は

、
外
部

有
識

者
の

民
間

的
発
想

や
専

門
的

な
知
見

を
取
り

入
れ

る
。

ア
　
理

事
に

２
人
、

経
営
審

議
会

に
５
人

、
教
育

研
究

審
議
会

に
２
人

の
学
外

有
識

者
を
登

用
し
、

専
門

的
知
見

を
活
用

し
た

。
b

b

5
1

イ
　

問
題
を

未
然
に

防
止
し

、
適
正

か
つ
健

全
な

大
学

運
営
を

行
う
た

め
、
業

務
運
営

や
予
算

執
行

状
況

に
つ
い

て
厳
格

な
内
部

監
査
及

び
監
事

監
査

を
実

施
す
る

。

6
8

イ
　

内
部
監

査
及
び

監
事

監
査

に
よ

り
、
業

務
及

び
会

計
の
適

正
性
を

確
保

す
る

。
イ
　
適

正
な

業
務
運

営
と
改

善
の

た
め
に

内
部
監

査
及

び
監
事

監
査
を

実
施
し

た
。

内
部
監

査
で
は

入
試

・
広
報

に
関
す

る
業

務
監
査

と
、
収

入
（
運

営
費

交
付
金

、
授
業

料
等

及
び
入

学
金
検

定
料

収
入
、

受
託
研

究
等
収

入
、

寄
付
金

収
入
）

に
関

す
る
会

計
監
査

を
実

施
し
た

。

b
b

5
2

ウ
　

理
事
会

、
経
営

審
議
会

、
教
育

研
究
審

議
会

等
の

連
携
を

密
に
す

る
と
と

も
に
、

教
授
会

、
研

究
科

委
員
会

な
ど
に

よ
り
職

員
間
の

情
報
共

有
を

図
り

、
自
律

的
、
弾

力
的
、

効
率
的

な
大
学

運
営

を
行

う
。

6
9

ウ
　

理
事
会

を
は
じ

め
と

す
る

法
人

会
議
と

教
授

会
を

は
じ
め

と
す
る

学
内

会
議

の
連

携
を
密

に
す

る
。

　
ま

た
、
教

授
会
、

研
究

科
委

員
会

な
ど
に

よ
り

職
員

間
の
情

報
共
有

を
図

る
。

ウ
　
理

事
会

、
経
営

審
議
会

及
び

教
育
研

究
審
議

会
の

審
議
事

項
に
つ

い
て
、

教
授

会
及
び

研
究
科

委
員

会
で
報

告
を
行

っ
た

。
　
ま
た

、
教

授
会
及

び
研
究

科
委

員
会
で

は
各
種

委
員

会
の
報

告
を
行

う
こ
と

で
学

内
連
携

の
強
化

を
図

っ
た
。

b
b

(
2
)

適
正

な
人

事
の

実
施

(
2
)

適
正

な
人

事
の

実
施

5
3

ア
　

職
場
内

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
や
職

員
の

意
欲

の
向
上

に
配
慮

し
つ
つ

、
人
事

評
価
制

度
の

運
用

、
改
善

を
行
い

、
能
力

や
業
務

実
績
等

の
的

確
な

把
握
に

基
づ
く

適
正
な

人
事
を

行
う
。

7
0

ア
 
職
場

内
の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
や

職
員
の

意
欲
の

向
上
に

配
慮
し

つ
つ

、
人

事
評

価
制
度

の
運

用
、

改
善
を

行
い
、

能
力

や
業

務
実

績
等
の

的
確

な
把

握
に
基

づ
く
適

正
な

人
事

を
行

う
。

ア
　
事

務
職

員
は
目

標
管
理

を
ベ

ー
ス
と

し
た
業

績
評

価
及
び

職
位
に

応
じ
た

能
力

評
価
を

実
施
し

、
こ

れ
ら
の

結
果
も

踏
ま

え
、
適

材
適
所

へ
の
人

員
配

置
を
行

っ
た
。

教
員

は
1
年
間

の
教

育
研
究

業
績
を

作
成

し
、
こ

れ
を

公
開
す

る
こ
と

で
、

教
員
同

士
の
相

互
理

解
を
深

め
、
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

の
円
滑

化
を

図
っ
た

。

b
b

5
4

イ
　

財
源
や

人
的
資

源
が
限

ら
れ
る

中
で
、

新
た

な
課

題
へ
の

対
応
や

ワ
ー
ク

ラ
イ
フ

バ
ラ
ン

ス
の

確
保

に
向
け

て
、
職

員
の
適

切
な
人

事
配
置

、
既

存
の

業
務
の

徹
底
的

な
見
直

し
（
廃

止
、
統

合
、

効
率

化
等
）

を
進
め

る
。

7
1

イ
　

新
た
な

課
題
へ

の
対

応
や

ワ
ー

ク
ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
の
確

保
に
向

け
て

、
適

切
な

人
事
配

置
を

行
う

。

イ
　
新

た
な

課
題
へ

の
対
応

や
ワ

ー
ク
ラ

イ
フ
バ

ラ
ン

ス
の
確

保
に
向

け
て
、

計
画

的
な
採

用
募
集

、
適

材
適
所

へ
の
人

事
異

動
を
実

施
す
る

と
と
も

に
、

豊
富
な

知
識
、

経
験

を
持
つ

再
雇
用

職
員

の
登
用

な
ど
の

人
事
配

置
を

行
っ
た

。
ま
た

、
教

員
の
採

用
に
お

い
て

は
、
女

性
限
定

の
募
集

を
行

い
、
女

性
教
員

の
増

加
を
図

っ
た
。

b
b

(
3
)

事
務

の
効

率
化

及
び

合
理

化
(
3
)

事
務

の
効

率
化

及
び

合
理

化

5
5

ア
　

事
務
職

員
の
業

務
分
野

や
職
能

に
応
じ

た
能

力
開

発
や
研

修
を
積

極
的
に

推
進
す

る
。

7
2

ア
　

公
立
大

学
協
会

を
は

じ
め

学
外

主
催
の

研
修

会
等

に
積
極

的
に
職

員
を

参
加

さ
せ

る
。
ま

た
、

事
務

の
効
率

化
及
び

合
理

化
に

取
り

組
む
た

め
、

オ
ン

ラ
イ
ン

研
修
を

積
極

的
に

活
用

す
る
。

ア
　
日

時
に

捉
わ
れ

ず
、
随

時
受

講
が
可

能
な
大

学
職

員
の
育

成
に
特

化
し
た

W
E
B
研
修

講
座
を

導
入
す

る
と

と
も

に
、

対
面
の

研
修
会

等
へ
の

参
加
の

機
会

を
増
や

し
、
状

況
に

応
じ
た

効
果
的

な
ス

キ
ル
ア

ッ
プ
を

図
っ
た

。

b
b

5
6

イ
　

事
務
処

理
の
効

率
性
や

合
理
性

を
高
め

る
た

め
、

外
部
委

託
を
有

効
に
活

用
す
る

。
7
3

イ
　

事
務
処

理
の
効

率
性

や
合

理
性

を
高
め

る
た

め
、

外
部
委

託
を
有

効
に

活
用

す
る

。
イ
　
専

門
性

の
高
い

業
務
に

関
し

て
社
会

保
険
労

務
士

、
税
理

士
、
デ

ザ
イ
ナ

ー
な

ど
と
委

託
契
約

を
締

結
し
て

業
務
に

取
り

組
ん
だ

。
b

b

5
7

ウ
　

財
源
や

人
的
資

源
が
限

ら
れ
る

中
で
、

新
た

な
課

題
へ
の

対
応
や

ワ
ー
ク

ラ
イ
フ

バ
ラ
ン

ス
の

確
保

に
向
け

て
、
職

員
の
適

切
な
人

事
配
置

、
既

存
の

業
務
の

徹
底
的

な
見
直

し
（
廃

止
、
統

合
、

効
率

化
等
）

、
カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
の
簡

素
・
合

理
化

を
進

め
る
。

7
4

ウ
　

新
た
な

課
題
へ

の
対

応
や

ワ
ー

ク
ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
の
確

保
に
向

け
て

、
既

存
業

務
の
見

直
し

を
行

う
。

ウ
　
オ

ン
ラ

イ
ン
に

よ
る
講

義
や

会
議
の

定
着
、

ま
た

シ
ス
テ

ム
導
入

（
W
E
B
に

よ
る
入

試
出
願

、
年
末

調
整

な
ど

）
に

よ
る
ペ

ー
パ
ー

レ
ス
化

と
事
務

効
率

の
向
上

な
ど
、

既
存

業
務
の

見
直
し

に
よ

る
改
善

を
図
っ

た
。

b
b

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
計

画
の

実
施

状
況

等
中

期
計

画
通

番
通

番
R

５
  

年
度

計
画

29



自
己

評
価

R
５

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
計

画
の

実
施

状
況

等
中

期
計

画
通

番
通

番
R

５
  

年
度

計
画

2
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

2
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

(
1
)

経
営

の
安

定
化

に
向

け
た

自
己

収
入

の
確

保
(
1
)

経
営

の
安

定
化

に
向

け
た

自
己

収
入

の
確

保

5
8

7
5

ア
　

外
部
機

関
に
よ

る
支

援
制

度
の

活
用
や

研
修

会
な

ど
に
積

極
的
に

参
加

す
る

こ
と

に
よ
り

、
科

学
研

究
費
助

成
事
業

等
の

情
報

を
収

集
し
、

学
内

研
修

会
等
で

活
用
す

る
。

ア
　
科

学
研

究
費
補

助
金
等

の
情

報
収
集

や
採
択

率
の

向
上
の

た
め
、

採
択
実

績
豊

富
な
他

大
学
が

提
供

す
る
申

請
書
類

添
削

サ
ー
ビ

ス
や
学

内
か
ら

参
加

で
き
る

オ
ン
ラ

イ
ン

セ
ミ
ナ

ー
を
広

く
教

員
へ
周

知
し

た
。

b
b

7
6

イ
　

受
託
研

究
や
共

同
研

究
へ

の
接

続
を
視

野
に
、

地
域
協

創
セ
ン

タ
ー

を
窓

口
に

し
た
企

業
等

へ
の

デ
ザ
イ

ン
研
修

を
実

施
す

る
。

　
ま

た
、
産

学
マ
ッ

チ
ン

グ
を

促
進

す
る
イ

ベ
ン

ト
に

出
展
し

、
企
業

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
を
把

握
し
、

共
同
研

究
等
の

掘
り

起
こ

し
に

努
め
る

。

イ
　
デ

ザ
イ

ン
思
考

に
関
す

る
研

修
を
、

長
岡
市

職
員

を
対
象

に
1
4
回

､
 
 
N
C
T
４

回
、
三

菱
マ
ー

ケ
テ
ィ

ン
グ

研
究

会
３

回
、
奈

良
県
産

業
振
興

セ
ン
タ

ー
３

回
、
事

業
構
想

大
学

院
大
学

１
回
、

一
般

の
方
４

回
（
オ

ン
ラ
イ

ン
）

、
小
学

生
向
け

に
１

回
、
計

3
0
回
実

施
し

た
。

　
企
業

向
け

の
デ
ザ

イ
ン
講

座
を

開
始
し

、
１
社

に
対

し
て
３

回
実
施

し
た
。

［
再

掲
_
6
2
］

　
燕
三

条
も

の
づ
く

り
メ
ッ

セ
、

M
a
t
c
h
i
n
g
 
H
U
B
 
N
a
g
a
o
k
a
、

M
a
t
c
h
i
n
g
 
H
U
B
北
陸

に
出
展

し
、

本
学
の

産
学
連

携
の

実
績
や

教
員
の

シ
ー
ズ

を
P
R
し
、
出

展
企
業

と
の

共
同
研

究
等
の

掘
り

起
こ
し

を
行
っ

た
。
そ

の
結

果
、
具

体
的
な

連
携

相
談
の

あ
っ
た

1
企
業

と
研
究

等
に
む

け
て
調

整
を

行
っ
て

い
る
。

[
再

掲
_
4
8
]

a
市

役
所
、

企
業

、
一
般

の
方

と
幅

広
い

対
象
者

に
対

し
て

継
続

的
に
デ

ザ
イ

ン
思

考
に

関
す
る

研
修

を
実

施
し

て
い
る

。
ま

た
、
受

講
者

の
ニ
ー

ズ
を

適
切

に
汲

み
取

り
、

企
業

向
け

の
デ
ザ

イ
ン

講
座

を
開

始
す
る

な
ど

、
積

極
的

に
本
学

で
の

学
び

を
発

信
す
る

と
と

も
に

、
学

ぶ
機
会

の
提

供
や

人
材

育
成
に

寄
与

し
て

い
る

。

a

5
9

イ
　

本
学
の

特
色
を

生
か
し

た
有
料

講
座
の

実
施

や
、

大
学
施

設
の
有

料
貸
出

し
等
、

自
己
収

入
の

確
保

に
努
め

る
。

7
7

ウ
　

こ
ど
も

も
の
づ

く
り

大
学

校
な

ど
子
ど

も
か

ら
大

人
ま
で

幅
広
い

年
齢

層
の

市
民

や
社
会

人
、

企
業

等
に
向

け
、
美

術
、

デ
ザ

イ
ン

や
デ
ザ

イ
ン

思
考

の
有
料

講
座
を

実
施

す
る

と
と

も
に
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感

染
症

の
状

況
を

踏
ま
え

な
が

ら
大

学
施
設

の
有
料

貸
出

し
を

行
う

。

ウ
　
こ

ど
も

も
の
づ

く
り
大

学
校

、
市
民

工
房
の

ほ
か

、
幅
広

い
年
代

を
対
象

に
し

た
デ
ザ

イ
ン
講

座
を

実
施
し

た
。

　
ま
た

、
統

一
模
試

の
会
場

使
用

な
ど
４

回
の
有

料
貸

出
し
を

し
た
。

b
b

6
0

ウ
　

学
生
納

付
金
は

、
教
育

内
容
や

社
会
情

勢
等

を
反

映
し
た

適
正
な

水
準
と

な
る
よ

う
に
適

宜
見

直
す

。

7
8

エ
　

学
生
納

付
金
は

、
教

育
内

容
、

財
務
状

況
、

他
の

国
公
立

大
学
の

動
向

等
を

勘
案

し
て
適

正
な

金
額

を
決
定

す
る
。

エ
　
収

容
定

員
の
充

足
状
況

、
運

営
費
交

付
金
の

交
付

状
況
、

他
の
公

立
大
学

の
動

向
を
総

合
的
に

判
断

し
、
学

生
納
付

金
を

前
年
同

額
と
し

た
。

b
b

(
2
)

予
算

の
効

率
的

な
執

行
(
2
)

予
算

の
効

率
的

な
執

行

6
1

契
約

方
法
や

事
務
処

理
の
見

直
し
を

通
じ
て

業
務

運
営

の
徹
底

し
た
効

率
化
・

合
理
化

を
図
り

、
経

費
を

節
減
す

る
。
ま

た
、
職

員
の
コ

ス
ト
意

識
を

向
上

し
、
日

常
的
に

節
電
・

節
水
等

を
徹
底

す
る

。

7
9

ア
　

経
費
節

減
効
果

の
あ

る
契

約
内

容
、
契

約
方

法
を

検
討
し

、
効
率

的
か

つ
適

正
な

予
算
執

行
を

行
う

。

ア
　
事

務
用

品
（
封

筒
、
コ

ピ
ー

用
紙
、

プ
リ
ン

タ
ト

ナ
ー
）

や
灯
油

は
、
年

間
の

使
用
数

量
に
基

づ
い

て
契
約

す
る
こ

と
で

、
大
量

発
注
に

よ
る
単

価
の

引
き
下

げ
を
行

っ
た

。
　
ま
た

、
法

人
名
義

の
ク
レ

ジ
ッ

ト
カ
ー

ド
決
済

で
購

入
先
の

選
択
肢

を
広
げ

る
こ

と
に
よ

っ
て
、

経
費

節
減
に

努
め
た

。

b
b

8
0

イ
　

電
気
使

用
量
の

デ
マ

ン
ド

管
理

等
を
行

い
、

節
電

、
節
水

等
に
努

め
る

。
　
ま

た
、
白

黒
コ
ピ

ー
の

標
準

設
定

、
両
面

印
刷

の
推

奨
等
に

よ
り
、

コ
ピ

ー
料

金
の

削
減
を

図
る
。

イ
　
電

気
量

の
デ
マ

ン
ド
管

理
や

下
水
メ

ー
タ
ー

に
よ

り
下
水

道
の
使

用
量
を

把
握

し
、
光

熱
水
費

の
削

減
を
行

っ
た
。

　
ま
た

、
こ

ま
め
な

消
灯
に

よ
る

節
電
や

経
済
的

な
コ

ピ
ー
機

の
利
用

法
に
つ

い
て

定
期
的

に
呼
び

か
け

を
行
い

、
学
生

や
職

員
の
コ

ス
ト
意

識
の
向

上
を

図
っ
た

。

b
b

(
3
)

資
産

の
適

正
な

運
用

管
理

(
3
)

資
産

の
適

正
な

運
用

管
理

b
6
2

ア
　

定
期
的

に
学
内

の
施
設

設
備
を

調
査
点

検
し

、
必

要
な

修
繕
を

行
う
と

と
も
に

、
中
長

期
修

繕
計

画
に
基

づ
き
施

設
設
備

の
維
持

管
理
や

更
新

を
計

画
的
に

行
う
。

8
1

ア
　

中
長
期

修
繕
計

画
に

基
づ

き
学

内
の
施

設
設

備
の

修
繕
や

更
新
を

行
う

と
と

も
に

、
学
内

の
劣

化
状

況
等
を

確
認
し

、
状

況
に

応
じ

て
中
長

期
修

繕
計

画
の
見

直
し
と

更
新

を
行

う
。

ア
　
中

長
期

修
繕
計

画
に
基

づ
き

本
部
棟

外
壁
ほ

か
改

修
工
事

（
２
か

年
計
画

の
う

ち
２
年

目
）
を

行
い

、
施
設

設
備
の

長
寿

命
化
を

図
っ

た
。

　
ま
た

、
大

学
院
棟

階
段
手

摺
ほ

か
安
全

対
策
工

事
、

第
３
ア

ト
リ
エ

棟
L
E
D
照

明
改
修

工
事
、

ア
ト
リ

エ
棟

エ
レ

ベ
ー

タ
ー
（

1
号
機

）
更
新

工
事
を

行
っ

た
。
あ

わ
せ
て

、
学

内
の
劣

化
状
況

を
確

認
し
、

令
和
６

年
度
に

長
期

修
繕
計

画
の
見

直
し

を
行
う

こ
と
を

決
定

し
た
。

b

6
3

イ
　

学
校
法

人
か
ら

承
継
し

た
資
金

に
つ
い

て
、

低
リ

ス
ク
金

融
商
品

の
利
用

等
に
よ

る
安
全

確
実

な
運

用
を
図

る
。

8
2

イ
　

学
校
法

人
か
ら

承
継

し
た

資
金

に
つ
い

て
、

定
期

預
金
を

第
一
に

、
低

リ
ス

ク
金

融
商
品

の
利

用
に

よ
る
安

全
確
実

な
運

用
を

行
う

。

イ
　
学

校
法

人
か
ら

承
継
し

た
資

金
に
つ

い
て
は

、
短

期
間
の

定
期
預

金
で
流

動
性

を
確
保

し
つ
つ

、
令

和
２
年

度
に
取

得
し

た
地
方

債
に
よ

る
安
全

確
実

な
運
用

収
入
を

確
保

し
た
。

b
b

ア
　

科
学
研

究
費
補

助
金
等

の
助
成

金
に
関

す
る

情
報

収
集
の

強
化
と

、
教
員

へ
の
情

報
提
供

・
共

有
を

一
体
的

に
進
め

る
。
そ

の
上
で

、
助
成

金
等

の
積

極
的
な

申
請
、

受
託
研

究
や
共

同
研
究

の
掘

り
起

こ
し
な

ど
、
外

部
資
金

獲
得
の

た
め
の

取
り

組
み

を
強
化

す
る
。
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自
己

評
価

R
５

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
計

画
の

実
施

状
況

等
中

期
計

画
通

番
通

番
R

５
  

年
度

計
画

3
自

己
点

検
・

評
価

及
び

情
報

公
開

の
推

進
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
3

自
己

点
検

・
評

価
及

び
情

報
公

開
の

推
進

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

(
1
)

自
己

点
検

･
評

価
(
1
)

自
己

点
検

･
評

価

6
4

自
己

点
検
・

評
価
を

実
施
し

た
上
で

、
各
年

度
に

お
け

る
長
岡

市
公
立

大
学
法

人
評
価

委
員
会

に
よ

る
評

価
を
受

け
る
と

と
も
に

、
令
和

4
年

度
ま
で

に
認

証
評

価
機

関
に
よ

る
評
価

を
受
審

し
、
結

果
を

公
表

す
る
。

ま
た
、

評
価
結

果
を
踏

ま
え
、

教
育

研
究

の
質
の

向
上
や

業
務
運

営
の
改

善
に
取

り
組

む
。

8
3

　
自

己
点
検

・
評
価

を
実

施
し

た
上

で
、
長

岡
市

公
立

大
学
法

人
評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価
を

受
け
、

必
要
な

業
務
の

改
善

を
行

う
。

　
業
務

実
績

に
関
す

る
自
己

評
価

を
行
う

と
と
も

に
、

長
岡
市

公
立
大

学
法
人

評
価

委
員
会

に
よ
る

評
価

を
受
け

た
結
果

、
大

項
目
４

区
分
の

う
ち
３

つ
が

「
中
期

計
画
の

進
捗

は
順
調

」
で
あ

り
、

全
体
評

価
に
お

い
て
も

「
中

期
計
画

の
進
捗

は
順

調
で
あ

る
」
と

認
め

ら
れ
た

。

b
b

(
2
)

情
報

公
開

の
推

進
(
2
)

情
報

公
開

の
推

進

6
5

ア
　

本
学
の

教
育
、

研
究
、

地
域
貢

献
等
の

活
動

に
対

す
る
理

解
の
促

進
と
支

持
の
拡

大
を
図

る
た

め
、

テ
レ
ビ

や
新
聞

な
ど
の

様
々
な

メ
デ
ィ

ア
を

活
用

し
、
積

極
的
か

つ
効
果

的
に
情

報
を
発

信
す

る
。

ま
た
、

プ
ロ
モ

ー
シ
ョ

ン
の
充

実
を
図

る
た

め
、

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

の
改
善

等
、
広

報
活
動

の
強

化
を

す
す
め

る
。

8
4

ア
　

大
学
の

広
報
戦

略
の

展
開

と
効

果
測
定

を
実

施
し

、
教
育

、
研
究

、
地

域
貢

献
等

の
活
動

に
つ

い
て

、
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
、

S
N
S
や
新

聞
、

テ
レ
ビ

な
ど
を

活
用
し

て
広
く

情
報

を
発

信
す

る
。

　
ま

た
、
新

学
科
体

制
及

び
教

育
内

容
に
つ

い
て

の
広

報
を
重

点
的
に

行
う

。

ア
　
年

間
広

報
計
画

に
従
い

、
プ

ロ
モ
ー

シ
ョ
ン

動
画

を
用
い

た
イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト

広
告
の

配
信
、

本
学

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

及
び

S
N
S
で
本

学
教
育

内
容
や

教
育

研
究
成

果
等
に

関
す

る
情
報

発
信
を

積
極

的
に
行

っ
た
。

・
プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

動
画
4
本
を

Y
o
u
T
u
b
e
配
信
、

視
聴

数
合
計

 
 
1
,
7
8
5
,
6
2
1
回

・
W
e
b
マ

ガ
ジ
ン

「
N
I
D
f
o
c
u
s
」

1
8
件

（
年

間
目

標
数
1
5
件

）
・
S
N
S
で

の
情
報

発
信
1
0
7
8
件
（

年
間

目
標

 
週
１

件
、

合
計
1
5
6
件

）
 
 
特
に

新
学

科
体
制

及
び
教

育
内

容
を
多

く
の
人

に
理

解
し
て

も
ら
う

た
め
、

デ
ザ

イ
ン
学

科
新
領

域
で

あ
る
テ

ク
ノ
ロ

ジ
ー

×
デ
ザ

イ
ン
領

域
を
「

N
I
D
n
e
w
s
」
で
特

集
し
、

新
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の
授

業
内
容

は
W
e
b

マ
ガ
ジ

ン
「

N
I
D
f
o
c
u
s
」
で

特
集

し
た
。

 
 
な
お

、
学

生
生
活

実
態
調

査
で

の
提
案

や
新
入

生
へ

の
ヒ
ア

リ
ン
グ

に
基
づ

き
、

F
a
c
e
b
o
o
k
、
X
（
旧

T
w
i
t
t
e
r
）
に
加

え
て

I
n
s
t
a
g
r
a
m
で
の

公
式
ア

カ
ウ

ン
ト
を

開
設
し

、
さ

ら
な
る

情
報
発

信
に

努
め
た

。
 
 
そ
の

結
果

、
S
N
S
の
記

事
を
き

っ
か

け
に

本
学

に
興
味

を
持
つ

受
験
生

が
現
れ

て
い

る
。
つ

ま
り
、

上
述

の
情
報

発
信
を

積
極

的
に
行

っ
た
こ

と
か
ら

、
本

学
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
で

の
リ
ピ

ー
タ
ー

数
の

増
加
及

び
平
均

エ
ン
ゲ

ー
ジ

メ
ン
ト

時
間
の

上
昇

と
い
っ

た
サ
イ

ト
の

パ
フ
ォ

ー
マ
ン

ス
向
上

に
つ

な
が
っ

た
と
考

え
ら

れ
る
。

a
　

様
々
な

広
報

媒
体
を

活
用

し
て

効
果

的
か
つ

積
極

的
に

本
学

の
魅
力

を
発

信
し

て
い

る
。
特

に
S
N
S
で

の
情
報

発
信

は
年

間
目
標

を
大

幅
に

上
回

る
1
,
0
7
8
件
の

発
信

を
行
っ

た
。

　
積

極
的

な
S
N
S
で

の
情

報
発

信
が

受
験

生
の
目

に
留

ま
り

、
受

験
に
つ

な
が

っ
た

ケ
ー

ス
も
あ

る
な

ど
、

本
学

の
魅
力

を
十

分
に

発
信

し
て
高

い
志

願
倍

率
の

維
持
に

も
寄

与
し

て
い

る
。

a

6
6

イ
　

業
務
運

営
の
透

明
性
を

高
め
る

た
め
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
等

を
通
じ

、
教
育

研
究
活

動
や
業

務
運

営
活

動
な
ど

に
関
す

る
情
報

を
積
極

的
に
公

開
す

る
。

8
5

イ
　

業
務
運

営
の
透

明
性

を
高

め
る

た
め
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
等

を
通
じ

、
教

育
研

究
活

動
や
業

務
運

営
活

動
な
ど

に
関
す

る
情

報
を

積
極

的
に
公

開
す

る
。

イ
　
業

務
運

営
の
透

明
性
を

確
保

す
る
た

め
、
組

織
、

計
画
・

評
価
、

財
務
、

規
程

、
会
議

録
等
の

法
人

情
報
を

ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ
で
公

開
し

た
。

b
b
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自
己

評
価

R
５

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
計

画
の

実
施

状
況

等
中

期
計

画
通

番
通

番
R

５
  

年
度

計
画

4
そ

の
他

業
務

運
営

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

4
そ

の
他

業
務

運
営

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

(
1
)

社
会

的
責

任
を

果
た

す
た

め
の

取
り

組
み

(
1
)

社
会

的
責

任
を

果
た

す
た

め
の

取
り

組
み

6
7

ア
　

適
正
な

業
務
の

執
行
並

び
に
ハ

ラ
ス
メ

ン
ト

及
び

研
究
不

正
の
防

止
を
目

的
と
す

る
研
修

会
や

啓
発

活
動
等

を
実
施

し
、
人

権
擁
護

及
び
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン
ス

の
徹
底

に
取
り

組
む
。

8
6

ア
　

適
正
な

業
務
の

執
行

並
び

に
ハ

ラ
ス
メ

ン
ト

及
び

研
究
不

正
の
防

止
を

目
的

と
す

る
研
修

会
や

啓
発

活
動
等

を
実
施

し
、

人
権

擁
護

及
び
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン
ス

の
徹
底

に
取

り
組

む
。

ア
　
公

的
研

究
費
の

不
正
使

用
防

止
に
係

る
啓
発

活
動

、
ハ
ラ

ス
メ
ン

ト
防
止

に
関

す
る
研

修
会
を

実
施

し
、
コ

ン
プ
ラ

イ
ア

ン
ス
の

徹
底
に

取
り
組

ん
だ

。
ま
た

、
情
報

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
に
対

す
る

意
識
レ

ベ
ル
の

向
上
を

図
る

た
め
、

標
的
型

攻
撃

メ
ー
ル

訓
練
を

実
施

し
た
。

b
b

6
8

イ
　

３
R
（

リ
デ

ュ
ー
ス

、
リ
ユ

ー
ス
、

リ
サ
イ

ク
ル

）
活

動
を

実
践
す

る
と
と

も
に
、

中
長
期

修
繕

計
画

等
に
基

づ
く
施

設
設
備

の
更
新

の
機
会

な
ど

を
活

用
し
、

省
エ
ネ

に
配
慮

し
た
施

設
設
備

の
整

備
に

努
め
る

。

8
7

イ
　

３
R
（

リ
デ

ュ
ー

ス
、

リ
ユ
ー

ス
、

リ
サ
イ

ク
ル
）

活
動
の

実
践
と

し
て

再
生

品
、

エ
コ
マ

ー
ク

商
品

等
の
物

品
の
使

用
、

購
入

に
努

め
る
。

　
ま

た
、
環

境
へ
の

配
慮

と
経

費
節

減
等
の

面
か

ら
、

第
３
ア

ト
リ
エ

棟
の

照
明

を
L
E
D
化

す
る
。

　
さ

ら
に
、

新
棟
の

建
設

に
お

い
て

は
省
エ

ネ
に

配
慮

し
、
空

調
や
照

明
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
負
荷

を
低

減
す

る
機
能

等
を
積

極
的

に
採

用
す

る
。

イ
　
事

務
用

コ
ピ
ー

用
紙
は

グ
リ

ー
ン
購

入
法
総

合
評

価
値
8
0
以

上
の

も
の
、

ま
た

事
務
用

プ
リ
ン

タ
の

ト
ナ
ー

、
イ
ン

ク
カ

ー
ト
リ

ッ
ジ
は

使
用
後

の
回

収
と
再

製
品
化

が
可

能
な
も

の
の
購

入
に

努
め
た

。
事
務

用
品
等

は
グ

リ
ー
ン

購
入
法

適
合

、
エ
コ

マ
ー
ク

認
定

等
の
商

品
を
指

定
し
、

詰
め

替
え
が

可
能
な

も
の

を
優
先

し
て
購

入
し

た
。

　
ま
た

、
第

３
ア
ト

リ
エ
棟

の
照

明
を
L
E
D
ラ
イ

ト
に
取

り
換
え

、
経
費

の
削
減

と
環

境
へ
の

配
慮
を

行
っ

た
。

b
b

(
2
)

施
設

設
備

の
整

備
、

活
用

(
2
)

施
設

設
備

の
整

備
、

活
用

6
9

ア
　

新
し
い

学
科
の

創
設
等

、
時
代

の
変
化

を
見

据
え

た
教
育

研
究
組

織
の
見

直
し
に

合
わ
せ

て
必

要
な

施
設
設

備
の
整

備
を
行

う
。

8
8

ア
　

造
形
学

部
の
新

学
科

体
制

及
び

令
和
５

年
度

以
降

入
学
者

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
の

実
施

に
対
応

す
る

た
め

、
計
画

に
基
づ

き
順

次
施

設
・

設
備
の

整
備

を
進

め
る
。

ア
　
第

４
ア

ト
リ
エ

棟
等
整

備
基

本
計
画

に
基
づ

き
、

テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー

と
デ
ザ

イ
ン

の
掛
け

合
わ
せ

を
誘

発
す
る

教
育
研

究
活

動
を
推

進
す
る

た
め
、

プ
ロ

ト
タ
イ

ピ
ン
グ

ル
ー

ム
、
デ

ジ
タ
ル

デ
ザ

イ
ン
ア

ト
リ
エ

､
映
像
・

オ
ー

デ
ィ
オ

に
係
る

ス
タ

ジ
オ
等

の
整
備

・
拡

充
に
向

け
､
基
本

設
計
及

び
実

施
設
計

を
完
了

す
る

と
と
も

に
、
施

工
事

業
者
を

決
定

し
、
着

工
し

た
。

b
b

7
0

イ
　

「
キ
ャ

ン
パ
ス

ま
る
ご

と
デ
ザ

イ
ン
の

教
材

」
と

い
う

コ
ン
セ

プ
ト
の

下
、
費

用
対
効

果
や

既
存

の
施
設

設
備
の

有
効
活

用
に
留

意
し
つ

つ
、

時
代

の
性
能

水
準
等

に
即
し

、
教
育

効
果
の

高
い

施
設

設
備
の

整
備
を

行
う
。

[
再

掲
]

8
9

イ
　

必
要
と

な
る
設

備
、

機
器

に
つ

い
て
、

時
代

の
潮

流
及
び

デ
ザ
イ

ン
を

考
慮

し
整

備
す
る

。
[
再

掲
_
2
4
]

イ
　
学

生
の

能
動
的

な
学
修

を
目

指
す
R
５

カ
リ

と
の
連

動
を
考

慮
し
、

ア
イ
デ

ア
を

創
発
し

フ
レ
キ

シ
ブ

ル
な
授

業
運
営

を
促

進
す
る

演
習
室

什
器
の

入
替

、
自
主

学
習
を

は
じ

め
多
様

な
利
用

ニ
ー

ズ
に
対

応
す
る

図
書
館

空
間

の
再
整

備
な
ど

機
能

性
と
意

匠
性
を

兼
ね

備
え
た

施
設
整

備
を
行

う
と

と
も
に

、
エ
レ

ベ
ー

タ
ー
や

電
気
制

御
機

器
な
ど

の
老
朽

化
に
対

応
し

た
設
備

の
更
新

を
実

施
し
た

。
　
ま
た

、
第

４
ア
ト

リ
エ
棟

の
建

設
を
進

め
る
と

と
も

に
、
棟

内
の
ア

ト
リ
エ

や
教

室
に
整

備
す
る

什
器

や
設
備

の
具
体

的
仕

様
を
決

定
し

た
。
[
再

掲
_
2
4
]

b
b

7
1

ウ
　

工
房
、

ア
ト
リ

エ
、
ス

タ
ジ
オ

、
コ
ン

ピ
ュ

ー
タ
室

、
プ
ロ

ト
タ
イ

ピ
ン
グ

ル
ー
ム

、
教

員
・

学
生
・

卒
業
生

作
品
の

展
示
ス

ペ
ー
ス

等
の

施
設

設
備
、

パ
ソ
コ

ン
の
ソ

フ
ト
ウ

ェ
ア
な

ど
の

維
持

管
理
・

更
新
・

整
備
を

適
切
に

行
う
。

[
再

掲
]

9
0

ウ
　

ア
ド
ビ

ク
リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

ク
ラ

ウ
ド
等

の
教

育
、

研
究
に

必
要
と

な
る

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア
を

学
生

に
提

供
す
る

と
と
も

に
、

更
新

し
た

学
生
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト
「

パ
レ
ッ

ト
」

の
運

用
を

開
始
し

、
学

生
の

利
便
性

向
上
を

図
る

。
　
ま

た
、
工

房
、
ア

ト
リ

エ
、

プ
ロ

ト
タ
イ

ピ
ン

グ
ル

ー
ム
等

の
施
設

設
備

の
適

切
な

維
持
更

新
を

行
う

と
と
も

に
、
プ

ロ
ト

タ
イ

ピ
ン

グ
ル
ー

ム
に

は
多

学
年
・

多
学
科

で
構

成
す

る
学

生
ス
タ

ッ
フ

を
配

置
し
、

学
生
の

制
作

の
サ

ポ
ー

ト
等
を

行
う
。

[
再

掲
_
2
5
]

ウ
　
学

生
の

大
学
内

外
で
の

授
業

の
受
講

や
制
作

活
動

を
支
援

す
る
た

め
、
ア

ド
ビ

ク
リ
エ

イ
テ
ィ

ブ
ク

ラ
ウ
ド

、
Z
o
o
m
、
3
D
C
G
ソ
フ

ト
ウ
ェ

ア
等
を

継
続

し
て
無

料
で
提

供
し

た
。

　
ま
た

、
学

生
ポ
ー

タ
ル
サ

イ
ト

「
パ
レ

ッ
ト
」

の
更

新
に
伴

い
、
４

月
か
ら

本
格

運
用
を

開
始
す

る
と

と
も
に

、
学
生

各
自

の
ス
マ

ー
ト

フ
ォ
ン

を
用

い
た
出

席
登
録

の
仕

組
み
を

取
り
入

れ
た

。
　
さ
ら

に
、

プ
ロ
ト

タ
イ
ピ

ン
グ

ル
ー
ム

で
は
、

昨
年

度
に
引

き
続
き

専
門
の

職
員

の
ほ
か

多
学
年

・
学

科
で
構

成
す
る

学
生

ス
タ
ッ

フ
を
配

置
し
、

学
生

に
よ
る

自
立
的

な
機

材
や
工

房
の
管

理
・

運
営
の

実
施
及

び
他
学

生
の

制
作
サ

ポ
ー
ト

等
を

行
っ
た

結
果
、

作
品

制
作
に

お
い
て

効
率
的

、
効

果
的
に

稼
働
す

る
よ

う
に
な

っ
た
。

[
再
掲

_
2
5
]

b
b

32



自
己

評
価

R
５

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
計

画
の

実
施

状
況

等
中

期
計

画
通

番
通

番
R

５
  

年
度

計
画

7
2

エ
　

既
存
の

施
設
設

備
の
利

用
実
態

を
精
査

し
、

廃
止

や
転
用

も
含
め

、
稼
働

状
況
の

改
善
に

向
け

た
有

効
活
用

に
全
学

で
取
り

組
む
。

9
1

エ
　

学
生
の

意
見
を

取
り

入
れ

た
図

書
館
利

用
方

法
の

見
直
し

を
行
う

。
[
再

掲
_
2
6
]

エ
　
学

生
ア

ン
ケ
ー

ト
、
図

書
館

カ
ウ
ン

タ
ー
学

生
ア

ル
バ
イ

ト
の
意

見
を
取

り
入

れ
な
が

ら
、
以

下
を

実
施
し

た
。

・
声
を

出
し

て
デ
ィ

ス
カ
ッ

シ
ョ

ン
等
が

で
き
る

ス
ペ

ー
ス
の

設
置

・
個
人

ブ
ー

ス
の
増

設
・
複
数

人
で

視
聴
可

能
な
視

聴
覚

ブ
ー
ス

の
設
置

（
既

存
ブ
ー

ス
は
老

 
 
朽
化

の
た

め
撤
去

）
・
ネ
ッ

ト
か

ら
の
貸

出
延
長

申
請

受
付

・
新
着

図
書

コ
ー
ナ

ー
の
増

設
（

新
着
図

書
を
手

に
取

り
や
す

く
）

・
要
望

の
多

か
っ
た

小
説
の

購
入

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[
再

掲
_
2
6
]

b
b

9
2

オ
　

新
学
科

体
制
に

合
わ

せ
て

既
存

の
施
設

設
備

全
体

の
有
効

活
用
を

図
る

た
め

、
用

途
の
再

配
置
、

設
備
の

更
新
、

什
器

の
入

替
等

を
順
次

進
め

る
。

オ
　
令

和
5
年
度

は
以
下

の
改
修

や
更

新
等

を
行

っ
た
。

・
大
講

義
室

、
1
0
3
講
義

室
の
制

御
盤

更
新

・
2
0
1
講

義
室
の

什
器
の

入
替

・
デ
ジ

タ
ル

デ
ザ
イ

ン
ア
ト

リ
エ

の
プ
リ

ン
タ
を

高
性

能
A
3
レ

ー
ザ
ー

 
 
プ
リ

ン
タ

ー
に
更

新
す
る

と
と

も
に
、

オ
ン
デ

マ
ン

ド
プ
リ

ン
タ
ー

 
 
を
新

た
に

導
入

・
視
覚

デ
ザ

イ
ン
ア

ト
リ
エ

B
へ

の
デ

ッ
サ

ン
用

機
材
の

導
入

・
新
た

な
３

D
プ

リ
ン
タ

を
、
第

４
ア

ト
リ

エ
棟

の
完
成

に
先
行

し
て

　
導
入

b
b

(
3
)

安
全

管
理

(
3
)

安
全

管
理

7
3

ア
　

施
設
設

備
の
利

用
等
に

伴
う
事

故
を
未

然
に

防
止

す
る
た

め
、
学

生
・
職

員
に
対

す
る
安

全
講

習
の

実
施
、

設
備
・

機
器
の

定
期
的

な
点
検

、
危

険
物

の
適
正

な
取
扱

い
等
、

不
断
の

安
全
管

理
を

徹
底

す
る
。

9
3

ア
　

施
設
設

備
の
利

用
等

に
伴

う
事

故
を
未

然
に

防
止

す
る
た

め
、
新

入
生

及
び

新
入

職
員
に

対
し

て
安

全
講
習

を
実
施

す
る

。
　
ま

た
、
設

備
・
機

器
の

定
期

的
な

点
検
、

危
険

物
の

適
正
な

取
扱
い

等
、

不
断

の
安

全
管
理

を
徹

底
す

る
。

ア
　
各

工
房

、
ス
タ

ジ
オ
等

の
利

用
に
お

け
る
安

全
管

理
へ
の

意
識
向

上
と
学

内
ル

ー
ル
の

遵
守
を

徹
底

す
る
た

め
に
、

学
生

に
は
１

年
次
に

全
学
生

を
対

象
と
し

た
安
全

講
習

会
を
実

施
し
た

。
工

房
を
管

理
す
る

新
入
職

員
に

対
し
て

は
、
各

工
房

に
て
安

全
管
理

講
習

を
行
っ

た
。

　
ま
た

他
大

学
の
事

例
を
参

考
に

工
房
運

営
に
お

け
る

安
全
管

理
に
つ

い
て
、

学
生

ポ
ー
タ

ル
サ
イ

ト
に

「
工
房

利
用
の

手
引

き
」
を

掲
載
し

､
学
生
が

い
つ

で
も
安

全
管
理

を
確

認
で
き

る
よ
う

に
し

た
。

b
b

7
4

イ
　

大
規
模

災
害
に

備
え
、

災
害
対

策
マ
ニ

ュ
ア

ル
の

実
効
性

を
よ
り

高
め
る

た
め
の

改
善
、

長
岡

市
と

の
連
携

強
化
等

、
危
機

管
理
体

制
を
充

実
す

る
と

と
も
に

、
学
生

・
職
員

に
対
し

防
災
訓

練
な

ど
を

定
期
的

に
行
う

。

9
4

イ
　

新
入
生

に
対
し

、
入

学
直

後
に

避
難
訓

練
を

行
う

。
　
ま

た
、
業

務
継
続

計
画

・
災

害
対

策
マ
ニ

ュ
ア

ル
の

内
容
に

つ
い
て

、
防

災
訓

練
の

実
施
や

設
備
・

備
蓄
品

の
点
検

を
通

し
て

検
証

し
、
必

要
に

応
じ

て
更
新

す
る
。

イ
　
新

入
生

に
対
し

、
入
学

直
後

に
避
難

訓
練
を

行
っ

た
。

　
ま
た

、
業

務
継
続

計
画
（

B
C
P
）
・

災
害

対
策

マ
ニ
ュ

ア
ル
の

内
容
に

つ
い
て

、
対

策
本
部

及
び
震

災
対

策
４
班

の
初
動

の
動

き
を
確

認
す
る

ロ
ー
ル

プ
レ

イ
ン
グ

形
式
の

訓
練

を
通
じ

て
検
証

し
た

。
あ
わ

せ
て
、

設
備
・

備
蓄

品
の
点

検
を
行

い
、

更
新
を

行
っ
た

。

b
b

7
5

ウ
　

学
内
の

情
報
セ

キ
ュ
リ

テ
ィ
対

策
の
整

備
と

、
情

報
セ

キ
ュ
リ

テ
ィ
に

対
す
る

意
識
啓

発
を

不
断

に
行
う

。

9
5

ウ
　

ア
ウ
ト

ソ
ー
シ

ン
グ

を
活

用
し

、
本
学

の
実

情
に

合
わ
せ

た
サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ
ー

対
策

等
基

本
計
画

の
策
定

に
着

手
す

る
。

　
ま

た
、
情

報
セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

の
整
備

と
職

員
に

対
す
る

意
識
啓

発
を

継
続

し
て

行
う
。

ウ
　
ア

ウ
ト

ソ
ー
シ

ン
グ
を

活
用

し
、
情

報
セ
キ

ュ
リ

テ
ィ
対

策
の
整

備
を
行

う
と

と
も
に

、
情
報

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
ー
ポ

リ
シ

ー
（
情

報
セ

キ
ュ
リ

テ
ィ

対
策
基

本
方
針

、
情

報
セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
対

策
基
本

規
程
）

を
策
定

し
た

。
　
ま
た

、
情

報
セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
に

対
す
る

意
識
啓

発
を

継
続
し

て
行
う

と
と
も

に
、

職
員
対

象
の
S
D
研
修

会
及
び

標
的
型

メ
ー

ル
訓
練

を
実
施

し
た
。

b
b

7
6

エ
　

学
内
に

お
け
る

衛
生
管

理
の
向

上
を
図

る
た

め
、

学
生
・

職
員
に

対
し
、

健
康
診

断
等
を

定
期

的
に

実
施
す

る
と
と

も
に
、

学
校
医

・
産
業

医
、

カ
ウ

ン
セ
ラ

ー
、
医

務
室
職

員
を
配

置
し
、

き
め

細
や

か
な
相

談
対
応

等
の
支

援
を
行

う
。

9
6

エ
　

学
生
・

職
員
に

対
し

定
期

健
康

診
断
を

実
施

す
る

と
と
も

に
、
学

校
医

・
産

業
医

・
カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

等
と
連

携
し
て

学
内

に
お

け
る

衛
生
管

理
を

行
う

。

エ
　
学

生
・

職
員
に

対
し
健

康
診

断
、
ス

ト
レ
ス

チ
ェ

ッ
ク
を

実
施
し

､
学
校
医

・
産

業
医
か

ら
適
切

な
指

導
を
受

け
た
。

学
生

相
談
で

は
､
対
面

と
オ
ン

ラ
イ

ン
を
併

用
し
た

カ
ウ

ン
セ
リ

ン
グ
を

実
施

し
、
利

用
者
に

対
し
柔

軟
な

対
応
を

行
っ
た

。
　
ま
た

、
新

型
コ
ロ

ナ
、
イ

ン
フ

ル
エ
ン

ザ
の
同

時
流

行
、
重

症
化
に

備
え
、

イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ
予

防
接

種
の
費

用
支
援

及
び

学
内
で

の
接
種

の
機
会

を
設

け
た
。

b
b
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 Ⅲ
 

参
考

資
料

 

 

１
 

公
立

大
学

法
人

長
岡

造
形

大
学

 
第

２
期

中
期

目
標

（
令

和
２

年
度

～
令

和
７

年
度

）
 

 前
文
 

長
岡

造
形

大
学

は
、

平
成

６
年

の
開

学
以

来
、

新
し

い
時

代
・
社

会
を

担
う

人
材

の
養

成
と

、
地

域
社

会
と

協
力

し
な

が
ら

、
地

域
課

題
の

解
決

や
地

域
資

源
の

発
掘

な
ど

に
取

り
組

ん
で

き
た

。
 

人
口

減
少

を
は

じ
め

と
す

る
様

々
な

問
題

や
人

工
知

能
に

代
表

さ
れ

る
科

学
技

術
の

進
歩

に
よ

り
、

社
会

は
あ

ら
ゆ

る
分

野
で

転
換

期
を

迎
え

よ
う

と
し

て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
な

か
、

豊
か

な
感

性
と

確
か

な
表

現
力

に
よ

っ
て

思
い

を
形

創
る

「
造

形
・
表

現
」と

し
て

の
デ

ザ
イ

ン
と

と
も

に
、

総
合

的
な

幅
広

い
視

野
と

深
い

洞
察

力
で

社
会

が
抱

え
る

問
題

の
本

質
を

と
ら

え
、

構
想

と
試

行
検

証
を

経
て

解
決

策
を

提
示

す
る

「問
題

発
見

・
解

決
プ

ロ
セ

ス
」と

し
て

の
デ

ザ
イ

ン
を

探
求

し
、

人
々

の
生

活
や

産
業

に
新

た
な

価
値

を
創

り
出

す
こ

と
の

で

き
る

創
造

的
人

材
の

養
成

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
 

そ
し

て
、

「
造

形
を

通
し

て
真

の
人

間
的

豊
か

さ
を

探
求

し
、

こ
れ

を
社

会
に

還
元

す
る

こ
と

の
で

き
る

創
造

力
を

備
え

た
人

材
を

養
成

す
る

」
と

い
う

建
学

の
理

念
を

体
現

し
、

地

域
は

も
と

よ
り

、
我

が
国

及
び

世
界

の
発

展
に

貢
献

す
る

人
材

を
輩

出
し

て
い

く
こ

と
は

、

「
米

百
俵

の
精

神
」を

大
切

に
す

る
長

岡
市

民
の

願
い

で
あ

る
。

 

長
岡

市
は

、
公

立
大

学
法

人
長

岡
造

形
大

学
が

、
自

律
的

、
弾

力
的

、
効

率
的

な
大

学
運

営
を

行
い

、
公

立
大

学
の

使
命

で
あ

る
地

域
貢

献
活

動
に

力
点

を
置

き
な

が
ら

、
市

民
に

支
持

さ
れ

る
魅

力
あ

る
大

学
と

し
て

成
長

し
て

い
く

た
め

に
、

次
の

点
を

基
本

に
中

期

目
標

を
定

め
る

。
 

  １
 

地
域

社
会

を
実

践
的

な
学

び
の

場
と

し
つ

つ
、

デ
ザ

イ
ン

に
関

す
る

知
識

、
感

性
、

技

術
・
技

能
に

加
え

て
、

も
の

ご
と

に
対

す
る

幅
広

い
視

野
を

養
い

、
「
造

形
・表

現
」
と

し
て

の

デ
ザ

イ
ン

力
と

、
「
問

題
発

見
・
解

決
プ

ロ
セ

ス
」
と

し
て

の
デ

ザ
イ

ン
力

を
身

に
付

け
、

人

間
的

に
豊

か
な

社
会

の
実

現
に

貢
献

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

。
 

 

２
 

時
代

や
社

会
の

要
請

に
応

え
る

実
用

的
か

つ
実

践
的

な
研

究
を

地
域

社
会

と
協

働
で

進
め

る
と

と
も

に
、

高
度

な
専

門
性

に
基

づ
く

デ
ザ

イ
ン

の
知

識
と

技
術

の
向

上
と

デ
ザ

イ

ン
の

役
割

や
対

象
領

域
の

拡
大

を
幅

広
く

探
求

す
る

こ
と

。
 

 
 

３
 

市
民

、
企

業
、

教
育

機
関

、
自

治
体

と
の

連
携

を
強

化
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

特
長

を
生

か

し
な

が
ら

協
働

し
て

、
デ

ザ
イ

ン
を

通
じ

地
域

課
題

の
解

決
や

新
た

な
地

域
価

値
の

創
造

に
貢

献
す

る
こ

と
。

さ
ら

に
、

そ
の

プ
ロ

セ
ス

や
成

果
は

地
域

に
と

ど
ま

ら
ず

、
広

く
我

が
国

及
び

世
界

に
発

信
し

波
及

さ
せ

る
こ

と
。

 

 ４
 

大
学

を
取

り
巻

く
社

会
情

勢
の

変
化

に
迅

速
か

つ
的

確
に

対
応

で
き

る
運

営
体

制
を

確
立

す
る

た
め

、
公

立
大

学
法

人
制

度
の

特
性

を
生

か
し

民
間

的
手

法
を

取
り

入
れ

な
が

ら
、

健
全

で
効

率
的

な
大

学
運

営
を

行
う

こ
と

。
 

 第
１
 

中
期
目

標
の
期

間
及

び
教
育

研
究
上
の

基
本
組
織

 

 
１
 

中
期
目

標
の
期
間
 

 
 

 
 

 
令

和
２
年

４
月

１
日

か
ら

令
和

８
年

３
月

３
１
日

ま
で

と
す

る
。

 

 
 ２

 
教
育
研

究
上
の
基

本
組
織
 

こ
の

中
期

目
標

を
達

成
す

る
た

め
、

次
の

と
お

り
教

育
研

究
上

の
基

本
組

織
を

置

く
。

 

学
部

 
造

形
学

部
 

大
学

院
研

究
科

 
造

形
研

究
科

 

研
究

機
関

 
地

域
協

創
セ

ン
タ

ー
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 第
２
 
教

育
に
関
す
る
目

標
 

 
１
 
教
育
の

成
果
、
内
容
に

関
す
る
目
標
 

（
１

）
学

士
課

程
に

お
け

る
教

育
 

社
会

の
要

請
を

的
確

に
認

識
し

、
様

々
な

問
題

に
対

し
て

創
造

的
な

解
決

策
を

提

示
す

る
た

め
に

必
要

な
構

想
力

と
造

形
力

を
備

え
た

人
材

を
養

成
す

る
。

 

 

（
２

）
大

学
院

課
程

に
お

け
る

教
育

 

デ
ザ

イ
ン

の
対

象
領

域
の

拡
大

に
対

応
し

つ
つ

、
深

く
理

論
と

応
用

を
学

び
、

新
た

な
価

値
を

創
造

す
る

た
め

に
必

要
な

高
度

な
専

門
性

や
深

い
洞

察
力

、
企

画
・
調

整

力
を

備
え

た
人

材
を

養
成

す
る

。
 

 

（
３

）
入

学
者

受
入

方
針

 

建
学

の
理

念
及

び
教

育
目

標
の

実
現

に
向

け
て

、
目

的
意

識
や

向
学

心
が

高
く

、

優
れ

た
資

質
を

有
す

る
人

材
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

る
。

 

 

（
４

）
教

育
課

程
 

 
 

 
 各

専
門

分
野

の
特

性
、

学
士

課
程

と
大

学
院

課
程

の
連

続
性

等
に

留
意

し
つ

つ
、

「
造

形
・
表

現
」
と

し
て

の
デ

ザ
イ

ン
と

「
問

題
発

見
・
解

決
プ

ロ
セ

ス
」
と

し
て

の
デ

ザ
イ

ン
を

体
系

的
に

学
ぶ

た
め

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

編
成

す
る

。
 

 
 

 
 

（
５

）
教

育
方

法
 

 
 

 
 
学

内
に

と
ど

ま
ら

ず
、

実
践

経
験

を
通

じ
て

構
想

力
、

造
形

力
を

身
に

付
け

る
地

域

社
会

と
密

着
し

た
デ

ザ
イ

ン
教

育
や

学
生

の
主

体
的

な
学

修
を

重
視

し
た

教
育

に
力

点
を

置
い

て
取

り
組

む
。

ま
た

、
よ

り
高

い
教

育
成

果
を

目
指

し
て

、
授

業
形

態
、

指
導

方
法

を
不

断
に

見
直

す
。

 

 

（
６

）
成

績
評

価
 

教
育

の
質

及
び

公
正

な
評

価
を

確
保

す
る

た
め

、
学

位
授

与
基

準
と

成
績

評
価

基

準
を

厳
格

に
運

用
す

る
。

 

 

２
 
教

育
の
実

施
体
制
に
関
す

る
目
標
 

（
１

）
教

員
の

適
切

な
配

置
と

教
育

力
の

向
上

 

 
 

 
質

が
高

く
、

き
め

細
や

か
な

教
育

を
実

現
す

る
た

め
、

専
門

性
や

企
画

・
調

整
力

の

高
い

教
員

を
適

切
に

配
置

す
る

。
ま

た
、

教
員

の
教

育
力

の
向

上
を

図
る

た
め

の
組

織

的
な

取
り

組
み

を
推

進
す

る
。

 

 
 （
２

）
教

育
環

境
の

整
備

 

 
 

 
教

育
内

容
の

変
化

や
技

術
の

進
展

に
対

応
し

、
費

用
対

効
果

に
留

意
し

つ
つ

、
施

設
設

備
な

ど
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
。

ま
た

、
経

年
に

よ
る

機
能

低
下

に
対

応
し

、

適
切

な
維

持
管

理
・更

新
に

取
り

組
む

。
 

  
（
３

）
教

育
活

動
の

評
価

及
び

改
善

 

教
育

活
動

に
つ

い
て

、
学

生
授

業
評

価
等

を
踏

ま
え

た
内

部
検

証
を

行
う

と
と

も
に

、

外
部

に
よ

る
客

観
的

な
評

価
を

実
施

し
、

そ
れ

ら
の

結
果

を
教

育
活

動
に

反
映

さ
せ

改

善
を

図
る

。
 

 
 

  
（
４

）
教

育
研

究
組

織
の

見
直

し
 

時
代

の
変

化
に

対
応

し
つ

つ
常

に
デ

ザ
イ

ン
に

対
す

る
社

会
の

要
請

や
学

修
需

要
に

的
確

に
応

え
て

い
く

と
の

観
点

か
ら

、
不

断
に

教
育

研
究

組
織

の
在

り
方

を
検

証

し
、

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

て
適

切
に

見
直

し
を

行
う

。
 

 
 

３
 
学

生
へ
の

支
援
に
関
す
る

目
標
 

 
（
１

）
修

学
・生

活
支

援
 

 

学
内

外
で

の
学

生
の

活
動

状
況

に
目

配
り

し
、

学
生

が
安

心
し

て
充

実
し

た
生

活

を
送

れ
る

よ
う

、
心

身
の

健
康

管
理

、
生

活
相

談
な

ど
を

行
う

と
と

も
に

、
学

習
意

欲
の

維
持

・向
上

や
困

難
の

解
消

に
向

け
た

き
め

細
や

か
な

修
学

支
援

を
行

う
。

 

 
 

 
 

（
２

）
就

職
・進

学
等

支
援

 

学
生

が
適

切
に

進
路

選
択

を
行

え
る

よ
う

、
低

学
年

次
か

ら
キ

ャ
リ
ア

形
成

教
育

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

個
々

の
状

況
に

即
し

た
情

報
提

供
や

助
言

な
ど

充
実

し
た

就
職

・
進
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学
支

援
等

を
行

う
。

 

 

４
 
国
際
化
に
関
す
る
目
標
 

国
際

的
な

視
野

を
持

つ
人

材
や

海
外

で
活

躍
す

る
こ

と
の

で
き

る
人

材
の

育
成

を

図
る

た
め

、
国

際
交

流
協

定
締

結
校

と
の

間
で

の
交

換
留

学
等

の
相

互
交

流
や

、
国

際
的

な
発

表
の

場
へ

の
積

極
的

な
参

加
を

推
進

す
る

。
ま

た
、

広
く

留
学

生
の

受
入

れ
を

進
め

る
。

 

  第
３
 
研

究
に
関
す
る
目

標
 

１
 
研
究
の
内
容
及
び
水
準
に
関

す
る
目
標
 

 
 

 
「
造

形
・
表

現
」
及

び
「
問

題
発

見
・
解

決
プ

ロ
セ

ス
」
の

両
面

に
お

い
て

、
デ

ザ
イ

ン

の
質

の
向

上
と

可
能

性
の

拡
大

を
幅

広
く

探
求

す
る

と
と

も
に

、
時

代
や

社
会

の
要

請

に
応

え
る

実
用

的
か

つ
実

践
的

な
研

究
を

進
め

る
。

 

 
 

 
２
 
研
究
の

成
果
に
関
す
る

目
標
 

 
 

 
 
研

究
成

果
の

有
効

活
用

を
図

る
た

め
、

蓄
積

さ
れ

た
教

員
・
学

生
の

研
究

成
果

を

体
系

的
に

整
理

し
、

幅
広

く
公

開
す

る
。

 

 

３
 
研
究
の
実
施
体
制
に
関
す
る

目
標
 

研
究

力
の

深
化

を
図

る
た

め
、

地
域

の
企

業
、

高
等

教
育

機
関

、
自

治
体

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
等

と
の

連
携

を
強

化
し

、
そ

の
研

究
成

果
を

発
信

す
る

こ
と

に
よ

り
、

様
々

な
研

究
課

題
に

取
り

組
む

た
め

の
体

制
や

、
外

部
か

ら
の

支
援

・
協

力
を

得
る

こ
と

が
可

能

な
研

究
実

施
体

制
を

構
築

す
る

。
ま

た
、

学
内

に
と

ど
ま

ら
ず

、
ま

ち
な

か
で

の
実

践

的
な

研
究

が
実

施
で

き
る

よ
う
、

環
境

を
整

備
す

る
。

 

 
 

 

 
４
 
教
育
研

究
組
織
の
見
直

し
に
関
す
る

目
標
 

時
代

の
変

化
に

対
応

し
つ

つ
常

に
デ

ザ
イ

ン
に

対
す

る
社

会
の

要
請

や
学

修
需

要
に

的
確

に
応

え
て

い
く

と
の

観
点

か
ら

、
不

断
に

教
育

研
究

組
織

の
在

り
方

を
検

証

し
、

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

て
適

切
に

見
直

し
を

行
う

。
[再

掲
] 

  第
４
 

地
域
貢

献
に
関

す
る

目
標
 

１
 

地
域
社

会
と
の
連

携
に
関
す
る

目
標
 

地
域

社
会

と
協

働
し

、
デ

ザ
イ

ン
を

通
じ

た
地

域
課

題
の

解
決

や
新

た
な

地
域

価

値
の

創
造

を
目

指
す

。
ま

た
、

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
生

涯
に

わ
た

る
学

習
機

会
を

提
供

し
、

文
化

活
動

の
振

興
に

貢
献

す
る

。
 

 

２
 

産
業
振

興
に
関
す

る
目
標
 

企
業

、
自

治
体

、
教

育
機

関
、

金
融

機
関

等
と

連
携

し
、

研
究

成
果

や
人

的
資

源

を
生

か
し

て
事

業
支

援
を

行
う

こ
と

で
、

地
域

の
産

業
振

興
に

貢
献

す
る

。
 

 

３
 

若
者
の

長
岡
へ
の

定
着
に
関
す

る
目
標
 

市
内

在
住

の
高

校
生

及
び

市
内

高
校

出
身

者
の

積
極

的
な

受
入

れ
を

図
る

。
ま

た
、

卒
業

後
に

お
け

る
長

岡
へ

の
定

着
促

進
に

も
資

す
る

よ
う

、
市

内
企

業
及

び
自

治
体

と
連

携
し

た
学

生
及

び
卒

業
生

に
対

す
る

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

に
取

り
組

む
。

 

 
 

 第
５
 

業
務
運

営
等
に

関
す

る
目
標

 

１
 

業
務
運

営
の
改
善

に
関
す
る
目

標
 

（
１

）
運

営
体

制
の

改
善

 

 
 

 
 

 
公

立
大

学
法

人
制

度
の

特
性

を
生

か
し

た
自

律
的

、
弾

力
的

、
効

率
的

な
大

学

運
営

を
行

う
。

 

 

 
（２

）
適

正
な

人
事

の
実

施
 

 
 

 
 

 
職

員
の

意
欲

を
高

め
つ

つ
、

教
育

研
究

活
動

や
業

務
運

営
の

質
的

向
上

等
を

図
る

た
め

、
評

価
制

度
を

不
断

に
見

直
し

つ
つ

、
適

正
な

人
事

を
行

う
。

 

 
 

 
 

 

（
３

）
事

務
の

効
率

化
及

び
合

理
化

 

 
 

 
 

 事
務

職
員

の
資

質
と

能
力

を
高

め
る

と
と

も
に

、
事

務
処

理
の

効
率

化
及

び
合

理
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化
に

取
り

組
む

。
 

  
２
 
財
務

内
容
の
改
善
に
関

す
る
目
標
 

 
 
 （

１
）経

営
の

安
定

化
に

向
け

た
自

己
収

入
の

確
保

 

学
生

納
付

金
に

よ
る

収
入

に
つ

い
て

は
、

適
切

な
金

額
設

定
に

よ
り

、
安

定
し

た

収
入

の
確

保
に

努
め

る
。

ま
た

、
競

争
的

研
究

資
金

、
受

託
研

究
、

共
同

研
究

、
寄

付
金

、
受

講
料

等
の

外
部

資
金

の
獲

得
に

積
極

的
に

取
り

組
む

。
 

 
 

 
 （
２

）
予

算
の

効
率

的
な

執
行

 

 
 

 
 

教
育

研
究

の
水

準
の

維
持

向
上

に
配

慮
し

な
が

ら
、

業
務

運
営

の
徹

底
し

た
効

率

化
と

合
理

化
に

よ
り

経
費

節
減

に
努

め
る

。
 

 

（
３

）
資

産
の

適
正

な
運

用
管

理
 

 
 

 
 

所
有

す
る

資
産

に
つ

い
て

、
常

に
正

確
に

状
況

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、

効
果

的
な

活
用

方
法

を
検

討
し

、
適

正
な

運
用

管
理

を
行

う
。

 

 
 

 
 

 

 
３
 
自
己

点
検
・
評
価
及
び

情
報
公
開
の
推
進
に
関
す
る
目

標
 

 
（
１

）
自

己
点

検
・
評

価
 

教
育

研
究

及
び

業
務

運
営

の
改

善
に

資
す

る
た

め
、

自
己

点
検

・
評

価
の

定
期

的
な

実
施

と
と

も
に

、
第

三
者

機
関

に
よ

る
外

部
評

価
を

受
け

、
結

果
を

公
表

す
る

。
 

  
 
 （

２
）情

報
公

開
の

推
進

 

 
 

 
 
 
社

会
に

対
す

る
説

明
責

任
を

果
た

す
と

と
も

に
、

広
く

大
学

へ
の

理
解

と
支

持
を

得
る

た
め

、
教

育
研

究
活

動
、

地
域

貢
献

活
動

及
び

運
営

状
況

に
つ

い
て

積
極

的

な
情

報
発

信
に

取
り

組
む

。
 

 
 

 

４
 
そ
の
他

業
務
運
営
に
関
す

る
目
標
 

（
１

）
社

会
的

責
任

を
果

た
す

た
め

の
取

り
組

み
 

 
 

 
公

立
大

学
法

人
と

し
て

の
社

会
的

責
任

を
果

た
す

た
め

、
法

令
遵

守
の

徹
底

や
環

境
配

慮
の

実
践

等
に

組
織

的
に

取
り

組
む

。
 

 

（
２

）
施

設
設

備
の

整
備

、
活

用
 

 
 

 
 
 
教

育
内

容
の

変
化

や
技

術
の

進
展

に
対

応
し

、
費

用
対

効
果

に
留

意
し

つ
つ

、

施
設

設
備

な
ど

教
育

環
境

の
充

実
を

図
る

。
ま

た
、

経
年

に
よ

る
機

能
低

下
に

対
応

し
、

適
切

な
維

持
管

理
・更

新
に

取
り

組
む

。
[再

掲
] 

ま
た

、
施

設
設

備
の

有
効

活
用

を
図

る
。

 

 

（
３

）
安

全
管

理
 

学
内

の
安

全
衛

生
管

理
の

向
上

に
努

め
る

と
と

も
に

、
様

々
な

リ
ス

ク
を

想
定

し
て

危
機

管
理

に
取

り
組

む
。
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 Ⅲ
 

参
考

資
料

 

 

２
 

公
立

大
学

法
人

長
岡

造
形

大
学

 
各

事
業

年
度

の
業

務
実

績
評

価
（
年

度
評

価
）
実

施
要

領
 

 １
 
趣
旨

 

こ
の

要
領

は
、

地
方

独
立

行
政

法
人

法
第

7
8

条
の

２
の

規
定

及
び

当
該

規
定

に
基

づ
き

定
め

ら
れ

た
市

規
則

（公
立

大
学

法
人

長
岡

造
形

大
学

の
業

務
運

営
並

び
に

財

務
及

び
会

計
に

関
す

る
規

則
）
に

基
づ

き
、

長
岡

市
公

立
大

学
法

人
評

価
委

員
会

（以

下
「評

価
委

員
会

」と
い

う
。

）が
行

う
公

立
大

学
法

人
長

岡
造

形
大

学
（以

下
「法

人
」と

い
う

。
）の

各
事

業
年

度
の

業
務

実
績

に
関

す
る

評
価

（
以

下
「
年

度
評

価
」
と

い
う

。
）
を

適
切

に
行

う
た

め
、

評
価

の
実

施
に

関
し

て
必

要
な

事
項

を
定

め
る

も
の

で
あ

る
。

 

 ２
 
評
価

の
目
的
 

 
 

 
年

度
評

価
は

、
法

人
の

業
務

運
営

の
自

主
的

か
つ

継
続

的
な

見
直

し
・改

善
を

促

し
、

法
人

の
業

務
の

質
的

向
上

、
業

務
運

営
の

効
率

化
、

透
明

性
の

確
保

に
資

す
る

こ

と
を

目
的

と
し

て
行

う
。

 

 
 

３
 
評
価

の
基
本
方
針
 

 
 

 
年

度
評

価
は

、
法

人
の

中
期

目
標

の
達

成
に

向
け

た
中

期
計

画
の

進
捗

状
況

を
確

認
す

る
観

点
か

ら
行

い
、

評
価

に
当

た
っ

て
は

、
総

合
的

か
つ

効
率

的
に

行
う

こ
と

と
す

る
。

 

 
 

 
な

お
、

評
価

の
際

は
、

法
人

の
教

育
研

究
の

特
性

や
業

務
運

営
の

自
主

性
・
自

律

性
に

配
慮

す
る

と
と

も
に

、
評

価
を

通
じ

て
、

法
人

の
中

期
目

標
の

達
成

に
向

け
た

取

組
状

況
を

市
民

に
分

か
り

や
す

く
示

す
よ

う
努

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 ４
 
年
度

評
価
の
実
施
時

期
 

 
 

 
年

度
評

価
は

、
当

該
事

業
年

度
終

了
後

、
概

ね
５

月
以

内
に

実
施

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 ５
 
年

度
評
価

の
実
施

方
法

 

 
(1

) 
評

価
手

法
 

 
 

 
 年

度
評

価
は

、
そ

の
目

的
を

効
率

的
か

つ
効

果
的

に
達

成
す

る
た

め
、

法
人

が
そ

の
業

務
実

績
に

基
づ

い
て

行
う

自
己

評
価

結
果

を
踏

ま
え

、
項

目
別

に
評

価
の

う
え

、

中
期

計
画

の
進

捗
状

況
に

つ
い

て
総

合
的

な
評

価
（全

体
評

価
）
を

行
う

。
 

  
(2

) 
評

価
項

目
 

 
 

 
 評

価
項

目
に

つ
い

て
は

、
別

表
１

の
と

お
り

と
す

る
。

 

  
(3

) 
評

価
基

準
 

 
 

 
 評

価
に

あ
た

っ
て

は
、

別
表

２
の

取
扱

い
を

基
本

に
、

取
組

状
況

や
計

画
の

難
易

度
、

外
的

要
因

等
、

そ
れ

ぞ
れ

の
状

況
を

総
合

的
に

勘
案

し
て

評
価

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 
(4

) 
評

価
の

手
順

 

 
 

①
 

項
目

別
評

価
 

 
 

 
ア

 
法

人
に

よ
る

実
績

報
告

・
自

己
評

価
 

 
 

 
 

 
法

人
は

、
年

度
計

画
記

載
事

項
ご

と
（事

業
単

位
）及

び
評

価
指

標
ご

と
（
指

標

単
位

）の
業

務
実

績
（年

度
計

画
に

お
け

る
各

事
業

の
実

施
状

況
及

び
事

業
の

成

果
に

関
す

る
指

標
の

達
成

度
）を

取
り

ま
と

め
、

(3
)に

定
め

る
評

価
基

準
に

沿
っ

て

自
己

評
価

を
行

っ
た

う
え

、
業

務
実

績
報

告
書

を
作

成
し

、
評

価
の

実
施

時
期

の

属
す

る
年

度
の

６
月

末
日

ま
で

に
評

価
委

員
会

に
提

出
す

る
。

 

 
 

 
 イ

 
評

価
委

員
会

に
よ

る
検

証
・
評

価
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（
ア

）
 

法
人

の
自

己
評

価
結

果
の

検
証

・
評

価
 

 
 

 
 

 
評

価
委

員
会

は
、

法
人

か
ら

提
出

さ
れ

た
業

務
実

績
報

告
書

に
つ

い
て

、
法

人

関
係

者
か

ら
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
等

よ
っ

て
検

証
の

う
え

、
事

業
単

位
及

び
指

標
単

位
で

(3
)に

定
め

る
評

価
基

準
に

沿
っ

て
評

価
す

る
。

 

 
 

 
 

 
な

お
、

評
価

委
員

会
は

、
検

証
・
評

価
を

行
う

う
え

で
必

要
が

あ
る

場
合

、
法

人
に

対
し

て
資

料
の

追
加

提
出

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

 

（
イ

）
 

大
項

目
別

評
価

 

 
 

 
 

 
評

価
委

員
会

は
、

事
業

単
位

及
び

指
標

単
位

評
価

の
結

果
を

踏
ま

え
、

別
表

１

に
定

め
る

大
項

目
ご

と
に

、
(3

)に
定

め
る

評
価

基
準

に
沿

っ
て

、
中

期
計

画
の

進
捗

状
況

を
総

合
的

に
勘

案
し

て
評

価
す

る
。

 

  
 

②
 

全
体

評
価

 

評
価

委
員

会
は

、
項

目
別

評
価

の
結

果
を

踏
ま

え
、

中
期

目
標

の
達

成
に

向
け

た
中

期
計

画
全

体
の

進
捗

状
況

を
総

合
的

に
勘

案
し

て
評

価
す

る
。

 

 

(5
) 

評
価

書
の

作
成

 

 
 

①
 

評
価

書
原

案
の

作
成

及
び

法
人

か
ら

の
意

見
の

聴
取

 

 
 

 
 

 
評

価
委

員
会

は
、

評
価

の
透

明
性

・正
確

性
を

確
保

す
る

た
め

、
(4

)に
定

め
る

手

順
に

よ
っ

て
評

価
し

た
結

果
を

と
り

ま
と

め
、

評
価

書
原

案
を

作
成

し
、

法
人

に
提

示

す
る

。
 

 
 

 
 

 

法
人

は
、

評
価

書
原

案
に

対
す

る
意

見
を

書
面

に
よ

り
評

価
委

員
会

に
申

し
出

る

も
の

と
す

る
。

 

 

②
 

評
価

書
の

確
定

 

 
 

 
 

 
評

価
委

員
会

は
、

評
価

書
原

案
に

対
す

る
法

人
か

ら
の

意
見

を
踏

ま
え

、
必

要

に
応

じ
て

法
人

関
係

者
の

説
明

を
受

け
た

後
、

当
該

意
見

の
適

否
を

審
議

し
、

当
該

案
に

修
正

を
加

え
る

等
に

よ
り

評
価

書
を

確
定

す
る

。
 

 ６
 
評

価
結
果

の
取
扱

い
 

 
(1

) 
評

価
結

果
の

通
知

及
び

公
表

 

評
価

委
員

会
は

、
評

価
書

を
作

成
し

た
と

き
は

、
遅

滞
な

く
当

該
評

価
書

を
法

人
及

び
長

岡
市

長
に

送
付

す
る

と
と

も
に

、
長

岡
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

公
表

す
る

。
 

  
(2

) 
評

価
結

果
の

活
用

・
反

映
 

 
 

 
 法

人
は

、
評

価
結

果
を

自
ら

の
業

務
運

営
等

の
見

直
し

ま
た

は
改

善
に

活
用

・
反

映
さ

せ
て

い
く

も
の

と
す

る
。

 

 
 
  

 な
お

、
評

価
委

員
会

は
、

評
価

に
際

し
て

、
過

去
の

評
価

結
果

が
法

人
の

業
務

運

営
に

活
用

・反
映

さ
れ

て
い

る
か

確
認

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 ７
 
評

価
方
法

の
継
続

的
な

見
直
し

 

 
 

 
こ

の
要

領
に

つ
い

て
は

、
年

度
評

価
の

実
施

状
況

等
を

踏
ま

え
、

必
要

に
応

じ
て

見

直
す

も
の

と
す

る
。

 

 ８
 
そ

の
他
 

 
 

 
 こ

の
要

領
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
評

価
の

実
施

に
必

要
な

事
項

は
、

評
価

委
員

会
が

別
に

定
め

る
。
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 別
表

1
：
年

度
評

価
に

お
け

る
評

価
項

目
 

評
価

区
分

 
評

価
の

対
象

、
内

容
等

 

項 目 別 評 価  

事
業

単
位

評
価

 

年
度

計
画

の
第

1
か

ら
第

4
の

最
小

項
目

と
し

て
記

載
さ

れ
て

い
る

各
事

項
の

達
成

状
況

 

※
第

5
か

ら
第

9
に

係
る

実
績

に
つ

い
て

は
、

全
体

評
価

の
際

に
参

考
情

報
と

し
て

用
い

る
。

 

指
標

単
位

評
価

 
年

度
計

画
の

各
数

値
目

標
の

達
成

状
況

 

大
項

目
別

評
価

 

事
業

単
位

評
価

及
び

指
標

単
位

評
価

を
踏

ま
え

た
、

中
期

計
画

に
お

け

る
4

つ
の

大
項

目
ご

と
の

進
捗

状
況

 

 第
１

 
教

育
に

関
す

る
目

標
 

第
２

 
研

究
に

関
す

る
目

標
 

第
３

 
地

域
貢

献
に

関
す

る
目

標
 

第
４

 
業

務
運

営
等

に
関

す
る

目
標

 

 

全
体

評
価

 
項

目
別

評
価

を
踏

ま
え

た
中

期
計

画
全

体
の

進
捗

状
況

 

             

別
表

2
：
年

度
評

価
に

お
け

る
評

価
基

準
 

評
価

区
分

 
評

定
 

標
語

 
評

価
の

目
安

 

項 目 別 評 価  

事 業 単 位 評 価  

ｓ 
年

度
計

画
を

大
幅

に
上

回
る

 
特

に
優

れ
る

若
し

く
は

顕
著

な
成

果
 

ａ
 

年
度

計
画

を
上

回
る

 
上

回
る

 

ｂ
 

年
度

計
画

を
概

ね
実

施
 

実
施

 

ｃ
 

年
度

計
画

を
十

分
に

実
施

せ
ず

 
下

回
る

も
し

く
は

実
施

が
不

十
分

 

ｄ
 

年
度

計
画

を
大

幅
に

下
回

る
 

特
に

劣
る

も
し

く
は

実
施

せ
ず

 

指 標 単 位 評 価 

年
度

計
画

を
大

幅
に

上
回

る
 

達
成

率
10

0%
超

か
つ

顕
著

な
成

果
 

年
度

計
画

を
上

回
る

 
達

成
率

10
0%

超
 

年
度

計
画

を
概

ね
実

施
 

達
成

率
80

%以
上

1
00

%
以

下
 

年
度

計
画

を
十

分
に

実
施

せ
ず

 
達

成
率

60
%以

上
8
0%

未
満

 

年
度

計
画

を
大

幅
に

下
回

る
 

達
成

率
60

%未
満

 

大 項 目 別 評 価 

Ｓ
 

中
期

計
画

の
進

捗
は

優
れ

て
順

調
 

大
項

目
別

（
4

区
分

）
に

、
中

期
計

画

の
進

捗
状

況
に

つ
い

て
、

事
業

単
位

評
価

及
び

指
標

単
位

評
価

か
ら

総
合

的
に

勘
案

し
、

評
価

 

Ａ
 

中
期

計
画

の
進

捗
は

順
調

 

Ｂ
 

中
期

計
画

の
進

捗
は

概
ね

順
調

 

Ｃ
 

中
期

計
画

の
進

捗
は

や
や

遅
れ

て
い

る
 

Ｄ
 

中
期

計
画

の
進

捗
は

遅
れ

て
い

る
 

全
体

評

価
 

中
期

計
画

の
進

捗
は

優
れ

て
順

調
 

中
期

計
画

全
体

の
進

捗
状

況
に

つ

い
て

、
項

目
別

評
価

か
ら

総
合

的
に

勘
案

し
、

評
価

 

中
期

計
画

の
進

捗
は

順
調

 

中
期

計
画

の
進

捗
は

概
ね

順
調

 

中
期

計
画

の
進

捗
は

や
や

遅
れ

て
い

る
 

中
期

計
画

の
進

捗
は

遅
れ

て
い

る
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